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			プロローグ

			　

			　ユウトがアカネと再会を果たしたのと時を同じくして、ファルヴから遠く離れたブルーワーズで最も北に位置する宮殿でも、一組の男女が久々に顔を合わせていた。

			「久しいの、クリューウィング侯(こう)爵(しやく)」

			　しどけなく玉座に腰掛け、頭を垂れる臣(しん)下(か)を、輝くようなブルーの瞳(ひとみ)で見下ろす美女。その表情は淫(いん)靡(び)で、声は淫蕩ですらあった。

			「ヴェルガ様におきましては、ご機嫌麗しく」

			　玉座の主――ヴェルガは、つややかで魅力的な唇に微(び)笑(しよう)を漂わす。

			　悪神ダクストゥムと人の間に生まれた半神。この地に君臨して、既(すで)に数百年の時を閲(けみ)している悪の女帝。

			　その身を包む漆黒のドレスは、彼女の白い肌を包み込む褥(しとね)のようだ。煌(きら)びやかな王冠が乗った、業火のように深い赤毛とのコントラストも美しい。

			　気怠げで淫らな佇(たたず)まいは隠しようもなく、聖女とは対極の悪の魅力を体現していた。

			「そのお為ごかしも、久々よの」

			　ヴェルガが王(おう)錫(しやく)を弄びながら、愉快そうに口の端を上げる。

			　淫猥な微(び)笑(しよう)は、悪の女帝と呼ぶにふさわしい。

			「五十年振りかの、侯(こう)爵(しやく)」

			「生に飽きぬようにするには、退屈な時間を過ごさぬことが肝要ゆえ」

			　膝を折ったまま女帝の言葉を受け止めたその男は、絶世の美女を前にしても余裕の佇まいを一切崩さない。

			　侯爵と呼ばれた男の肌は病的に白く、そして人とは思えぬほど美しい。

			　爛(らん)々(らん)と輝く赤い瞳(ひとみ)を主へ向け、彼は口を開いた。

			「ほう。では、面白きことがあったか」

			「南であんな騒動があっては、おちおち寝てもいられますまい」

			　黒妖の城郭による、セジュール襲(しゆう)撃(げき)。

			　蜘(く)蛛(も)の亜神イグ・ヌス＝ザドの出現と撃退。

			　いずれも、不死者の倦(けん)怠(たい)を打ち払うに充分だった。

			　その情報は、女帝の元にも伝わっている。

			　とはいえ、いかにヴェルガ帝国が強大といえどもすべてを知ることはできなかったし、そこまでは手を伸ばすこともできない。

			　ヴェルガ帝国としては。

			「しかし、せっかく目覚めたのですから、少し旅に出ようかと思いましてな。許可をいただきに参ったのですよ、マイ・エンプレス」

			　懐からモノクルを取り出しながら、ジーグアルト・クリューウィングが長い八重歯――牙(きば)をむき出しにして言う。

			「どこへ行くつもりかの？　噂の異界人の血に興味が湧きでもしたか？」

			　南での騒動。

			　その中心人物は二人の英雄。

			　ヘレノニアの聖女と謳(うた)われる聖堂騎士(パラデイン)ヴァルトルーデ・イスタス。

			　そして、異世界からの来訪者。大魔術師(アーク・メイジ)ユウト・アマクサ。

			　その長き生で清廉な神の使徒の生き血など飲み飽きているだろうジーグアルトにとって、より希少性が高いのは異世界人の血。

			　そうあたりをつけた赤毛の女帝だったが、その推測は否定される。

			「まあ、興味はありますがね。男の血は、口に合いませんので」

			　モノクルをかけた侯(こう)爵(しやく)は、芝居がかった口調で、思い通りにならず残念だと嘆く。

			「では、どこへ行くつもりかえ？」

			「そうですな。ロートシルト王国の都、セジュールなどが良いかと」

			「ほう。観光のつもりではあるまいな」

			「もちろん、そのつもりですが」

			　人を食ったような返答に、女帝は妖艶な笑みで答えた。

			「よかろう。好きにするがよい」

			　主の許しを得た侯(こう)爵(しやく)は一礼し、その場で霧となって消える。

			　ジーグアルト・クリューウィング。

			　かつて、国をひとつ潰し女帝へ献上した呪われし吸血侯爵が英雄たちと相見えるのは、もう少しだけ先の話になる。

		

	
		
			　

			　

			第１章

		

	
		
			１・あわただしい夜

			　

			「つーかーれーたー」

			　アルサス王子とその婚約者ユーディットを歓(かん)待(たい)する夕餐会は、つつがなく終了した。その中心となって働いたアカネは、ベッドの上で子供のようにごろごろと転がっている。

			　自分のではなく、ユウトのベッドの上で。

			「本当にお疲れさん」

			　その奇行に関しては言いたいことも多々あったが、苦労をかけたのは事実。

			　本来の所有者であるユウトもベッドに腰掛け、労(ねぎら)いの言葉をかけた。

			「いろいろ、助かった」

			「緊張で死ぬかと思ったわ、ほんと」

			「死んでも、アルシア姐さんに頼んで生き返らせてやるよ」

			「そういうことじゃないでしょ？」

			「はいはい」

			　言葉だけでは足りなかったかと、だだっ子のようになっているアカネの頭を、ぽんぽんと撫(な)でてやる。

			　それで満足したのか、アカネは気持ちよさそうに目を細めると、そのままシーツに顔を埋めた。

			　そこがユウトのベッドだと認識した上で。

			「ところで、どうして俺の部屋に来たんだ？」

			　もちろん、感謝の気持ちは誰よりもある。地球とは勝手が違うなか、しかも王族相手によくやってくれたと思う。アルサス王子たちも、喜んでくれていた。

			　しかし、もう夜遅い。

			　未(み)婚(こん)の男女が二人きりという状況に、目くじらを立てる人間がいる程度には。

			「あたし、頑張ったわよね？」

			「それはもう」

			「なら、ご褒美が、あっても良いと思わない？」

			「ご褒美ね……」

			　ベッドにうつ伏せになりながら、アカネは首だけ向け、蠱(こ)惑(わく)的な瞳(ひとみ)でユウトを見上げる。その表情には、期待とわずかに不安の色が浮かんでいた。

			　ユウトは、幼なじみの少女が見た目ほど〝軽い〟わけではないと知っている。

			　それでもなお、そんな風に無防備を装って誘う仕草が、彼女の華のある容姿にはよく似合っていた。ヴァルトルーデの顔がよぎらなければ、請(こ)われるままにご褒美とやらを進呈していただろう。

			「今度、なんかプレゼントするよ」

			　理性を総動員し、ユウトは問題の先送りをはかる。

			「それは婚約指輪的な、なにか？」

			「なにか？　って、この上なく特定してるじゃねーか」

			「ダメなの？」

			「ダメ……ではないけど……」

			　往生際が悪い。

			　そう、自分でも思ったのだろう。

			　脇に手を入れてアカネを座らせ、すぐ近くで目を合わせて言った。

			「前に言ってた、ヴァル子と朱音を婚約者にするって話な？」

			「うん」

			「あれ、一ヶ月ぐらい前に、王様に言った」

			「え？　なんですって？」

			　信じられないと、アカネが真っ正面から聞き返す。

			「私にも言わず？」

			「うん」

			「ヴァルにも、まだ言わず？」

			「ああ……」

			「バカなの？」

			「そうだよ。どっちかを選べなかったバカな男だ」

			　言った、言ってしまった。

			　もう後戻りできない一言だ。

			　ユウトもベッドへ倒れ込み、アカネから視線を逸(そ)らす。

			「まあ、あれね。そういう優柔不断も、時と場合によっては悪くないわよ」

			「……そうか？」

			　今度は、アカネがユウトの髪を優しく撫(な)でる。くすぐったいが、なぜか止めさせようという気にはなれなかった。

			「ええ。天の時、地の利、人の和がそろっていれば」

			「戦争でもするのか……。いや、ある意味、そうか」

			「そうよ。今回、偉い人にあたしの宣伝をしまくったでしょ？　勇人の女ってことになってなかったら、大変な事態だったんじゃない？」

			「……気付いてたのかよ」

			　異世界からの来訪者。その価値は、当人が思っているよりずっと大きかった。ユウトという前例があるだけに、外から見れば、アカネも理術呪文の才能や領地を大きく発展させる知識があると邪推されかねない。

			　そうなれば、貴重な人材をイスタス伯(はく)爵(しやく)家で独占するのは問題だと、アカネと引き離される危険性も考えられた。

			　アカネを婚約者としたのは、それを防ぐ意味もあったのだ。核心を突かれ、ユウトは珍しく言葉を失う。

			「……で、ご褒美がまだなんだけど？」

			　狭いベッドの上、アカネがにじり寄ってきた。

			　こんな状態では、避けることもできない。

			「今度って言わなかったか？」

			「前金よ」

			　そう言って男をダメにする笑顔を浮かべると、アカネがユウトの上にのしかかる。

			　そのまま二人の距離がゼロになる――ことはなかった。

			「きゃっ」

			　控えめだが、唐(とう)突(とつ)にノックの音が響く。決して大きな音ではなかったが、効果は絶大。

			　弾かれたようにアカネが飛び退(の)き、二人の間に逆に不自然な間隔が空いてしまった。

			　

			　訪れたのはアルシアだった。

			　アルシアが二人の様子を気にもせず、ユウトに手短に用件を伝える。

			　それを聞いて、ユウトは一気に現実に引き戻された。

			「朱音」

			「なにか問題が起こったの？」

			「ああ。ラーシアがちょっとな」

			　そのまま寝るなよと言い残し、ユウトはアカネを置いて出て行った。

			　

			「あぶない……。頭、沸(わ)いてたわ……」

			　一人、部屋に取り残されたアカネは、ボーっとした頭で先ほどの出来事を思い出す。

			　疲労で頭が働いていなかったのだろう。冷静になってみると、大胆すぎて我ながらあきれる。

			　もっとも、甘い雰囲気の余韻も残さずに去ってしまったユウトの姿を思い出すと、やり場のない切なさを感じるのも確かだ。

			　自分が呼ばれなかった。

			　ということは、アカネが役に立つ事態ではないということ。

			「戦いが……あるのかしら」

			　知っていたはずだ、分かっていたはずだ。

			　ヴァルトルーデは世界を救い、その報奨として領地を得たのだという。

			　つまり、世界を脅(おど)かした魔王のようなものと戦って勝利したのだ。

			　ユウトと一緒に。

			　ユウトも戦ったのだ。ただの高校生でしかなかった彼が。

			　生きていてくれたのだから、ユウトがなにをしていても――たとえ人を殺していたって、アカネに責めるつもりはさらさらない。

			　だけど、そうなると彼女は待つことしかできない。

			　戦いなど、自分の役割ではない。

			　そう分かっていても、納得するのに時間がかかる問題だった。

			　

			「遅くなった、済まない」

			　いつもの食堂兼会議室へ、ユウトはアルシアを伴って駆けつけた。

			「ラーシアが大変なことになったんだって？」

			「ああ……。不死の怪物(アンデツド)どもに囲まれてな……」

			　エグザイルが重たく低い声で答える。

			「そうか……」

			「いるからね！　ちゃんとここにいるからね！」

			「声が聞こえる。まさか、ラーシアまで不死の怪物(アンデツド)になって……」

			「生きてるからね！　っていうか、怪(け)我(が)ひとつしてないからね！」

			「なんだ、いたのかよ。エグザイルのおっさんの陰で見えなかったぞ、ラーシア」

			「嘘だッ！」

			「嘘だけど、この扱いはおいしいなって思ってるだろ？」

			「草原の種族(マグナー)だからね。当然だね！」

			「ラーシア、うるさい……」

			　ユウトとラーシアの掛け合いに、ヨナが露骨に不(ふ)機(き)嫌(げん)な声を出す。ヨナに目を向けると、目をしばたたかせ、頭が前後に揺れていた。

			　お腹いっぱい食べて満足した後、寝入りばなに起こされたのだ。眠たくて仕方がないだろうし、不機嫌になっても仕方がない。

			「ヨナのためにも、さっさと終わらせよう」

			「そうね」

			　ユウトとアルシアが席に着き、ようやくいつものメンバーが揃う。

			　しかし、今回の問題に関しては、もう一人ゲストが必要だった。

			「私が最後のようだな」

			　簡素な――けれど、生地も仕立ても一流の――チュニックに着替えたアルサス王子が入室する。

			　そのまま、ひとつだけ空いた席――いつもヴァルトルーデがいる上座――に腰掛けた。定位置を譲ったヴァルトルーデは、代わりにユウトの隣に座っている。

			「それではラーシア、お願い」

			　アルシアに促(うなが)され、ラーシアが椅子から立ち上がって報告を始める。

			　挨(あい)拶(さつ)もなにもないが、その飾り気のなさはアルサスにとっても好ましいものだった。

			「まず、自然崇拝者(ドルイド)たちの集落はもぬけの殻。死体もなんにもなし」

			「それでは、返答がないのも当然だな」

			　ヴァルトルーデが重々しくうなずく。

			　最悪の想像が頭をよぎるが、現時点では、どこかへ避難しているのだろうと期待することしかできない。

			「そだね。で、ケラの森を慎重に探索してたんだけど、かなり奥の方で不死の怪物(アンデツド)がいきなり大発生してさ」

			「それは、めんどくさかっただろう」

			「うん。あいつら急所ないし。とりあえず、一〇〇ぐらいはいたかな？　あと、死界の王(ノーライフキング)も何体か」

			　包囲網を突破した後は距離を取りながら殲(せん)滅(めつ)したよと、当然のようにラーシアが報告を終えた。

			「死界の王(ノーライフキング)は、倒しても滅んじゃいないはずだな」

			「それでも、復活までしばらく時間がかかるわ。今回は、それで充分としないといけないわね」

			　死界の王(ノーライフキング)や吸血鬼(ヴアンパイア)のような上級の不死の怪物(アンデツド)は、特別な手順を踏まない限り完全に滅ぼすことはできない。

			　前者であれば、死界の王(ノーライフキング)へと転生する際に核としたアイテム――経(きよう)函(かん)、杯、円盤など――が残存している限り、時間が経てば復活する。

			　その点を指摘したユウトの感想に、アルシアが仕方のないことだと答える。不死の怪物(アンデツド)の専門家である彼女の言葉に反論は出なかった。

			「そんなことより、魔法の短杖(マジツクワンド)をだいぶ消耗したよ。赤字だね、赤字。あいつら出てきた瞬間、『どうしよ、これ』って思ったし」

			「まあ、そこは補(ほ)填(てん)するさ。ラーシアの戦闘力が落ちるのは、こっちも困る」

			　キーワードひとつで、簡単に呪文を発動できるように装填した魔道具(マジツク・アイテム)が魔法の短杖(マジツクワンド)。

			　一般的には五〇回ほど使用でき、《理力の弾丸(フオース・ミサイル)》の魔法の短杖(マジツクワンド)は一本で金貨一万枚以上する。つまり、一振りで金貨二〇〇枚――庶民の年収と大差ない――となれば、ラーシアでも温存したくなるのは当然だ。

			「それよりもだ」

			　金の話よりも優先することがあるだろうと、ヴァルトルーデが咳払いしてから言う。

			「死界の王(ノーライフキング)もそうだが、不死の怪物(アンデツド)でも、屍生人(ゾンビ)や塚人(ワイト)は自然に現れるものではないぞ」

			「ああ。ヴァルの言う通りだ。そうなると、例の遺跡が関係していると思われるのですが」

			　原因を探るため、ユウトはアルサス王子へと水を向ける。

			　しかし、上座にいる彼の表情は苦悶に彩(いろど)られていた。

			「少し、待って欲しい。不死の怪物(アンデツド)が、一〇〇以上？　死界の王(ノーライフキング)までも？」

			　一〇〇体を越える不死の怪物(アンデツド)。そして、死界の王(ノーライフキング)。

			　いずれも、討伐部隊を組織する必要がある大事件だ。軽く流したユウトたちとは異なり、アルサス王子には看(かん)過(か)できない問題だといえる。

			「見える範囲のやつは殲(せん)滅(めつ)したから、他へ飛び火ってことはないと思うよ……じゃなくて、思います？」

			「いや、緊急時だ。言葉遣いなど、どうでもいい」

			「それは助かるなー」

			　建前などものともしないラーシアが、口調はおろか姿勢まで自由にする。その言葉を聞いていたからではないだろうが、ヨナは耐え切れない睡魔に負けてアルシアの膝の上に頭を乗せていた。

			「アルサス王子も、その程度の相手なら対処できるのではないか？」

			「屍生人(ゾンビ)程度に、後れを取るつもりはないが……」

			　アルサスは、エグザイルへとそう返答する。

			　それでも、一〇〇以上を同時に相手取るというのはぞっとしない話だろう。

			「タイミングから考えると、ラーシアが言っていた王都での事件との関連も疑われるところだけど……」

			　ユウトは以前のラーシアの報告を思い出して、それとなくアルサスに尋ねた。

			「その件は、宰(さい)相(しよう)から伝え聞いている。解決には、至っていないようだがな」

			「不確定な話ではありましたからね。ところで、例の遺跡や祭(さい)壇(だん)に関して、屍生人(ゾンビ)が出現するような伝承などは、なかったのでしょうか？」

			　やはり、首を振って静かに否定するアルサス。

			　王家の秘として語れないこともあるだろうが、これは本当に無関係のようだった。

			「アルシア姐さん、明日にでも」

			「ええ。神(しん)託(たく)を授けてもらいましょう」

			　情報が出そろったためか、一同に沈黙が訪れる。

			「行くしかあるまい」

			　それを打ち破ったのは、ヴァルトルーデの静かな言葉。

			　たった一言で皆の瞳(ひとみ)に士気が宿り、一気に戦う集団へと生まれ変わる。

			　アルサス王子を除いて。

			「殿下？」

			「そうだな。申し訳ないが、明日以降の予定は取り消させてもらおう。私自ら乗り込んで、真相を確かめる」

			「承知いたしました」

			　ユウトがアルサスの申し入れを聞き入れ、方針が確定する。

			「しかし、こうなると留守番を残したいな……」

			　ユウトは、探るように顔を見回すが、誰一人として残留を望む者はいない。眠っているヨナは論外だし、ヴァルトルーデを残しでもしたら尾を引きそうだ。

			「信用ができて、実力があって、すぐ招(しよう)聘(へい)に応じてくれる。そんな相手が――」

			「ヴァル……適任者に一人心当たりがある」

			　そう言ったユウトは、笑顔を浮かべながらとても嫌そうな顔をするという、困難な行いを達成していた。

		

	
		
			２・大賢者

			　

			「面白いものが見られると聞いて、来たぞ」

			　禿(とく)頭(とう)の老人。

			　立派な髭(ひげ)を生やした大賢者ヴァイナマリネン。

			　彼が姿を現したのは、食堂で《祝宴(セイント・フイースト)》による朝食を摂(と)っている真っ最中だった。

			　緊急事態と判断し、今日以降のすべての予定は中止。打ち合わせも兼ねて、九人が集まっていた。

			　この打ち合わせが終われば、早速現地へ――文字通り――飛ぶ予定となっている。

			「……ねぇ、勇人。一体、どなた？」

			「ああ、朱音、これが噂の大賢者ヴァイナマリネンさまだ」

			《瞬間移動(テレポート)》の呪文で突然現れた背の高い老人に、アルサス王子、ユーディット、そしてアカネは目を丸くしている。

			「大賢者……。強烈ね……」

			　この世界でどれだけの声望を得ているのか知らないアカネは一言で済ませたが、アルサスはあわてて席から立ち上がる。

			「お初にお目にかかり――」

			「そういうのは、いらん」

			　めんどくさそうに手を振った老人は、勝手に空いている席に腰を下ろした。

			「呼んだのは俺だけど、来るかどうかは五分五分だと思ってた」

			　なにしろ、夜に連絡を取ってその翌朝だ。友達を呼ぶのだって、もう少し難しい。

			「我が師からの呼び出しだからな。断るわけにもいくまいよ」

			「……我が師？」

			　百層迷宮を攻略した伝説の冒険者『パス・ファインダーズ』の一員。

			　天上で叡智を手にし、数々の呪文を開発した大魔術師(アーク・メイジ)の中の大魔術師(アーク・メイジ)。

			　深山幽谷に隠(いん)棲(せい)しながら、王族から民まで、多くの言葉に耳を傾け知恵を授ける大賢者。

			　ヴァイナマリネンの功績を挙げれば、それこそ枚(まい)挙(きよ)に暇(いとま)がない。

			　豪傑のように笑う大賢者の言葉を、聞き間違いかと、アルサス王子は目を白黒させた。あの大賢者の師など意味が分からないといった様子だ。

			「その辺は、深く考えないでください。我々が留守にする間、ヴァイナマリネンにいてもらいます」

			「それは、願ってもない話だが……」

			「気にするでないわ。儂など、二人目の異界人に釣られてきただけのジジイよ」

			「ただのジジイなら、いてもらう必要がないわけだが」

			「理術呪文が世界一得意なジジイでもか？」

			「よろしくお願いします」

			　そんな師弟の会話も、ヴァルトルーデたちには特に驚きも感(かん)銘(めい)も与えなかった様だ。

			　アルシア以外は平然と食事を続け、そのアルシアも、呪文を調節してもう一人分の食事を生み出そうとしている最中。ヴァイナマリネン自身は、それを待たずにかごのなかのパンへ手を伸ばし、ヨナから白い目を向けられていた。

			　呆然として未だ回復していないアルサスとユーディットは、フリーダムでフットワークの軽い大賢者の被害者といえるだろう。

			　最大の被害者は、別にいるのだが……。

			「あれ？　なんか私がおもてなしする感じになってない？」

			　アルサス王子を伴ってとある場所の調査へ赴(おもむ)く。

			　それはアカネにも伝えていたが、逆に言うと、それ以上の説明はしなかった。事細かに説明しても心配させるだけと思ってのことだが、アカネとしては疎(そ)外(がい)感(かん)を感じているのかもしれない。

			「ノートパソコンに、電子書籍入ってるだろ？」

			「う。まあ、あるけど……」

			「ジジイやユーディット嬢と、漫画でも読みながら待っててくれよ」

			「でも、言葉が……」

			「心配無用。日本語なら、マスターしておるわ」

			「ええーー？」

			　驚きながら余計なことしてるんじゃないわよと、アカネににらまれるユウト。

			「言語をひとつ。それも、異世界のそれをマスターか。さすが、大賢者だな……」

			「ヴァルは泣いても許されると思う」

			　悲嘆に暮れる聖堂騎士(パラデイン)を慰(なぐさ)めるアルビノの少女を横目で見つつ、ユウトはフォローを試みる。

			「ヴァイナマリネンのジイさんなら、自動翻(ほん)訳(やく)する魔道具(マジツク・アイテム)ぐらい、いくらでも持ってんだろ。別に日本語を憶えたとか、関係ないよ」

			「ユウトくん、それは慰めにならないわ」

			「あれ？」

			　どこで失敗したのか。結果は、ヴァルトルーデに哀しそうににらまれるだけに終わった。

			「それで、儂はここにいればいいのだな？」

			　岩魚の炭火焼きを豪快にロゼワインで流し込みながら、一応は確認しておくかという態度でヴァイナマリネンが聞く。

			「別に、そっちに同行しても構わんが」

			「絶対そんなつもりないだろ」

			　苦々しい顔でツッコむユウトの言葉を、大賢者は笑って吹き飛ばす。

			「分かった分かった。やりすぎんように気をつけるわい」

			「それはマジで頼むぞ、ジイさん」

			「大船に乗ったつもりで任せておけい」

			「大和さんでも、轟沈するときはするのよね……」

			　アカネの心配そうな言葉。

			　けれど、ユウトはそれに答えられない。敵に回すと厄(やつ)介(かい)だが、味方にしても心配な老人だ。

			「とりあえず、漫画の読み方でも教わりながら、なんかあったら穏便に対処して欲しい。穏便に」

			「前に言うとった、絵と文章が一体になった表現技法だな。お主が描いた絵じゃ、まったく伝わらなんだが」

			「くっ。俺は美術三だぞ。普通だ。朱音が異常なんだよ」

			「ほう。そっちの嬢ちゃんは漫画が描けるのか」

			「勇人……」

			　今のは完全に失言だった。

			　心のなかで、アカネへ土下座する。

			「あの、それでわたくしはどうしたら……？」

			　強烈な個性の大賢者に押され、ユーディットはおろおろするばかりだった。

			　

			　大賢者ヴァイナマリネンとアカネ、それにユーディットの居残り組は、別室へと移動した。日本の漫画が異世界へ羽ばたく瞬間は、もうすぐそこだ。

			「懸(け)念(ねん)がひとつ片付いたな」

			「知っているぞ。こういうのを自作自演というのだろう」

			　微妙に違うが、ヴァルトルーデが得意そうなので否定はしない。

			「それで、アルシア姐さん。神(しん)託(たく)の結果を聞いても良い？」

			「ええ、もちろん」

			　この朝、最も忙しく働いていたのは――急な予定変更で休む間もないクロードを除けば――このアルシアだっただろう。

			　しかしそんなことはおくびにも出さず、真紅の眼帯を身につけた死と魔術の女神の大司教(パトリアーチ)は、授かった神託の内容を説明していく。

			「まず、少なくともこの一日以内に大きな災厄が発生する可能性は低いようだわ。これは、不死者を大量に駆(く)除(じよ)してくれたラーシアのお陰ね」

			「もっと誉(ほ)めていいよ」

			　椅子の上でふんぞり返るラーシアの頭を、隣に座るエグザイルが子供をあやすようにぽんぽんと撫(な)でる。

			「あれぇ？　思ってたのと、なんか違う……。ていうか、硬いしごつい」

			「一方、自然崇拝者(ドルイド)たちのことは、もう手遅れと考えた方が良さそうね」

			「そうか……」

			　村落ひとつが消滅したらしいという結果に、皆が――ラーシアやヨナも――沈痛な表情を浮かべる。万能でも無(む)謬(びゆう)でもないのは承知しているが、自分たちの力があればなにかできたのではと思ってしまう。

			　特に、自然崇拝者(ドルイド)たちと面識のあるユウトは、その思いが強い。

			　あの飄(ひよう)々(ひよう)としてつかみどころのなかった長老なら、どこかでひょっこり生きているのではないか。そう期待したくなるが、神(しん)託(たく)の正確性を理解しているだけに、それも叶わない。

			「それで、アルシア。不死の怪物(アンデツド)はどこから現れたか分かったか？」

			　ヴァルトルーデの一言で、漂っていた重い空気が取り払われた。今は、その不幸を悼むよりも先にやるべきことがある。

			「それは不明だわ。というより、出所はひとつではなく複数あるのかも知れないわね」

			「曖(あい)昧(まい)な話だな」

			　アルサス王子の感想に同意しつつも、ユウトは説明をする。

			「神(しん)託(たく)は、必ず望む答えが得られるとは限りませんから」

			「ってことは、やっぱり、王都の不死の怪物(アンデツド)の噂と関連があるのかなぁ」

			　当事者だったラーシアが、フォークを鼻と上唇の間に乗せてつぶやくが、答えは出ない。

			「まあ、土に返せば同じだろう」

			　悩む必要はないと、岩魚とパンを一緒に飲み込みながらエグザイルがまとめた。

			　そのタイミングで、ヴァルトルーデがもうひとつの疑問を口にする。

			「初めて話を聞いたときから気になっていたのだが、なぜ、あの場所にヘレノニア神の祭(さい)壇(だん)があるのだ？」

			「なぜって……。ロートシルト王国の王は、代々ヘレノニア神に仕える聖堂騎士(パラデイン)じゃないか。王の証を立てるための儀式が、その版図にある」

			　なんの矛盾もない……はずだ。

			　そう説明しつつ、ユウトもヴァルトルーデの言わんとするところを理解する。

			「私の勘違いかも知れないが、もしかすると順番が逆なのではないか？」

			「最初に祭壇っていうのがあって、王様は後からきたんじゃないかってこと？」

			　ヨナの確認に、ヴァルトルーデが静かにうなずく。

			「つまり、ヴァルが言いたいのはこういうことですか？　ロートシルト王家が儀式のために祭壇を作ったのではなく、もともとあった施設を儀式のために使用していたのではないかと」

			　アルシアからの推論を受けて、アルサス王子に視線が集まる。

			　だが、彼には小さく首を振ることしかできなかった。

			「その説の真偽を判定する情報を、私は持ち合わせていない。父が知っているか、あるいは王城の書庫を探せばなにか分かるかも知れないが……」

			「でも、どっちでもいい話じゃないの？」

			「そうだな。殴れば終わりだろう」

			「そうだけどさ……」

			　平常運行すぎるラーシアとエグザイルの態度に、ユウトは乱暴に頭をかいた。

			「ひとつ思いついたんだが、もしかしたらその祭(さい)壇(だん)なり神殿は、なにかを封印していたのかも知れない」

			「ヘレノニア神の加護で、なにか――不死の怪物(アンデツド)をか」

			　あり得ない話ではないと、ヴァルトルーデがユウトの推論を肯定した。アルシアも、それに続いて肯定する。

			「主客の逆転ね。それならば、自然崇拝者(ドルイド)がその遺跡を守っていたのも分からない話ではないわ」

			　自然崇拝者(ドルイド)の信仰の対象は、六源素の精霊たちと、この世界に存在する動植物そのもの。不自然な存在である不死の怪物(アンデツド)は不(ふ)倶(ぐ)戴(たい)天(てん)の敵と言えた。

			「それを王都でなんかやってた連中が破壊しに来た？　なんのために――という疑問は残るけど」

			「簡単だ。ここまで来たら、直接聞けば良い」

			「まったくだな」

			　ヴァルトルーデのストレートな方針は、エグザイルのお気に召したらしい。くっと口角をつり上げて笑う。

			　エグザイル以外も不満はない。

			「殿下」

			　ユウトは美貌の王子を正面から見据える。

			「第三者の介入がある可能性が非常に高く、祭(さい)壇(だん)までの道も……いえ、その祭壇自体も、今はどうなっているか分かりません」

			　ユウトたちは行く。

			　理由は様々あるが――当然として考えている。

			「それでも、ともに赴(おもむ)かれますか？」

			　けれど、アルサス王子には、別の選択肢もある。

			　ユウトたちが事件を解決した後、落ち着いてから訪れても構わない。自ら危険に飛び込む必要はない。

			「無論だ」

			　迷いなく、アルサスは即答した。

			「足手まといになるやも知れぬ。だが、ここはイスタス伯(はく)爵(しやく)家の封土であると同時に、我がロートシルト王国でもある」

			「承知いたしました」

			　ヴァルトルーデが頭を垂れる。

			　同時に方針も決まった。

			「ユウト、いつ頃出られる？」

			「三〇分だけくれ」

			「分かった。アルサス王子、予備の武器などをお貸しします。こちらへ」

			　昨夜遅くに偵(てい)察(さつ)から戻ったばかりのラーシアと、準備というものがほとんど存在しないヨナを除き、慌ただしく動き出した。

		

	
		
			３・異文化交流

			　

			（どうしてこうなったのかしら……）

			　ファルヴの城(じよう)塞(さい)の最上階。

			　アルサス王子一行が泊まっている来賓室で、アカネは密かにため息をつく。

			　夕餐会に使用した部屋に負けず劣らず豪華な内装。どんな仕掛けがあるのか、エアコンでも稼(か)働(どう)しているかのように快適な室内。

			　ついさっきユウトたちを見送ったところで、この部屋には三人しかいない。

			　いくつかの寝室と一続きになった来賓室のリビングで、大賢者ヴァイナマリネンと侯(こう)爵(しやく)家令嬢にしてアルサス王子の婚約者ユーディット・マレミアスと一緒に、ノートパソコンの起動を待っている。

			（ほんと、どういう状況？）

			　ＯＳのロゴマークを眺めながら、本当に改めて思う。

			　革張りの豪華なソファの真ん中にアカネが座り、両脇にいるヴァイナマリネンとユーディット・マレミアスは興味津々に起動画面を見ている。

			　愛する人を、友達を見送ったばかりだというのに。
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			「これもお主らの国の言葉か？」

			「英語……。他の国の言葉で窓って意味です」

			「ほう」

			　幼なじみの少年がいた異世界へ自分もやって来た。ユウトの様に呪文を使って大活躍とか、岩から伝説の剣を抜いて魔王を倒すとか、別にそういうのがしたいわけではない。

			（でも、留守番させられた挙げ句、偉い人の接待ってどういうことなのかしらねぇ）

			　しかも、これから二人に見せるのは漫画だという。

			　いくつもの疑問が泡のように生まれ、消えずに溢(あふ)れ出す。

			「これは、異世界――お二人の故郷の魔道具(マジツク・アイテム)ですか」

			「そんなところです。もっとも、誰でも使えるわけではありませんけど」

			「なるほど……」

			　素直に感心する花のような美少女の姿に、アカネの良心が痛む。

			　しかし、嘘は吐いていない。

			　ノートパソコンは誰にでも使えるわけではない。事実、アカネの祖父は使えない。正確には、使おうとしたことはあるが、今ではホコリをかぶっている。

			（それに、進みすぎた科学は魔法となんちゃらかんちゃらとか言うし）

			　そういう意味では、この精密機械は異世界の魔道具(マジツク・アイテム)と言えなくもないだろう。

			「それで、漫画というのを早速見せてくれんか」

			「あー。はいはい」

			　重々しいが、待ちきれないといった様子の大賢者に急かされて、アカネは電子書籍を保存してあるフォルダを開く。

			「といっても、どれにすべきか……」

			　学園ものの様な、現代を舞台にした作品はいくらなんでも理解できないだろう。かといって、ファンタジーものだと馴染みはあっても退屈かも知れない。

			「よし。じゃあ、これで」

			　マウスをスクロールさせつつたどり着いたのは、源氏物語をモチーフにした作品だった。

			　歴史物であれば大賢者の好奇心も満たせるだろうし、恋愛ものでもあるのでユーディットの興味も引けるはず。

			　駄目なら次に行けば良い。候補はいくらでもあるのだ。

			「絵が出てきました。でも、色が付いているのは最初だけ……？」

			「ごめんなさい。カラーなのは表紙だけです」

			　素直な反応をするユーディットに申し訳なくなる。でも、無理なんです。フルカラーとか人間の所業じゃないんですと、誰にともなく言い訳する。

			「なるほど。確かに絵と文字が組み合わさっているな。かなり進んだ表現技法であるわ」

			　横で見ている大賢者が感心していた。

			　当初はディスプレイに絵が出るというだけで珍しがられていたが、わりと打算的なチョイスだったにもかかわらず内容も案外好評だった。

			　慣れないためかヴァイナマリネンから渡された言語翻(ほん)訳(やく)の眼鏡を気にする素振りを見せていたユーディットも、途中からは食い入るように液晶ディスプレイを見つめていた。

			「この男は、クズだな」

			　などと感想を言いつつも、ヴァイナマリネンにとっても木と紙で構成された屋敷や独特の風習は興味深かったらしい。

			　それにしても、漫画の読み方を教えるのには苦労させられた。

			　アカネにとっては、息をするのと同じぐらい自然な動作。右上のコマからこっちに視線をずらして順番に――など説明するのも難しい。歩き方を教えるようなものだ。

			「恐れながら、大賢者さま。ゲンジ様は愛情に飢えておいでなのです。お労(いたわ)しいではありませんか」

			　言語翻訳の眼鏡を丁寧にテーブルの上に置きながら、ユーディットが挑みかかるように言う。

			「いや、さすがの儂も嫁幼女育成は引くわい」

			「わたくしは、アルサスさまであれば育てられても良いと思います。むしろ、育てられたかったですわ」

			「なんだろう……。このやっちゃった感は……」

			　源氏物語は宮廷文化の極みとも言える作品である。更級日記の作者が、源氏物語が読みた過ぎて田舎(いなか)がヤバイと書き残しているぐらい上流階級の女性を虜にしたとも言える。

			　そう考えれば、ユーディットが感情移入するのも当然かも知れないが……。

			「アカネ様も、そう思われますよね？」

			「あたしは、どっちかというと勇人に世話を焼きたいかも……？　というか、私に様付けなんか……」

			「なにを仰(おつしや)っているのです。アマクサ様の婚約者なのでしょう？　そのアマクサ様も近々叙(じよ)爵(しやく)されるとのこと。当然ではないですか」

			「ほう。あの小僧の婚約者か……」

			　いつのまにか、ディスプレイからアカネへと二人の注目が移っていた。

			（これは、良くない流れだわ……）

			　心のなかで冷や汗を流す。これは、方向を変えなくては。

			「でも、ヴァルもいるし……」

			「おう、あっちの嬢ちゃんともか。やりおるではないか」

			　豪快――というには下品な笑い声に、女性陣は顔をしかめる。

			「独占したい望み。でも、そうすると失うかも知れない不安。どちらも分かります」

			「ユーディットさま？」

			「ですが、わたくしから言わせれば、それは贅沢というものですわ」

			　最愛の男を二〇年間失っていたユーディット・マレミアス。

			　その間、降りかかる困難をすべて叩き潰した、少女のように見える彼女。

			　アカネの曖(あい)昧(まい)な態度を断じるユーディットの迫力は、本来の年齢相応に見えた。

			　もっとも、彼女が自分の倍以上の年齢だとはアカネも知らなかったが。

			「少なくとも拒まれなかったということは、あのヴァルトルーデ様にも劣らぬ部分があるということ。自信を持つべきです」

			「あたしなんて、無駄に付き合いが長いだけで……」

			「まあ、それは素敵ではないですか」

			　二人が幼なじみだと聞いて、ユーディットが顔をほころばせる。

			　先ほどの厳しい表情はあっさり消えていた。代わりに、幼なじみは掛け値なしに素晴らしいと顔に書いてある。

			「お二人のなれそめを聞いてみたいですわ」

			「なれそめって言われても、気付いたら隣にいたみたいな……」

			　ヴァイナマリネンはと目を向ければ、勝手にノートパソコンを操作して漫画の続きを読んでいた。アカネが操作をしているところを見て憶えたのだろうが、その吸収力は凄(すさ)まじい。

			「そうだったのですか。それは、アマクサ様のことが心配でしたでしょう」

			　ユーディットが我がことのように沈み込み、途端に愁(うれ)いを帯びる。

			　きっと男であれば、この憂鬱を振り払うために何でもすると決意するだろう美しさだ。

			「心配はしましたけど、帰ってこないんだったら、こっちから迎えに行ってやるっていうぐらいの気持ちで」

			「素晴らしい！」

			　感動したと言わんばかりに、ユーディットはアカネの両手を掴んだ。瞳(ひとみ)は潤(うる)み、本当に感激で泣き出してしまいそうだ。

			　激しい感情の起伏に、アカネはペースを乱されっぱなし。

			「故郷でも、さぞいろいろあったのでしょうね」

			「いろいろって言っても、勇人が怪(け)我(が)をしちゃって、そのリハビリ――治療を見守っていたとか、一緒に勉強をしたりとか……」

			「素敵ですわ。アカネ様、あなたも思い、待ち続けていたのですね……」

			「そう……なのかな？」

			「そうですわ」

			　言われてみると、そんな気がしてくる。

			　アカネは、こちらに来てから自分のことを〝横入り〟だと思っていた。そんな自分を肯定してくれることが、なにより嬉しい。

			　そこで、ディスプレイから顔も上げずにヴァイナマリネンがユーディットに向かって冷や水を浴びせた。

			「まあ、思い続けておるのも良いが、あのアルサスとかいう王子の屈(くつ)託(たく)をどう考えておる？」

			「え？　屈託って？」

			「分かっておりますわ。アルサス様が、ヴァルトルーデ様方に劣等感を抱いておいでなことぐらい」

			「え？　え？」

			　わけが分からない。

			　話題の切り替わりにもそうだが、内容自体が意味不明だ。

			「アルサス様は、王になることを決意されておりますが、自らがその地位にふさわしいと自信までは抱かれていないのです」

			　アカネにも理解できるよう、ユーディットがヴァイナマリネンへ確認をすると同時に説明をしてくれる。

			「そんなところに、小僧どもの成果を見せつけられれば、嫉(しつ)妬(と)もするか」

			　くだらんと、大賢者は切り捨てた。

			「そのお言葉は、大賢者ヴァイナマリネン様といえども容認いたしかねます。撤回を」

			「ユーディット……さま？」

			　すっと気温が下がった。いや、それは錯(さつ)覚(かく)だ。けれど、ユーディットの雰囲気が変わったのは確か。

			　間に挟まれたアカネは、右往左往するばかり。

			「何もかも違うにもかかわらず嫉(しつ)妬(と)する。愚かでないというか？」

			「それが人間ですので」

			「ふむ。では、待つだけで良いのか？　人は愚かだぞ」

			「ええ。仰(おお)せの通りです」

			　一転、ユーディットがヴァイナマリネンの主張を認める。

			　けれどそこには、確かな信念があった。

			「ですが、愛する人の成長を待つのも女の甲(か)斐(い)性(しよう)。そうではありませんか？」

			「くっ、ははははははっっ」

			　アカネにかかっていた重圧が、ふっと無くなる。

			「女心まで理解しておったら、儂は大賢者などと呼ばれてはおらぬわ！」

			　話の内容はよく分からなかった。でも、何かがあったのは確か。

			（ユウト……！　早く帰ってきて……ッッ！）

			　心配だ。ユウトが、ヴァルトルーデが、危険な所へ赴(おもむ)いたのであろうみんなが心配だ。

			　だが、我が身可愛(かわい)さと言われても仕方ないけれど、自分の胃も心配だ。

			　アカネは、昨日からのストレスで、笑顔がずっと貼り付いていることに気付いていなかった。

		

	
		
			４・遺跡

			　

			「これは凄(すご)い。上から見ると、変な所だねー」

			「凄いのか変なのか、どっちなのか」

			「りょうほう？」

			　いつもの《瞬間移動(テレポート)》ではなく、魔導師(ウオーロツク)級呪文《遠距離飛行(オーヴアーフライト)》でファルヴの城(じよう)塞(さい)を文字通り飛び立った一行。

			　ほんの数十分で目的地の上空に到着する。

			　ケラの森の中央。

			　今まで人目に触れることのなかったその場所は、ラーシアやヨナの言う通り、自然が不自然になっていた。

			　森、砂漠、草原、山地、河、沼。

			　あらゆる地形がその狭い一帯に集い、格子状に散らばっている。まるで、自然のモザイク模様だ。

			「変では済まぬであろう、これは」

			「イスタス伯に同感だな。以前から、このような？」

			「いいえ。何度か上空を通過したことはありますが、こんなことはありませんでした」

			　アルサスからの確認に、ユウトは首を振る。いくらなんでも、今まで気付かないわけがない。

			「この土地を守っていた自然崇拝者(ドルイド)が、いなくなったからかしら？」

			「確かに、アルシア姐さんの考えで正しそうだな。集っているという六源素の影響かな？　それか、封印の様なものが緩(ゆる)み始めているのかも……」

			　いずれにしろ、猶(ゆう)予(よ)はあまりなさそうだ。

			　推論を述べたユウトが先導し、速度を緩めることなく中央の草原へと着陸する。

			「ヴァル、方角は分かるか？」

			「こっちだな」

			「私も、そちらに神殿の存在を感じる」

			　ヴァルトルーデとアルサス。ヘレノニア神に仕える聖堂騎士(パラデイン)二人が、同じ方向を指し示す。

			　信仰する神の神殿の位置を、本能的に悟っているのだ。

			「足跡も、そっちから来てるね」

			　草原に残っていた不死の怪物(アンデツド)たちの痕跡を調べていたラーシアも、その話を裏付ける。

			　ユウトは、素早く指示を送った。

			「隊列は、ラーシアが先行。先頭に、ヴァルと殿下。その後ろに俺とアルシア姐さん。後ろは、エグザイルのおっさんとヨナな」

			「はいはーい。さくさく行くよ」

			　即座にフォーメーションを組む一行に、急いでアルサスもユウトの前に立つ。

			　恐らくは、これが最適解。ユウトが躊(ちゆう)躇(ちよ)なくフォーメーションのなかに自分を組み込んだことを、アルサスは驚き、それ以上に喜んでいた。

			　だが、そんな感情とは別に行軍は進む。

			　ユウトが出発前に必要とした三〇分は、様々な呪文を付与し、強化をするための時間。

			《増速(アクセル)》で上昇した移動速度は、ただの速歩が全力疾(しつ)走(そう)に等しくなる。けれど、その程度は支援呪文の初歩も初歩。

			　イグ＝ヌス・ザドと対(たい)峙(じ)したときと同じく、数多(あまた)の呪文が、それこそアルサスが引くほど付与されていた。

			　そんな一行だったが、あまり周囲を警戒している様には見えない。けれど、それは素人(しろうと)目からの判断だろう。

			　ラーシアが先行して安全を確認しつつ、《タクチュアル・サイト》を使用したヨナが二重の警戒網を敷く。これで、なにが出てきても、奇襲や不意打ちを受けることは考えにくい。それゆえ、無駄な緊張は必要なかった。

			「外に溢(あふ)れてはいないみたいだな」

			「不幸中の幸いかしら」

			「油断は禁物だぞ」

			「だが、少しくらいは出てきてくれないと、オレの出番がない」

			「だねー。ボクは出番要らないけど」

			　ピクニックよりは緊迫しているといった風情で、不可思議な地形を駆け抜けていく。草原を越え、砂漠を抜け、沼沢地は避け、先へ進む。

			　何事も起こらず、さらに数十分ほどの移動で目的地に到着した。

			「ここで間違いなさそうだね」

			「遺跡……とは聞いていたが、実際目の当たりにすると物悲しいな」

			　アルサス王子の感想を、ヴァルトルーデが哀しげな瞳(ひとみ)で首肯した。

			　仕える神は違えど、その気持ちは分かるのだろう。アルシアが軽くヴァルトルーデの頭を撫(な)でる。

			　一方、そんな機微など知らぬと草原の種族(マグナー)は、

			「遺跡なんて、こんなもんじゃない？」

			　と変わらぬ口調で言いながら、軽い足取りで半壊した建物へと一人足を踏み入れた。

			　もしかしたら、半壊とは正確な表現ではないかも知れない。

			　現在のブルーワーズの建築様式よりも古い、潰れた箱の様な神殿。

			　元は白亜の建物だったのだろうが、今は苔むし曇天の空の様な灰色に薄汚れている。壁か柱が壊れているのだろう、建物自体傾いており入り口も歪(ゆが)んでいた。

			　その入り口までの階段も、所々ひび割れて雑草が繁茂し、時の経過を物語っている。

			　もはや建立当時の姿を想像するのも難しく、人が訪れることのない神殿は、半壊というよりは、全壊していないだけだった。

			「一人で行かせて良かったのか？」

			　アルサスが、遺跡の中へ消えていくラーシアを見ながら疑問を口にする。

			「ヨナ、俺たち以外の気配はあるか？」

			「ない」

			　超能力(サイオニツク・パワー)《タクチュアル・サイト》を発動させているヨナからの返答を聞き、ユウトは確信とともに答える。

			「それでは、我々は邪魔になるだけですね。ラーシア一人に任せて大丈夫です」

			　実際、罠に巻き込まれることがないよう、盗賊(ローグ)一人先行させるのは定跡といえる。

			「そういうものなのか……」

			　やや納得できないという雰囲気を醸(かも)し出しつつも、アルサスは、それ以上なにも言わなかった。一流の戦士である彼だが、冒険者と呼ばれる存在ではない。専門家に任すべきだと判断したのだ。

			「とりあえず、この内部に危険はなさそうだよ」

			　待つこと数分。

			　いや、たったの数分で、ラーシアが神殿のなかから招集をかける。

			「進むぞ」

			　ヴァルトルーデが先頭に立ち、先ほどまでと同じ隊列で神殿へと侵入する。

			　内部も、外観と印象はそう変わらなかった。

			　壁や装飾は大部分が崩れ落ち、かつては祭(さい)壇(だん)だったであろう場所も見る影もない。ヘレノニアの神殿であるという事実は、祭壇の後ろに刻まれた長剣と雷のシンボルでかろうじて確認できる程度。

			「ここが、その儀式の祭壇なのか？」

			「いや、なにも力は感じられないが……」

			　真っ先に入ったヴァルトルーデとアルサスの二人が、困惑の声を上げる。

			「もちろん、これで終わりとかあり得ないでしょ」

			「隠し扉とか、ある。ぜったい」

			　事前の情報とも異なる。

			　確信とともにラーシアが床を丹念に調べだし、ヨナは念のために壁や天井に意識を向ける。

			「あー。やっぱ地下への階段があった」

			　崩壊した神殿の左隅でラーシアが歓声を上げる。

			「そりゃそうだよな」

			　その報告を受けて、ユウトはほっとした様な声を出し、エグザイルは無言で錨(いかり)の様に巨大なスパイク・フレイルを構え直した。

			「負けた……」

			　ヨナが唐(とう)突(とつ)につぶやく。

			「勝負してたのかよ」

			　捜(そう)索(さく)に関してはラーシアの右に出る者はいない。その意味では無(む)謀(ぼう)な挑戦だったが、対抗心があるのは悪いことじゃないかと、ユウトは苦笑して済ました。

			「ま、隠し扉っていうほど意地悪でもなかったけどね」

			「以前、建物のなかではなく、外側に隠し通路への扉が隠されていることがありましたね」

			　ラーシアとアルシアは、以前、ダンジョンで隠し扉が見つからず想像以上に苦労したことを思い出しているようだ。

			「確かに、あれはひどかったな」

			　心理的な盲点を突かれたという面もあるが、それに気付いたときには肉体的な疲労もひどかった。

			　そんな回想をしながら、ラーシアが器用に石版状の床板にピックの様な解除道具を差し入れ、慎重に地下への扉を開封しようとするが……。

			「あー。一応、罠はあるんだ」

			　少しだけ考え込んだラーシアは、けれど平然と作業を続けた。

			　やや苦労して床板を取り外すと、そこから地下への階段が姿を現した。

			　そのまま仲間たちへなにも言わず、振り返りもせずにラーシアが階段を下り始める。

			　そのラーシア目がけて、横の壁から何本もの槍が飛び出てきた。

			「危ない！」

			　アルサス王子が悲鳴を上げるが、間に合わない。

			　槍(やり)衾(ぶすま)の様なそれが、草原の種族(マグナー)の小さな体を貫く――ことはなかった。

			「……ラーシア、一応、なんか言ってから発動させろよ」

			「だって、ボクの身長じゃ、こいつら素通りするって分かってたし」

			　ユウトの愚(ぐ)痴(ち)にもラーシアは平然とそう言ってのけ、魔道具(マジツク・アイテム)のダガーで飛び出た槍の柄を切り落として安全を確保する。

			　そう。

			　侵入者を拒む罠は、すべてラーシアの頭上を虚しく通過していた。それが分かっていたからこそ、わざと発動させたのだが。

			「普通の人間のために作られていたということか」

			「それか、この罠を作ったのが人間で、ドワーフとか草原の種族(マグナー)のサイズを忘れてたってのもあるかなー」

			「だが、心臓に悪い。アマクサ卿の言う通り、警告は発してくれ」

			「アルサス王子、お言葉ですが、まだ貴族じゃないんですけど……」

			「なにを仰(おつしや)るのやら、アマクサ卿。王子殿下のお言葉とあっては、無視するわけにはいかないよね、アマクサ卿」

			「ラーシア、てめえ……」

			　そんな二人のやりとりに、ヴァルトルーデとアルシアはこっそりと微(び)笑(しよう)を浮かべる。

			「どうでもいい。いこ」

			　空気を読んでいるのかいないのか。

			　ヨナのその言葉で再び気を引き締め、皆は階段を地下へ降りていった。

			　

			　地下は、あまり人の手が入っていない自然の洞窟に近かった。

			　ごつごつとした岩肌がむき出しになった床や壁は歩きにくく、人が二人並ぶのがやっと。エグザイルでは、ヨナとの組み合わせでも二人で通行するのは難しい。

			　脇道も多く、蟻の巣を連想させる構造。

			　また、当然ながら明かりもない。

			　普通であれば、《燈火(ライト)》の呪文や松明、ランタンといった光源を用意するのだが、もちろん、彼らは普通では無かった。

			　暗視能力を得る呪文を全員に付与しているユウトたちは、《増速(アクセル)》の加護もあって風の様にその遺跡を駆け抜けていく。

			「敵」

			「前から三体」

			　ヨナとラーシアの短い警告を受け、ヴァルトルーデとアルサスが剣を構える。

			　相手は、塚人(ワイト)。

			　闇のなかにぼんやりと輪郭が光り、こちらへ近づいてくるのが分かった。

			「はっ」

			　最初に駆けだしたのはヴァルトルーデだ。

			　ヘレノニアの聖堂騎士(パラデイン)は、抜群の反射速度で一体の塚人(ワイト)の懐へと入り、討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を一閃させる。

			　それで、終わり。

			　あっさりと上半身と下半身を両断し、その聖なる力により塚人(ワイト)の体は光の粒子となって消え去った。

			「いくぞ」

			　攻撃を放った後のヴァルトルーデへ残った二体の塚人(ワイト)が襲いかかる前に、アルサスが既(すで)に詰めていた。

			　ロートシルト王国の宝剣トレイターで一体の首をはね、ようやく反応した最後の塚人(ワイト)からの両手の爪による攻撃は、まるで自動的にスライドしたかの様な動きをするトレイターで受け止める。

			　そのまま刀身をくるりと反転させて両腕を落とし、続けて頭頂部から股間まで、一刀のもとに両断する。

			　ここまでペースを乱されっぱなしではあったが、彼とてヴァルトルーデに比(ひ)肩(けん)する勇者。

			　毒を持つ危険な不死の怪物(アンデツド)といえども、塚人(ワイト)程度に後れを取ることはない。

			「む。新手か」

			　前方は完全に任せて後ろを警戒していたエグザイルが、新たな不死の怪物(アンデツド)を察知する。

			　既(すで)に格闘距離にまで肉薄されていた。

			　そこまでの接近を許したのは、今までの様に実体のある存在では無く、半透明の死霊(ゴースト)が床や壁から突然姿を現したからに他ならない。

			「死霊(ゴースト)か」

			　触れただけで生気を吸い取り、哀れな犠牲者を同族にするという恐るべき不死の怪物(アンデツド)。

			　しかし、これすら彼らの敵ではなかった。

			　スパイク・フレイルの一撃は、衝撃は与えたものの消滅させるには至らない。逆に、負の感情をむき出しにしてエグザイルの巨体を蹂躙するが、こちらも岩の様な肉体は小動もしない。

			　もともとの頑健さもあっただろうが、霊体の攻撃から身を守る《生命の防壁(ヴアイタルウオール)》の効果もあった。

			　さらに言葉を重ねるならば、この呪文があるからこそエグザイルは防御を捨てていたとも言える。

			「死は忌(い)むべきものに非ず。死後の安寧を約束する慈悲深き御方よ。さまよえる魂を救い給え」

			　その間に、アルシアは聖句を読み上げた。

			「――退散」

			　簡易儀式が完成すると同時に、彼女の全身から聖なる波動が溢(あふ)れ出し、周囲を一瞬で浄化する。

			　生者には加護を。

			　死者には祝福を。

			　ユウトたちが暖かな光に包まれると同時に、死霊(ゴースト)たちも洗い流されるかの様に魂が天へと上っていく。

			　再び、闇が訪れた。

			「圧倒的だな」

			「だねー」

			　最高峰の聖堂騎士(パラデイン)が二人に、死と魔術の女神の大司教(パトリアーチ)。

			　不死の怪物(アンデツド)を相手取るのに、これほど頼もしい味方もないだろう。

			　こんな遭遇を既(すで)に数度経験していたが、いずれもユウトやヨナに出番はなかった。

			「オレの出番も、ないな」

			　そんなエグザイルの愚(ぐ)痴(ち)は、贅沢極まりない。

			「ボクは楽で良いけどね。あいつら、内臓とかないし。死ねばいいのに」

			「あったら不死の怪物(アンデツド)じゃあ、ねえよな。あと、とっくに死んでる」

			　手持ち無沙汰のラーシアとユウトが、くだらないやり取りをしている。

			　全員、不死の怪物(アンデツド)の出現を軽く流していたが、当然、その不自然さは認識していた。

			　突然、それこそ空間が歪(ゆが)んだかの様に、次々に不死の怪物(アンデツド)たちが現れるのだ。種類も数も明らかに異常だ。

			　それでも深く気にしていないのは、ある意味予想通りであったこと。

			　そして――

			「やっぱり、なにがあったのかはよく分からないな」

			「そうだねぇ」

			　不死の怪物(アンデツド)が出現する度に、ユウトとラーシア二人の理術呪文の使い手が《魔力感知(センス・マジツク)》を使用しているのだが、手がかりひとつ得られない。

			「そうか。やはり、先へ進むしかないようだな」

			「問題ない。どちらにしろ、私は祭(さい)壇(だん)へ赴(おもむ)かねばならないのだから」

			　ヴァルトルーデの方針に、アルサスが賛意を示す。

			　やることは変わらない。また、この程度の不死の怪物(アンデツド)たちなど脅威にもならない。

			　再び、罠にだけは警戒しつつ、地下へ地下へと降りていく。

			　様子が変わったのは、さらに何度か不死の怪物(アンデツド)との遭遇を乗り越えた後だった。

			　ガコンガコンと、まるで巨大な歯車が回っているかのような音と振動が洞窟内に響き渡る。見れば、前方の穴からあり得ない光が溢(あふ)れ出していた。

			「…………」

			　誰も言葉を発しない。

			　だが、一瞬で雰囲気が変わった。

			　それに飲まれぬ様自分を叱(しつ)咤(た)しつつ、アルサスも前方へ集中する。

			「先に行くよ」

			　ラーシアが先行し、前方の空間をのぞき込んだ。

			　ぴくりと背が震え、動きが止まる。

			　だが、それも一瞬。

			　振り返りながら手招きして、仲間たちをその空間へと誘(ゆう)導(どう)した。

			「これは……」

			　さすがのヴァルトルーデも、感心と驚きの声を上げざるを得なかった。それを、誰も咎めはしない。

			　黄、青、赤、紫、白、黒。

			　六色の虹の様な大渦が、空間の中心で音を立てて回転していた。

			　地下とは思えないかなり広大な空間。恐らく、直径三〇メートルはあるだろう円形の部屋だ。まるで、そこで渦巻く大渦が掘削し、形作ったかのよう。

			　この空間だけは、源素の大渦から発した光が全体を明るく照らしている。

			「これが、チャールトン三世の言っていた……」

			　この存在があったから、神殿が作られたのか。

			　なぜ、こんなものがあるのか。

			　入念に呪文で鑑(かん)定(てい)し、多元大全を用いたならば、判明したかも知れない。

			　しかし、彼らにそんな余裕は与えられなかった。

			「なにかくる」

			　ヨナが警告を発すると同時に、三体のモンスターが渦から姿を現す。

			　一体は、空中でのたうつ蛇。

			　炎の様に燃える体を持ち、口腔からは氷の吐息を吐き出している。

			　一体は、竜巻を纏(まと)う岩石でできた獅子。

			　岩石の体は分離と結合を繰り返し、突風が円形の空間に渦巻いている。

			　一体は、光と闇が入り交じった巨人。

			　無貌で四腕の巨体は、まるで溶かした絵の具のように体の表面を光と闇が覆(おお)い、流れている。

			「なぜ敵対するのかは分からぬが……」

			「敵なら潰すだけだな」

			　疑問も躊(ちゆう)躇(ちよ)もない。

			　ヴァルトルーデとエグザイルが素早く前に出て、相対すべき敵を見定める。

			　その挑戦を受けるかの様に、大渦が一際高くうなりを上げ、音と光と振動が空間を満たした。

		

	
		
			５・源素の大渦

			　

			　荒れ狂う大渦の渦動。

			　それが、戦闘開始の引き金となった。

			　かかとを打ち鳴らして飛行の軍靴(ブーツ・オブ・ウインズ)を起動させたヴァルトルーデは、氷炎の大蛇へと真っ直ぐに突撃を仕掛ける。

			　一方、エグザイルは、それ以上動かず。否、動く必要もなく、スパイク・フレイルを岩石の風獣に叩きつけた。まとっていた風の鎧(よろい)を貫いて、錨(いかり)のようなスパイク・フレイルが岩の体を砕き、削り取る。

			　ギロリと、岩石の風獣が岩巨人(ジヤールート)をねめつけた。二メートルを超えるエグザイルよりも、なお高い位置からの凝視。

			「さあ、来い」

			　だが、エグザイルは怯(おび)みもしない。

			　山のように動かず、岩石の風獣を待ち受ける。

			「〝常勝〟ヘレノニア神よ、我が剣に加護を！」

			　アルサスが光と闇の巨人の前に立ち、高くトレイターを掲げた。

			　善なる者のみを所有者と認め、悪を拒絶する宝剣に、金色の光――ヘレノニアの加護――が宿る。彼の、神の敵を打ち砕かんと。

			　そんな前衛に比べ、後衛は反応が鈍い。

			「あー。やる気なくすなー」

			「なくても、やれ！」

			「《理力の弾丸(フオース・ミサイル)》」

			　モチベーションは低いながらも、ラーシアが振るった魔法の短杖(マジツクワンド)は三本がクリップで一(ひと)括(くく)りにされていた。ただでさえ残り使用回数が減っているなか、一気に三本も持ち出したということは、本気の攻撃を意味している。

			　そして、それは狙いを過たず、アルサスが対(たい)峙(じ)する光と闇の巨人へと着弾した。

			「O, ooooooooLLLLL」

			　三本の純粋魔力の矢は大渦から生まれた複合源素生物をよろめかせ、無視し得ない打撃を与えた。

			　だが、致命傷にはほど遠い。

			「ほらー」

			　内臓のような急所がないから効果が薄い。そうふてくされる寸前に見えるラーシアの姿は、既(すで)にユウトの視界に入っていなかった。

			　今繰り広げられた光景の理(り)不(ふ)尽(じん)さに、ユウトは心を奪われていた。

			　そして、もうひとつ。

			　大渦の向こうに、出口が見えた。人間サイズの大きさしかないそれをくぐり、向こうから塞いでしまえば、複合源素生物をやり過ごすことができそうだが……。

			「どうしよ」

			　別方向から聞こえてきた迷いのつぶやき。

			　六源素に起源を持つ超能力(サイオニツク・パワー)を得意とするヨナは、どれにどう攻撃を放つか考えあぐねているようだった。

			　アルシアも、今は冷静に戦況を見定めて待機をしている。負傷者が出れば彼女の神術魔法が必要になるのだから、妥当な選択ではある。

			　そんななか、ヴァルトルーデたち前衛の奮闘は続いていた。

			「その程度でッ」

			　氷炎の大蛇からの氷の吐息(フロスト・ブレス)を討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)の一閃で斬り裂いたヴァルトルーデへ、そんなものお見通しと言わんばかりに炎の蛇身がねじくれながら巻き付こうとする。

			　締め付けながら、氷の吐息を放つのか。あるいは、焼きながら骨を砕き、喰らい尽くそうというのか。

			　いずれにしろ、生存は困難な攻撃に思えた。

			　ヴァルトルーデ以外であれば。

			「――神剣・円武」

			　空中にありながら踊るようなステップで蛇身をかわし、討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を横薙(な)ぎに振るった。天上に住まう天使を思わせる、華麗な剣技。

			　考え事にふけっていたユウトでさえも、思わず見とれてしまう。

			　けれど、その威力は絶大。

			　炎そのものの蛇身が腹から切り裂かれ、苦し紛れに氷の吐息(フロスト・ブレス)が放たれる。

			　ヴァルトルーデが氷雪嵐に飲み込まれるが、その美しき影を覆(おお)うように透明の防護壁が展開され、聖堂騎士(パラデイン)を侵すことは叶わない。《精霊円護(エレメンタル・サークル)》の呪文により、すべて無効化される。

			「しかし、硬いな」

			　討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を構え直しながら、ヴァルトルーデはつぶやく。

			　ラーシアの様にやさぐれてはいないし、負けるとも思わないが決定打に欠ける。

			　長引きそうな予感に、美しき聖堂騎士(パラデイン)は改めて気合いを入れ直して、相対する火と氷の大蛇を鋭い視線で射貫いた。

			「ふんっ」

			　その足下では、いつものようにエグザイルがただただスパイク・フレイルを振るい、叩き付け続けている。

			　インパクトの瞬間、反動で手からも血が流れるが、構いはしない。いつまでも、振るい続けるだろう。

			　我が身が砕け散るか、敵を粉(ふん)砕(さい)するか。どちらが先か。ただ、それだけ。

			　ひとつ言えるのは、この岩巨人(ジヤールート)よりも頑(がん)丈(じよう)な生物など、滅多に存在しないという当たり前の事実だけ。

			「U, Grrrrrrrrrrrr」

			　頑丈な岩石の肉体すら破壊する打撃を受け、岩石の風獣が不(ふ)機(き)嫌(げん)そうに獅(し)子(し)吼(く)する。

			　その威嚇に動じるエグザイルではない。けれど、城壁の様に頑丈極まりなかった風獣が、突然バラバラになって突進をしてきたのには、思わず動きを止めた。

			　獅子の体を捨て去った複合源素の獣(けもの)は、飛礫の群れとなってエグザイルの全身を叩きつけるとそのまま通過。

			　一〇メートルは離れた地点で、再び獅子の姿を取る。

			「面白い」

			　ニィッとエグザイルが笑う。

			　今のは、初見だったのでまともに食らい、反撃もできなかった。

			　だが、次は、再結合のときに一撃は加えられるはずだ。その次には、向かってくる飛礫にも攻撃を加えられるだろう。

			　我が身が砕け散るか、敵を粉(ふん)砕(さい)するか。

			　どちらが先か。ただ、それだけ。

			　一方、もう一人の聖堂騎士(パラデイン)。

			　アルサス王子は、光と闇の巨人と正々堂々とした一騎打ちを繰り広げていた。

			　光と闇の巨人は二対の腕に光と闇の剣を二本ずつ装備し、遥か頭上から間断なく白と黒の斬撃を降り注がせる。

			　その風圧だけで体勢が崩され、光の剣が地面を穿(うが)ち破片がまき散らされた。

			「くうぅっ」

			　アルサスは一歩も引かず、光と闇の剣をトレイターで受け止める。あまりにも重たい一撃に、膝が折れ、足が鎧(よろい)ごと地面にめり込む。

			　だが、次の攻撃の前には全身をバネにして光と闇の剣を跳ね返し、反撃を試みる。

			「はぁっ」

			　足の部分を狙った一撃は、しかし、闇の剣に跳ね返され、光と闇が絶え間なく表面を流れるその巨体には届かない。

			　一進一退の攻防。

			　けれど、アルサスに気負いも焦りもない。

			　その理由は、すぐに白日の下にさらされた。

			　何度目かの剣(けん)戟(げき)の音。

			　しかし、今回は異なる音が鳴り響いた。

			「行くぞ、巨人よ」

			　今まではただ受け止めていた、金色の光を放つ宝剣トレイター。

			　それを、アルサスはタイミングを合わせて光の剣に叩き付けた。澄んだ金属の衝突音が反響し、光の剣が砕け散る。

			　だが、所(しよ)詮(せん)は四本のうちの一本だ。そう主張するかのように、光と闇の巨人は変わらず斬撃を繰り出すが――その一本で均(きん)衡(こう)は崩れた。

			　密度が下がった攻撃の合間を縫って、アルサスが光と闇の巨人へ肉薄。

			「R, UuuuuuuuLLL」

			　両手で握ったトレイターを叩き付ける様に振るい、足を半ばから断ち切った。

			　さらに、一気にたたみかける――ことは、できなかった。

			「ぐ、ぬっ」

			　鏡面の様な体皮を切り裂くと同時に、光と闇の粒子が放出されてアルサスの視界を塞ぐ。

			　再び仕切り直しとなった。

			「《エレメンタル・ミサイル》」

			　そこへ、離れた位置から氷の矢による超能力(サイオニツク・パワー)の攻撃が、光と闇の巨人目がけて降り注いだ。

			　火と水。風と土。光と闇。

			　相反する源素属性は優劣の関係が存在する。そのため、ヨナはどの属性の超能力(サイオニツク・パワー)を使用するか考えていた様だが――最終的に面倒くさくなったらしい。

			　とりあえず、いつもの攻撃を効きそうな敵に、放ってみただけ。

			　しかし、威力は充分。

			　アルサス王子に対する支援のつもりではないようだが、この追撃は効果的だった。

			（確かに、追いつめている）

			　どの戦線も、こちらが有利だ。

			　それはいい。

			　だが、ユウトのなかで違和感だけが膨らんでいく。

			　彼はその違和感――直感に従い、呪文書のページを九枚切り裂いて自らの周囲に解き放った。

			「《時間停止(クロノス・アイズ)》」

			　周囲の刻を止める第九階(かい)梯(てい)の大呪文。大魔術師(アーク・メイジ)を名乗れる者はごくわずかだが、そのなかでも《時間停止(クロノス・アイズ)》を使用できるのは、さらに一握り。

			　ユウトの世界が灰色一色になり、あれほどうるさかった大渦からの音も聞こえなくなり、戦闘状態のまま動きが停止した。

			　それを眺めやったユウトは、さらに呪文書のページを切り裂くと、まずは光と闇の巨人の周囲に展開し、呪文を完成させた。

			「《理力の棺(フオース・コフイン)》」

			　純粋な魔力の棺に、光と闇の巨人が囚(とら)われる。イグ・ヌス＝ザド：アンブラルには、あっさり解除されたが、エレメンタルの一種であろう目の前の敵に抗う術(すべ)はない。

			　同時に、この空間の奥。向こう側への通路へと全力で移動した。

			　サッカーをやっていた頃にこの足があったら、快速フォワードとして有名になったかも知れないなと益体もないことを考えつつ、今度は呪文書ではなく巻物(スクロール)を使用して、残る二体を《理力の棺(フオース・コフイン)》で閉じ込めた。

			　巻物(スクロール)の作製は一日がかりの仕事で、使い切りの消(しよう)耗(もう)品(ひん)。さらに、最低限の威力しか持たないが、呪文書に準備した呪文とは別枠で使用できるためレパートリーは増える。

			　今回は《理力の棺(フオース・コフイン)》の持続時間が自前の呪文より多少短くなる程度で、問題はなかった。

			　同時に、《時間停止(クロノス・アイズ)》が解ける。

			　刻の支配者であったユウトが存分に力を振るった結果、仲間たちは純粋魔力の棺に囚われた複合源素の獣(けもの)たちと、遠く離れた位置にいる彼を目撃した。

			「こいつらを倒すのはマズイ。先に進むぞ」

			　命令ではないが、提案よりも強い声音。

			　その美貌に疑問の色すら浮かべず、ヴァルトルーデは即座に従った。忠犬の様に後を追ったわけではないだろうが、残されたアルシアたちもそれに続く。

			　エグザイルとアルサスの二人は、不満げではあったが。

			「説明は、これからする」

			　ユウトが、全員が源素の大渦のあった空間を抜けたことを確認する。複合源素の怪物たちが棺を壊そうと躍起になっている。まだ、気は抜けなかった。

			「ヨナ、塞いどいてくれ」

			「《ウォール・アイアン》」

			　ヨナが超能力(サイオニツク・パワー)で、その場に鉄の壁を生み出す。変化の乏(とぼ)しい表情は、ユウトのお願いには応えないとねとでも言っているようだ。通路を埋める鉄の壁は、壁というよりは栓のようなものだった。

			「ありがと」

			　ヨナの頭を撫(な)でてから、ユウトは説明責任を果たすべく口を開く。

			　意図と判断を正しく伝えなくては、先に進めない。

			「あいつらはたぶん、守護者(ガーデイアン)だよ。だから、倒しちゃいけなかったんだ」

			　それが、ユウトがたどり着いた結論。

			　けれど、まったく理解されなかった。

			「ユウト……。意味が分からない」

			　ヴァルトルーデが頭を振って不満をアピールする。

			「あれが守護者(ガーデイアン)というのは、そもそもどういうことだ？」

			「あの大渦自体の守護者(ガーデイアン)なのか、それともこの先にあるはずの祭(さい)壇(だん)のなのか。それは分からないけど、外敵からの守護者(ガーデイアン)さ」

			「その両方ということも考えられるな。だが、その物言いでは、論理が循環している様に思える」

			　ユウトとヴァルトルーデの会話に、横からアルサスが口を挟んだ。

			　さらに、エグザイルがいつもの低音で議論に参加する。

			「はっきりしない部分が多いのは、分かる。だが、行く手を阻むのであれば、倒していいのではないか？」

			「押し気味だったところ、相談もなしにぶった切ったのは悪かった」

			　ユウトは素直に頭を下げた。

			「でも、いろいろ考えた結果、倒さない方が利益になる。そう思ったんだよ」

			　決して判断は誤りではないはずだ。その点は譲らない。

			「ユウトの判断に不満があるわけではない。だが、私やエグザイルにも分かるように、頼む」

			「おやおや、新婚のエグ先生。ヴァルと一緒のレベルにされてますよ？」

			「ヴァルが分かれば、オレも理解できるだろう。問題ない」

			「揺るがないなー」

			　エグザイルとラーシアの掛け合いで、空気が少し緩(ゆる)んだ。

			「まあ、いい。ちょっと休憩しよう。詳しく説明する」

			「……そうね」

			　手頃な石に腰掛けながら提案するユウトに、アルシアも同意する。

			　彼女は、バラバラに座っていく仲間たちの様子を確かめながら、治癒の呪文を使用していった。そうしながら、ユウトの話を促(うなが)す。

			「あの三体の複合エレメンタルだけどさ、強すぎなかったか？」

			　氷炎の大蛇、風の岩獅子、光と闇の巨人。

			　相反する性質(たち)を合わせ持つ複合源素の精霊は、一筋縄ではいかない敵だった。

			「確かに、難敵ではあったな」

			　それでも、言外に勝てぬ相手ではなかったと匂わせつつ、アルサスがユウトの問いかけに同意する。

			「そっかなー？　面倒だけど、強すぎってほどじゃなかったと思うけど」

			「なんにもしてなかったのに。ラーシアは口ばっかり」

			「したよ！　頑張って魔法の短杖(マジツクワンド)を振ってたよ！」

			「がんばって、あのていど？」

			「ヨナが最近、ボクに冷たいんだけど!?」

			「反抗期じゃないか？」

			「それはともかく、オレもラーシアと同じ意見だ」

			　不完全燃焼だっただろうに、そんな不満を見せずにエグザイルが言った。

			「私も、そうだな。けれど、ユウトの基準は違うようだな」

			「ああ」

			　難しいことは分からないが、ユウトのことなら分かる。

			　ヴァルトルーデの言葉は、そう言っているのに等しいのだが、本人だけは気付いていない。

			　エグザイルの治療に取りかかっているアルシアが、含み笑いを浮かべていた。

			「考えてみて欲しい。あの源素の大渦と不死の怪物(アンデツド)の関係は不明だが、ここは何代か前まで、王族が訪れていたんだ」

			「言われてみれば、そうですね」

			　真っ先に理解の色を浮かべたのは、アルシアだった。続けて、ヨナやラーシアも「そういうことか」と得心する。

			「あのレベルのモンスター三体。それを相手に『強敵だったね』で済むのは、俺たちと殿下が一緒だったからだよ」

			「……そうか」

			　アルサスも、ユウトの言わんとするところに気付いて続ける。

			「歴代のロートシルト王も聖堂騎士(パラデイン)であった。過去の王太子が仮に私より実力が上だったとしても、確かにイスタス伯たちに並ぶ仲間がいたとは思えない」

			「だから、強すぎるか。……うん？」

			　納得してうなずきかけたヴァルトルーデだったが、すぐに次の疑問に行き当たる。

			「待て、ユウト。それは倒してはいけない理由にならないぞ」

			「そうだな。厄(やつ)介(かい)な相手というのなら、消してしまえば禍(か)根(こん)を断てる」

			　エグザイルも同調する。

			「一理ある」

			　その意見を、ユウトはあっさりと認めた。

			　ただし、全面的にではないが。

			「だけど、祭(さい)壇(だん)に着く前の試練にしては厳しすぎる。それに、俺たちはあんな大歓迎を受けるような悪いことをしているか？」

			「ラーシアは悪の組織の首領」

			「そうだな。ラーシアだけ、《次元扉(デイメンジヨンポータル)》でさっきの部屋に戻そう」

			「ユウト、冗談だって分かってるけど、真顔は止めて！」

			　それはともかく――と、ユウトは話を戻した。

			「百年ぐらいここに来なかった間に、妙に強くなったということも考えられるし、実は、もともとあれくらいだったのかも知れない」

			　証拠はない。

			「でも、今の状況には、過去の事例と異なる点があるはずだ」

			「不死の怪物(アンデツド)の発生だな」

			「そう。その一因に、第三者の介入があることは分かっている」

			　そう言ったユウトが見る先には、アルシアがいた。彼女もそれに気付いたのか、そっとうなずく。

			「神(しん)託(たく)にあった内容よ。間違いはないわ」

			「この地に、不死の怪物(アンデツド)を操る様な敵がいる。ならば、通常よりも強力な守護者(ガーデイアン)が生まれても不思議じゃない」

			「つまり、あの三体はその敵に反応した守護者(ガーデイアン)だったのではないかと言うのだな？」

			「そういうこと」

			　ヴァルトルーデの確認に対して、ユウトは大げさな身振りで肯定した。

			「もし守護者(ガーデイアン)が一度本来の敵に倒された後で、短時間で再出現したんじゃない限り、敵は先行していない。だったら、守護者(ガーデイアン)を残しておかないとな」

			「そういうことなら、納得だ」

			「邪魔だったら、帰りに倒していけば良いだけか」

			　最初からなにも問題などなかったと、エグザイルが軽く腕を回す。

			「単純でいいなー」

			「敵がいるかもって分かってて、《ウォール・アイアン》を使わせた？」

			「ああ。俺たちみたいなショートカットをされちゃ困るからな」

			　意地悪く笑うユウトへ向けて、ヨナは表情を一切変えぬまま「ナイス判断」と言わんばかりにハンドサインを送った。

			　あの複合源素の獣(けもの)たちと戦った後、さらに鉄の壁を壊さなくては先に進めない。誰だか分からないが、敵は苦労をすることだろう。

			「同情する気にはなれないがな」

			　冷たく、彼女にしては本当に珍しく、ヴァルトルーデが吐き捨てる様に言って続ける。

			「敵か……。不死の怪物(アンデツド)を解き放ち、恐らくは自然崇拝者(ドルイド)たちを殺し尽くした敵だな？」

			「ああ。ただし、自然崇拝者(ドルイド)たちには別の考えがある」

			「別の？」

			　ヴァルトルーデのおうむ返しの問いかけに、ユウトは意地悪く婉曲的に答えた。

			「自然崇拝者(ドルイド)たちは、樹木や動物たちだけでなく源素にも近しい。だから、強大な敵を察知して、あの大渦をどうにかしたんじゃないかと思っている」

			　飄(ひよう)々(ひよう)とした自然崇拝者(ドルイド)の長老。

			　ただ、単なる好々爺でもなかった。重大な決断や責任をしっかりと受け止められる人物だ。

			　その推論に、アルシアも同意した。

			「そうね。いくら不死の怪物(アンデツド)たちが大挙して襲ってきたとはいえ、戦いの痕跡もなく消え去ったというのは、不合理だわ」

			　殺された後、不死の怪物(アンデツド)の材料になったとしても、不自然さは消えない――とまでは言わない。言わなくても、皆、そう考えているだろうから。

			「その場合、彼らは自らの存在を代償にして、あの守護者(ガーデイアン)たちを強化した可能性も考えられるか……」

			　アルサスが悲痛な面持ちで、ユウトに確認するかのように言った。

			「ここまで言っておいてなんですが、どこかへ逃げ延びていてくれればと思っています」

			　神(しん)託(たく)でも言及されているように、自然崇拝者(ドルイド)たちの生存は絶望的。

			　もっとも、源素へ還ったとも言える死は、もしかしたら彼らにとっては本望なのかも知れない。

			　生きるため、悪を駆(く)逐(ちく)するため、仲間のため。エクスキューズはいくらでもあるが、ブルーワーズに来てから倫理観が変わっている自覚はある。

			　人の命は地球よりも重いとは、決して言えない程度には。

			　そんな自分を否定はしないが、特にアカネには見せたくもなかった。

			「だけど、良く気付いたね」

			「ラーシア、たまにあるんだよ。戦うこと自体が間違いだってシチュエーションがな」

			　ただしゲームのなかでは……とは言わない。思いつきの発端にはなっても、根拠としては怪しいからだ。

			「ま、ユウトが下した判断の根拠は分かったよ。じゃ、先に進もっか」

			　意図してか、ラーシアが明るい声で皆へ呼びかける。

			「そうだな。もう少し余裕はあるはずだけど、急ぐに越したことはない」

			「待て」

			　気楽に先へ進もうとするユウトとラーシアを、ヴァルトルーデが押しとどめる。

			「なんだよ？」

			「その『敵』とやらは、どんな相手か分からないのか？」

			「そうだな……」

			　浮かしかけた腰を戻し、ユウトは多元大全を取り出して目を通す。

			「悪の神の神官、屍霊術を得意とする魔術師(ウイザード)、吸血鬼(ヴアンパイア)に、より強力な死界の王(ノーライフキング)……」

			　候補はいくらでもあげられる。

			「やはり、特定はできないか？」

			「そうだね。それぞれに動機や目的があるし――」

			　絞り込む手立てがないと伝えようとした瞬間、ユウトは突然動きを止めた。身じろぎひとつせず、しかし、次の瞬間、猛烈な勢いで多元大全のページを次々めくっていく。

			　なにが起こったのかと、ヴァルトルーデやアルサス王子がその様子を驚きとともに見つめる。

			　数分後。

			　清(すが)々(すが)しい表情で、ユウトは言った。

			「状況証拠しかない推測になるけど、絞ることはできそうだ」

			　柔らかな微(び)笑(しよう)を浮かべて、ユウトは仲間たちへ告げる。

			「敵は、吸血鬼(ヴアンパイア)だ」

		

	
		
			６・祭壇

			　

			　闇。

			　漆黒の闇。

			　人が本能的に恐怖を憶え、それゆえに駆(く)逐(ちく)し続けている闇。

			　そのなかを、男は散歩でもするかの様に進んでいた。

			　ジーグアルト・クリューウィング。

			　女帝ヴェルガから侯(こう)爵(しやく)位を授けられた、吸血鬼(ヴアンパイア)。

			　モノクルをかけた男の足取りに迷いはなく、むしろ弾んでいるようにすら見えた。

			　ユウトたちの後を追って遺跡に侵入した白い肌の男の行く手には、遮(さえぎ)るものはない。

			　当然、不死の怪物(アンデツド)が出現するものの、赤い瞳(ひとみ)を前にした途端、恐怖に駆られたかのようにどこかへと消え去っていく。

			　ジーグアルトは、それを気にも留めない。

			　だが、後を追ってという表現を耳にしたならば、あまりにも整いすぎて作り物めいた美貌に苦笑を浮かべるかも知れなかった。

			　なぜならば、この遺跡へ先にたどり着いたのは、彼ジーグアルト・クリューウィングなのだから。

			　ロートシルト王国の王都セジュールで騒動を起こし、不死の怪物(アンデツド)を生み出して遺跡の周囲に配置したのも彼だった。

			　セジュールに英雄たちを釣り出すことはできなかったが、次善の策として不死の怪物(アンデツド)で祭(さい)壇(だん)へ誘(ゆう)導(どう)することはできた。今のところ、計画は順調に推移している。

			　一方で、自然崇拝者(ドルイド)にはなんの手出しもしてはいなかった。

			　もっとも、源素の大渦とヘレノニア神の祭壇がなんのためにあるかを知る彼らが過(か)剰(じよう)反応をしても不思議ではない。

			　直接手を下していないと言うだけで、彼らの死に責任の一端はある。だからどうしたとしか、応えることはないだろうが。

			　恐怖すら憶える美貌に薄い笑顔を貼り付け、ジーグアルト・クリューウィングは奥へ奥へと進んでいく。

			　長い八重歯――牙(きば)をむき出しにして笑う理由。

			　それは、不死の怪物(アンデツド)の軍団を壊(かい)滅(めつ)させられた後、異世界からの来訪者やヘレノニアの聖女が現れると確信し、事実その通りとなったこと。

			　そして露払いを任せるため、あえて先行させたのだ。

			　しかし、その目論見はあっさりと潰(つい)えた。

			「やれやれ。これは、案外利口だったようだ」

			　飼い犬が、思ったより上手く芸をした。

			　誉(ほ)めるかのように、ジーグアルト・クリューウィングは肩をすくめた。モノクルの奥の瞳(ひとみ)も、楽しそうに笑っている。

			　氷炎の大蛇。風をまとった岩獅子。光と闇の巨人。

			　ヴァルトルーデらによってつけられた損傷は、既(すで)に回復している。

			《理力の棺(フオース・コフイン)》の持続時間も過ぎていた。自由を取り戻した守護者(ガーデイアン)たちが、高みから新たな侵入者を敵と認定する。

			「源素を統べる者は、よほど我らを嫌っているらしい」

			　苦々しく……とは、言えない。当たり前のことを確認するような声音。ヴェルガ帝国の侯(こう)爵(しやく)からは、笑顔も余裕も失われてはいなかった。

			　そんな侵入者へ向かって、氷炎の大蛇が氷の吐息(フロスト・ブレス)を放ち、岩石の風獣が突進し、光と闇の巨人が四腕から白と黒の剣を繰り出す。

			　彼が知る由もないが、ヴァルトルーデたちと対(たい)峙(じ)したときよりも遥かに攻撃的。

			「せっかくだ。錆を落とさせてもらおう」

			　試し斬りをする。

			　そう宣告したジーグアルト・クリューウィングは漆黒のマントを大きく翻(ひるがえ)し、両手を広げた。

			　その間に、闇の塊(かたまり)が生まれる。

			　最初は拳大だった闇は急速に膨れ上がり、大渦の光も渦動の音も塗りつぶしていく。まるで、黒い太陽のように。

			「《闇の陥穽よ在れ(コラプサー)》」

			　そして、呪いが完成した。

			　闇の太陽から放たれた暗黒の光が、その空間を満たしていく。

			　火も水も。

			　風も土も。

			　光も、そして闇すらも。

			　すべてを捕らえ、放さない暗黒。

			　すべてを砕き、自壊させる暗闇。

			　やがて、世界に完全な静(せい)謐(ひつ)が訪れた。

			　

			「どうして、敵が吸血鬼(ヴアンパイア)だと言えるのだ？」

			　祭(さい)壇(だん)へ向けて洞窟内を進んでいくなか、ぽつりとヴァルトルーデがつぶやく。

			　呪文の持続時間という問題もあり、これ以上はゆっくりしていられなかったため、ユウトは根拠について説明しなかった。

			　ラーシアとヨナが警戒してくれているのだから、移動しながらであれば問題ないだろう。

			　そう判断したユウトが口を開く。

			「考え方を変えてみた」

			「考え方？」

			「ロートシルト王国に敵対する動機があって、複数の死界の王(ノーライフキング)を従えられるような存在がいれば、今回の容疑者だろ？」

			「そんな都合の良い存在が……いえ、いたのね」

			　横を歩くアルシアが唇に指を当てる。

			「ええ」

			　そんな彼女へ短い返答をしながら、多元大全を開く。ユウトが知りうる知識を表示する魔道具(マジツク・アイテム)で突き止めたその名は――

			「――ジーグアルト・クリューウィング。吸血侯(こう)爵(しやく)と呼ばれる、ヴェルガ帝国の貴族だそうだ」

			「もしかして、エルドリック王の英雄譚(サーガ)に出てくるジーグアルト・クリューウィングか？」

			　ヴァルトルーデが興奮したように言う。

			「なるほど。タイドラック王国を滅ぼしたという邪悪な吸血鬼(ヴアンパイア)か……」

			　アルサスも得心がいったという顔でつぶやいた。

			　ジーグアルト・クリューウィングの名が出るのは、エルドリック王の英雄譚(サーガ)におけるプロローグというべき部分。

			　亡国の王子、麗騎士エルドリックは、大賢者ヴァイナマリネンらとともにフォリオ＝ファリナの百層迷宮を踏破するのだが、それは故国のタイドラック王国を復興するためでもあった。

			　そして、そのタイドラック王国を滅ぼしたのが、邪悪なる吸血鬼(ヴアンパイア)ジーグアルト・クリューウィング。

			　アルサス王子も含めて誰も思い当たらなかったのは、ここ数十年眠りについていたためだ。英雄譚(サーガ)の内容が真実か否かは別にして、ヴェルガ帝国の爵位を持つ者というだけで充分。

			　それだけで、邪悪にして力ある者という証左なのだから。

			　ヴァルトルーデがつぶやく。

			「あの邪悪な吸血鬼(ヴアンパイア)が相手なのか……」

			「確定じゃないけどな」

			「では、動機はなんだろうか？」

			　アルサス王子の冷静な問いに、ユウトは軽くうなずきを返してから答えた。

			「はっきりとしたところは分かりません。ですが、吸血鬼(ヴアンパイア)が源素の王から呪縛を受けた存在だからという推測はできます」

			　続けて、ユウトはちょっとした雑学を披露した。

			「火の源素の王からは陽光に照らされると灰になるという『陽の呪い』、水の源素の王からは流水を渡ることができない『水の枷(かせ)』、光の源素の王からは鏡やそれに類するものに姿が投影されない『虚像の掟』……」

			　――地の源素の王からは白木の杭(くい)で心臓を貫かれると、陽光と同様に真の死を迎えるという『自然の慈悲』、風の源素の王からは招かれざる地への侵入を拒む『孤独の檻』、闇の源素の王からは他者の血を吸うことでしか生きられなくなる『狩人の宿命』。

			　そう、指折り数えて説明していく。

			「恨み買いすぎ？」

			「よく、それだけの数を憶えているものだ」

			　ストレートな感想を述べるヨナと、感心するところがずれているヴァルトルーデ。

			　本来は異世界からの来訪者であるユウトが、ヴァルトルーデに対してこのブルーワーズの知識を披露するという不思議に言及する者はいない。

			　いつものことだからだ。

			　疑問に感じているのは――口には出さないが――アルサスだけ。

			「あと、光の王様は、わりとやさしい」

			「並べると、そう思えるなー。伝説だけど」

			「吸血鬼(ヴアンパイア)が、源素と関わり深いのは分かった」

			　だが……と、ヴァルトルーデは続ける。

			「根拠がそれだけでは薄弱ではないか？」

			「うん。状況証拠って言ったのは、まさにそのことさ」

			　ユウトが、ヴァルトルーデは正しいと肯定する。そうなると、彼女は逆に困ってしまう。先を歩きながら潤(うる)んだ瞳(ひとみ)で後ろを向いた。

			「まあ、さらに伝説の話なんだけど」

			　ユウトとしても、別にヴァルトルーデに意地悪をしたいとは――あまり――思っていないので、さっさと種明かしをすることにした。

			「呪いの大本である源素の王を弑(しい)逆(ぎやく)することで、呪いが解かれるという説がある」

			「源素の王はともかく、この地でそれに近い効果が得られるのではないかということか？」

			　大事ではないか！　とヴァルトルーデの声が昂(たか)ぶる。

			「あと、もうひとつ。真祖とも始祖とも呼ばれる吸血鬼(ヴアンパイア)の王が、源素の王の手によりいずこかの大地に封印されているという伝説もある」

			「それは、私も聞いたことがあるな」

			　黙って聞いていたアルサスが、ふと思い出したことがあるのか会話に参加してくる。

			「この地の異常性にばかり気を取られ、結びつけることはできなかったが」

			「それも、状況証拠のひとつですからね。なんにせよ、不死の怪物(アンデツド)であれば私たちが対処します」

			「済まぬな。私事を優先する結果となってしまって」

			「公務でしょう、これは」

			　率直に頭を下げるアルサスに対し、気にすることはないと伝えるユウト。それは彼の、いや、皆の総意だった。

			「そもそも、相手の目的が確定したわけでもありません。ひとつずつ、片づけていきましょう」

			　努めて軽く、言う。

			　それは、もしかしたら敵の目的が他にあるのではないかという不(ふ)審(しん)の裏返しかも知れなかった。

			（もし仮に、目的があの源素の大渦でも、ヘレノニアの祭(さい)壇(だん)でもなかったら――）

			　そんな思考は、ラーシアの声ですぐに打ち消される。

			「見っけたよー」

			　ラーシアの呼びかけを受けて、自然と速度が上がる。

			　一分も経たずにたどり着いた先には、両開きの巨大な石の扉があった。

			「間違いなさそうだな」

			　ヘレノニア神のシンボルでもある雷と長剣が彫られたその扉を見て、アルサスが感慨深げにつぶやいた。

			　ヴァルトルーデも、緊張の面持ちを見せる。

			　一方、特に興味を引かれなかったらしいヨナは周囲の様子を探ったが、警戒すべきものはなにもなかったようで足下の石を蹴っていた。

			「エグ、お願い」

			「任された」

			　心持ち嬉しそうに、スパイク・フレイルを背中に戻したエグザイルが、扉の前に立つ。

			「らあぁっ」

			　裂(れつ)帛(ぱく)の気合いとともに、力を解放する。

			　数代にわたって閉ざされていたはずの扉は、弾かれる様にしてあっさりと開放されてしまった。

			「ふう……」

			「さすが、エグだね」

			「エグ、筋肉」

			「あまり誉(ほ)めるな、ヨナ」

			　岩巨人(ジヤールート)にとっては、最高の賛辞だったらしい。その大きくごつごつした手で、ヨナの白髪をぐしゃぐしゃに撫(な)でる。

			「私だって、あれくらいできるぞ？」

			「そこ、女の子として対抗するのはどうなのかなー」

			　ラーシアのもっともな指摘に、またしても哀しそうな瞳(ひとみ)でユウトを見つめるヴァルトルーデ。

			「まあ、ヴァルらしくて良いんじゃないか？」

			　この捨てられた子犬の様なヴァルトルーデに、追い打ちはかけられない。実際、力が強いぐらいなんだというのだ。抱きしめれば、充分柔らかいのだから問題ない――とは、口が裂けても言えないが。

			「うん。私は私で良いのだ」

			「先が思いやられるわね……」

			　そんな会話を交わしつつも、当然、周囲の警戒は怠らない。

			　隊列を組み直し、たった今、開放されたばかりの部屋へ侵入していく。

			　そこは、先ほど通過した源素の大渦があった空間と似ていた。

			　直径三〇メートルはあるだろう、地下とは思えないかなり広大な空間。けれど、円形の部屋のほとんどは空白。

			　大きな違いは、奥への入り口があった場所に祭(さい)壇(だん)らしきものが存在していること。

			「ここが……」

			　その先は、口にする必要もないことだった。

			　石を積み上げて作られた、古い祭(さい)壇(だん)だ。装飾は排除され、ヘレノニアを示すものは、扉と同じように、祭壇の背後の壁に彫られた雷のシンボルだけ。

			　異彩を放っているのは、祭壇に突き立てられた一本の長剣。

			「魔力を感じるな……。呪われているかどうかまでは、ちゃんと調べないと分からないけど」

			「うん、そうだね。罠、調べる？」

			「いや、必要はあるまい」

			　大魔術師(アーク・メイジ)と盗賊(ローグ)の意見に、アルサスは頭を振った。

			　そのまま一人、堂々とした足取りで祭壇へと近づき長剣を握る。

			「〝常勝〟ヘレノニアよ、我に審判を与えたまえ！」

			　アルサスはロートシルトの王子として、そして、一人の聖堂騎士(パラデイン)として、信奉する神に呼びかけた。

			「我が王にふさわしいならば、この身に証を！」

			　ぐっと力を込め、祭壇から長剣を抜き放つ。

			　その様子を、ユウトたちは固(かた)唾(ず)をのんで見守る。

			「我に王の器がなくば、御身の雷(らい)霆(てい)にて我が身を切り裂きたまえ！」

			　神か、それ以外のなにかか。

			　アルサスの呼び声は、確かに聞き届けられた。

			「ここは……」

			　気付けば、アルサスはたった一人で純白の空間にいた。

			　空と大地の切れ目も分からない。ただただ広大としかいえない場所。《瞬間移動(テレポート)》よりも唐(とう)突(とつ)で、意識の切れ目もなかった。

			「随(ずい)分(ぶん)と、待たせたものだな」

			　いつ現れたのか。それとも、気付かなかっただけで最初からそこにいたのか。

			　そこで待ち受けていたものは、最愛の婚約者ユーディット・マレミアスの姿をしていた。

		

	
		
			７・分神体(アヴアター)

			　

			「あなたは、いや、あなた様は……」

			　いつの間にか、周囲は草原。見渡す限りの緑の海になっていた。

			　そして、ユーディットの姿をしたものは変わらずそこにいる。

			　そんな状態にもかかわらず、そうするのが当然だと、アルサスは疑問も持たずに膝を折り、頭を垂れた。

			「ふむ。我の姿がいかように見えておるかは分からぬが、愚かではないようだ」

			「私は、アルサス――」

			「問おう、我との契約を望むか？」

			　アルサス王子の挨(あい)拶(さつ)を遮(さえぎ)り、ユーディットの姿をしたものが唐(とう)突(とつ)に問いかける。

			「王の証を我が身に」

			「愚か者め」

			　即答したアルサスに、彼女はあっさりと前言を翻(ひるがえ)す罵声を浴びせた。

			　思ってもみなかった反応に、思わず目を白黒させるアルサス。

			「我が何者かも聞かず、契約の内容も尋ねずそれで証を寄越せなどと、よう言えたものよ」

			　ユーディットの声と姿をした者は、あきれた口調でバカにしたように言う。

			　ある意味で、彼女は誠実だった。

			「我は、ヘレノニアの分神体(アヴアター)である。この地にとどまり、邪なるものの監視をしておる」

			　分神体(アヴアター)。

			　神々に限らず、強大な存在は自らの知識と意識を分割し、地上や他の世界に派遣することがある。その神そのものとは異なるが、人の身からすれば神にも等しい存在であることは間違いない。

			「やはり、ヘレノニア神であらせられましたか」

			「それに気付いていたからと、我が言葉を無条件で受け入れようとは。まったく嘆かわしい」

			　アルサスとしては理(り)不(ふ)尽(じん)さを感じないではないが、平身低頭する他ない。ユーディットの声と姿というのも、なんとなくそれを助長している気がする。

			「ヘレノニア神よ、邪なるものとは……？」

			「うむ。この地にはかつて、冥(めい)府(ふ)との次元門が開いておってな。冥府に住まう妖魔諸侯(デーモンロード)の一人、腐肉の公主テュェラ・ズ・ラニュズの居城とつながってしまったことがあったのじゃ」

			　ヘレノニアの分神体(アヴアター)が、数百年前のことであるから誰にも知られてはおらぬだろうがなと、当たり前のように続ける。

			「そのため、我らをはじめとする神々と源素の王たちが直接介入を行い封を施(ほどこ)したのだが、絶望の螺旋(レリウーリア)の牢獄同様、永遠の封印などあり得ぬのでな」

			「重大な地であることは理解いたしました。しかし、それが王の証と、どう関係するのでしょうか」

			「そこよ」

			　何がおかしいのか、ヘレノニアの分神体(アヴアター)が花のように笑う。

			「我と、源素の王が封の両輪となった。源素の王は上手いことやりおってな。あの大渦でいろいろまかなったのだが、我にはあのようなことはできぬ」

			　では、どうしたのか。

			　アルサスにひとつの考えが思い浮かんだが、あまりにも突飛な発想だったので、それを言葉にはせず心中で否定する。

			「その通りよ」

			　しかし、いかなる手段によって見抜いたのか。ユーディットの姿をした神の欠片(かけら)が、あっさりと肯定した。否、見抜かれぬと考えた方がおかしいのか。

			「信仰の力を集め、封印を維持する。そのために、この地域で最も支持を集める人間に我が証を与えることにしたのよ」

			「それは……」

			　儀式に込められた意味は反対だったのだ。

			　その身に証を受けたことで、偉大なる王となったのではない。

			　偉大なる王であるからこそ、その身から証を失うことはなかったのだ。

			「元より聖堂騎士(パラデイン)であるその身に、新たな加護など得られぬ。ただ我より証を授けられたとの名誉があるのみ。それも、愚鈍な、民の支持を得られぬ王であると判断したならば、剥(はく)奪(だつ)されるやもしれぬ」

			　それでも我が証を受けて、王を目指すか。

			　なぜ、王となるか。

			　そなたが、王でなくてはならぬのか。

			　愛しいおなごとひっそりと生きる。そうせぬ理由はあるのか。

			　人を堕落させる、砂糖菓子のような声で。

			　毒々しく、花のように輝く笑顔で。

			　ユーディットの――アルサスが最も愛する者の声と笑顔で、ヘレノニアの分神体(アヴアター)が決断を迫った。

			　

			「精神世界で試練を受けてる的な、そんな感じなんだろうか」

			「どういうこと？」

			　長剣を握ったまま動かないアルサス王子の様子を、そんな風に表したユウト。けれど、ヨナには通じなかった。考えても上手くイメージを伝えられそうになかったので、苦笑でその質問を流す。

			「さあ、俺たちは今のうちに迎撃の準備をしようか」

			　予想通りなら、この後、敵が追ってくるはずだ。

			「落とし穴とか、掘る？」

			「道具は……なくもないか」

			　いつも腰にくくりつけている無限貯蔵のバッグを漁(あさ)れば、スコップぐらいは出てくるだろうか。手持ちの巻物(スクロール)から、呪文で援助できなくもない。

			「三メートルも掘ればいいか？」

			「深さだけでなく、大きさも大切だろう」

			　肉体労働の予感に岩巨人(ジヤールート)と聖堂騎士(パラデイン)が顔を輝かすが、これもユウトは笑顔でやり過ごした。

			　アルシアが、そんなのんびりしたやり取りをいさめるように言う。

			「それより、吸血鬼(ヴアンパイア)を迎え撃つ準備をしましょう」

			「そうだよ！　不死の怪物(アンデツド)に急所を生やす呪文とか、ないの!?」

			「不死の怪物(アンデツド)を生き返らせてないか、それ」

			　ラーシアの突拍子もない発想にツッコむユウト。

			　アルシアが吸血鬼(ヴアンパイア)などの魅了や催眠を防ぐ《聖なる防護(セイント・プロテクト)》などを使用し、ユウトも持続時間が過ぎてしまった呪文をかけ直していった。

			「今日の呪文は、もうあんまり残ってないな」

			　呪文書をめくりながら、知らない人間が聞いたら無責任と言われかねない発言をする。

			　だが、咎(とが)める人間は誰もいない。

			「いつも通りだ。私たちに任せろ」

			「ユウトが《瞬間移動(テレポート)》を残してくれるから、全力全壊できる」

			「今、おかしな翻(ほん)訳(やく)が働いた気がするな……。って、そうだ。今回、ヨナは切り札のために温存したい」

			「ええー？」

			　ヨナが露骨に不満の声を上げ、珍しく頬を膨らませる。

			「……おいしいもの」

			「は？」

			「おいしいもの食べさせてくれたら、許す」

			「美(お)味(い)しいものってな……」

			　アルビノの少女からの無茶な要求に、ユウトが一瞬固まる。

			「どこへ連れて行けば良いんだ……。いや、分かった。朱音に頼もう」

			「アカネに？」

			「ああ。例えば、この前食べたハンバーグを、野菜と一緒にパンで挟むとハンバーガーというファストフードになる」

			「ハンバーガー……」

			　味を想像しているのか、それとも以前食べたハンバーグの味を思い出しているのか。ヨナの色素の薄い肌が期待で赤みを増す。

			「他は、肉まん……小麦粉で皮を作って、そのなかに豚肉とかで作った餡(あん)を入れて蒸したのとか。これは、今みたいな寒い時期に食べると美(お)味(い)しい」

			「ふんふん」

			　この辺で止めておけば良かったのに、さらに期待に輝くヨナの瞳(ひとみ)に押され、ユウトは思いつくまま口にしていく。

			「あと、香辛料をたっぷり使うけど、フライドチキンも良いな。ジャガイモがないから、フライドポテトは無理なのが残念だ」

			「じゅるり」

			「甘い物なら、ドーナッツもあるな。揚げたパンに砂糖やらをまぶしたお菓子だ」

			「そ、そこまで言うなら、今回はユウトの指示に従う」

			「あ、ヨナが陥落した」

			「一緒に珍しいものを食えるオレたちは、一方的に得してるな」

			　ヨナほどではないが、エグザイルも未知の食べ物を想像して期待している様子だ。

			「いや、勝手に作ることになっているアカネのことも考えるべきだろう」

			「ヴァルは食べないのですか？」

			「アルシアまでも!?」

			　こんな状況だというのに、全員、リラックスした雰囲気だった。

			　だが、それも束の間。

			　不意に、濃厚な闇が世界を覆(おお)った。

			　それはほんの一瞬で、鋭敏な感覚が見せた錯(さつ)覚(かく)に近いものだったが、皆、一瞬で戦闘準備を整える。

			　ヴァルトルーデとエグザイルが前線に立って壁となった。敵を撃滅し、ユウトたちを守る絶対の壁。

			　その後ろにユウト、アルシア、ヨナが並び、ラーシアは自由なポジションを取る。

			「出迎え大義である……とでも言えば良いかな」

			　闇を背負って、その男は現れた。

			　見るものに、恐怖と甘美な夢を見させる美貌。青白い肌に片眼鏡をかけ、漆黒のコートをなびかせながら祭(さい)壇(だん)の間に侵入する。

			「一度、入ってしまえば、招かれる必要はないらしいな」

			「もともと、そんなことは必要ないさ。私は、腐肉の公主テュェラ・ズ・ラニュズに招かれているのだからね」

			「妖魔諸侯(デーモンロード)……」

			　冥(めい)府(ふ)に住まうという、最高位の妖魔。不死の怪物(アンデツド)の出現はそのせいだったかと、驚く前に納得する。

			「まずは、自己紹介といこうか」

			　そんなユウトたちの驚きを置き去りにして、吸血鬼(ヴアンパイア)は優雅に腰を折った。
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			「ジーグアルト・クリューウィング。畏(おそ)れ多くも、この世界で最も尊い悪しき御方より、侯(こう)爵(しやく)位を授けられている」

			「ヴァルトルーデ・イスタス。〝常勝〟ヘレノニアより、魔を討つ剣を授けられし者だ」

			　善と悪。

			　ふたつの美が正面からぶつかり合う。

			「ジーグアルト・クリューウィング。予測していた通りか」

			「しばらく寝ていた割に、私の名が語り継がれているようだ」

			「英雄譚(サーガ)の悪役としてだがな」

			「なんとも、損な役回りだ」

			　牙(きば)をむき出しにした笑顔を見せつつ、紅い瞳(ひとみ)でヴァルトルーデを観察する吸血侯爵。しかし、その青白い美貌に落胆の色が浮かんだ。

			「美しくはあるが……味が容易く想像できる。飽き飽きだ」

			「頼まれてもいないのに論評か。どれだけ自意識過(か)剰(じよう)なのか」

			　ヴァルトルーデが討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を抜き放ち、その切っ先をジーグアルトへと向ける。

			　まさに、一触即発。

			「王都で暗躍してたのも、ジーグアルト・クリューウィング、あなたの仕業か？」

			　そこに、ユウトが割り込んだ。

			「そうさ。せっかく、セジュールで騒動を起こしたというのにね。こうも腰が重たいとは予想外だった」

			「仕事が忙しくてね」

			「それはいけない。私ぐらいになると、寝ている間に使用人がすべて片付けてくれるよ。うらやましいかね、来訪者くん？」

			「それはもう」

			「ユウト！」

			　敵と馴れ合うなと、ヴァルトルーデが言った。

			「それでは、私がユウトに仕事を押しつけているようではないか」

			「あっ、はははははは」

			　本当に楽しそうに、吸血鬼(ヴアンパイア)が哄(こう)笑(しよう)を上げる。

			「ああ、なんて愉快なんだ。良い気分だ。だから、苦しまずに殺してあげよう」

			　そのまま両手を開いて、闇の太陽を生み出した。

			「《闇の陥穽よ在れ(コラプサー)》」

			　それは闇の光を放ち、ユウトを、アルサスを、祭(さい)壇(だん)を――すべて飲み込み、押しつぶし、塗りつぶさんとする。

			「魔術の女王、トラス＝シンクよ。死後の魂を守る慈悲深き御方よ。死を冒涜する者を、御身自身の力をもって、暗闇を駆(く)逐(ちく)し、照らし出さん」

			　同時に、アルシアの祈りが完成した。

			「《奇跡(テウルギイ)》」

			　彼女を中心に、光が溢(あふ)れる。

			　柔らかく、暖かな、死者を慰(なぐさ)め生者を祝福する光。

			　それは吸血鬼(ヴアンパイア)が生み出した闇と衝突し、拮抗し――相殺した。

			「あれ、まともに食らったらイル・カンジュアルの業炎ぐらいやばかったんじゃ……」

			　アルシアの最大呪文により事なきを得たが、ジーグアルトの力の片(へん)鱗(りん)を目にしてユウトは冷や汗をかく。

			　あれが乱発できるとは思えないが、あまりにも危険すぎる。

			「なんて忌(いま)々(いま)しい光だ。死んでしまうじゃあないか」

			「打ち消すのが限界でしたか」

			「やれやれ、さすがに同じ手は通用しないだろうねぇ」

			　余裕を崩さないジーグアルトに対し、アルシアが珍しく悔しさを露わにする。

			　それが引き金になったわけではないだろうが、空隙を縫ってヴァルトルーデが突進を仕掛けた。

			「危ない危ない」

			　まるで闇から闇へ移動するかのように、瞬時に姿を消して距離を取り、その致(ち)命(めい)的(てき)な攻撃をかわす吸血侯(こう)爵(しやく)。

			「はァッ」

			　その出現地点へ、エグザイルがスパイク・フレイルを投げつけるように振るうが、同じように影から影へと移動して、その身に不(ふ)埒(らち)な武器を寄せ付けない。

			「正義の味方が、たった一人を集中攻撃とは卑(ひ)怯(きよう)じゃないのかい」

			「民主主義では、数は正義なんでな」

			「では、こちらもその流儀に則(のつと)ろうじゃあないか」

			　吸血鬼(ヴアンパイア)が芝居がかった仕草で指を鳴らすと、周囲に黒い円盤が四つ生まれる。

			　それは即座に消え去り、円盤の代わりに異形の存在が姿を現した。もしかすると、ラーシアが戦った不死の怪物(アンデツド)たちも、こうやって出現させたのかも知れない。

			「我が眷(けん)属(ぞく)たちだ。卑(ひ)怯(きよう)とは、言わないだろうね？」

			　全身を棘(とげ)のついた鎖で巻き付けた女。

			　獣頭人身。直立した狼のような、獣化病(ライカン・スローピイ)の男。

			　全身を金属鎧(よろい)で覆(おお)い、金属の塊(かたまり)のような両手剣(グレートソード)を背負った、エグザイルにも匹敵する体(たい)躯(く)を誇(ほこ)る闇色の騎士。

			　そして、人皮の呪文書を手にし、露出の多い革の衣装を身にまとった妖艶な美女。

			　そろい踏みした眷属を前に、満足そうにうなずいて宣告する。

			「さて、諸君。闘争を始めよう」

		

	
		
			８・圧倒

			　

			「受けて立とう」

			　討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を構え直したヴァルトルーデが、堂々とその挑戦を受ける。

			「だが、たった四人で足りるのか？」

			　挑発でも驕(おご)りでもなく、ただ事実としてヴァルトルーデが問うた。

			　その言葉を受けて、ユウトは素早く計算する。

			　これで六対五。こちらが一人多いが、ヨナは最悪の事態を考えて温存したい。そうなれば、数の上では互角になる。

			　数の上では。

			「もう勝ったつもりかね？」

			「私は、〝常勝〟ヘレノニアの聖堂騎士(パラデイン)だぞ」

			　ヴァルトルーデが、獣頭人身の男へ目がけて突撃する。

			　それに素早く反応した人狼(ワーウルフ)は四足になって疾駆し、ヴァルトルーデを迎え撃った。

			　美女と野獣が交錯する。

			　獣化病(ライカン・スローピイ)の男は、後ろ足に力を溜めてヴァルトルーデの頭上高く飛び上がり爪を振るう――様なことはしない。

			　地を這う様な低い姿勢のまま、不倶戴天の敵である聖堂騎士(パラデイン)の右足目がけて牙(きば)を伸ばす。

			　足に食らいつき、アキレス腱を食い千切り、引き倒した後にゆっくりと嬲(なぶ)るつもりなのだ。

			　初見ではまず対応できない、野生の動き。

			　それに対して、ヴァルトルーデは逆に足の裏を見せる蹴りを放った。

			「グギャァッ」

			　飛行の軍靴(ブーツ・オブ・ウインズ)が人狼(ワーウルフ)の喉の奥までめり込み、捕食者であったはずの人狼(ワーウルフ)が家(か)畜(ちく)の様に無様な悲鳴を上げる。

			　ヴァルトルーデはただの聖堂騎士(パラデイン)ではない。辺境のオズリック村で生まれた彼女にとって、狼の相手など慣れたもの。群れでない分だけ、楽なぐらいだ。

			「やあぁッ」

			　討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を一閃。

			　苦しむ獣身病の男の頭頂部に生えた耳から脳、口蓋、顎を貫いて、地面に頭を縫い留める。

			「今一度問うぞ、ジーグアルト・クリューウィング。人数はそれで足りるのか？」

			「当然ですわ」

			　主に代わって答えたのは、人皮の呪文書を手にした魔術師(ウイザード)の女。その露出の高い服装に気付き、ヴァルトルーデは眉(まゆ)をひそめる。

			　けれど、その余裕も完成した呪文の名を聞くまでだった。

			「《魔力爆破(パイロニツク・ジヤイロ)》」

			　第五階(かい)梯(てい)の魔導師(ウオーロツク)級呪文。

			　呪文書から切り離されたページがヴァルトルーデの周囲を囲もうとするのを、反射的に後ろへ下がって避ける。

			　呪文の効果を消去するという意味では、《魔力解体(アイソレーシヨン)》にも似ているが、一番の特徴は、効果が相手次第で変わること。

			　身に纏(まと)っている魔道具(マジツク・アイテム)の数や力。さらに、付与されている呪文の強さに応じて爆発を起こす呪文だった。

			　戦闘準備を入念に整えたヴァルトルーデたちは、このブルーワーズでも最も効き目のある対象だろう。ラーシアは露骨に嫌そうな顔をし、エグザイルでさえ焦りを見せる。

			　冷静だったのは、ユウト一人。

			「《対呪抗魔(カウンター・デイスペル)》」

			　ヴァルトルーデ目がけて追尾する呪文書のページが、白い魔力光を受けて消え失せる。

			　難を逃れた聖堂騎士(パラデイン)は、思わず安(あん)堵(ど)の息を吐いた。心臓に悪い。

			「敵に魔術師(ウイザード)がいるんだ。警戒していないわけがないだろう」

			「ふんっ。それはお互いに言えることではなくて？」

			「目のやり場に困る格好で言われてもな」

			　そう、ユウトがぼやく。真剣味に欠ける受け答えだ。

			「あら、可愛(かわい)い反応ね」

			　だが、ジーグアルトの眷属である吸血鬼(ヴアンパイア)の魔導師(ウオーロツク)は満更ではないようだった。蠱(こ)惑(わく)的な笑顔を振りまきながら、誘(ゆう)惑(わく)するようにユウトを見つめる。

			「だが、好みじゃない」

			「魅了してしまえば、そんなことは関係なくなるわ」

			「まあ、呪文が打ち消されるのがお互い様だとしてだ。さらに、百歩譲って俺と互角だったとしてだ」

			　これ以上は関わっていられないと、ユウトは強引に話を戻す。

			「どうして、俺の仲間とそっちの有象無象が同格だと思ったんだ？」

			　残酷すぎる現実を突きつけた。

			「ラァァッッ」

			　闇色の騎士へ向けて、エグザイルがスパイク・フレイルを振り下ろす。

			　まるで壁でも打ち砕こうとでもいうかのように。

			　何度も何度も何度も。

			　しかし、それは金属塊のような両手剣(グレートソード)で、あるいは分厚い金属の鎧(よろい)で受け止められる。

			　さしもの岩巨人(ジヤールート)も、永遠に攻撃し続けることはできない。なんとか六連撃を受けきった闇色の騎士が、エグザイルを討ち果たすべく機械のように一歩踏み出す。

			「そこだッ！」

			　敵を打ち砕くという役目を果たせず、持ち手の下へと引き戻されようとしていたスパイク・フレイル。

			　エグザイルは全身の力を使って、それを強引に釣り竿のように振るった。錨(いかり)に等しい打撃部が、闇色の騎士の足を強かに打ち据えて進行を妨げる。

			　それだけではない。

			　バランスを崩したタイミングでさらに、宙空を舞っていたスパイク・フレイルを両手で叩き付けるように振り下ろし、闇色の騎士の背を地面につける。

			　後は、一方的な蹂躙だ。

			　エグザイル本人は、「攻撃する度、反動があるからオレもダメージを受けるんだが……」と言い訳をしそうだが、もちろん、誰も取り合うことはないだろう。

			「《魔力爆破(パイロニツク・ジヤイロ)》」

			「《対呪抗魔(カウンター・デイスペル)》」

			　相手も見ているだけではないが、人狼(ワーウルフ)は未だ回復途上で、理術呪文はユウトが封じ込めている。

			　全身を棘(とげ)のついた鎖で巻き付けた女はジーグアルトの側に侍(はべ)って動くことなく、その吸血侯(こう)爵(しやく)は興味深そうに観察しているだけ。

			「ボクも仕事をしないとね！」

			　そのジーグアルトに対し、どこからか放たれた《理力の弾丸(フオース・ミサイル)》が三本、互いに絡まりあいながら迫った。

			「死は忌(い)むべきものに非ず。死後の安寧を約束する慈悲深き御方よ。さまよえる魂を救い給え」

			　同時に、アルシアが聖句を読み上げる。

			「――退散」

			　不死の怪物(アンデツド)を浄化する、聖なる波動。

			　しかし、ここに来るまでに出てきた屍生人(ゾンビ)や塚人(ワイト)、食屍鬼(グール)などとは格が違う。

			　消滅させることは叶わず、動きを止めるだけで精一杯。

			　アルシアにも、それくらい分かっていた。その程度で、充分だということも。

			　狙いを過たず、ラーシアからの攻撃がジーグアルトを直撃する――その寸前、ひとつの影が割って入った。

			　棘のついた鎖をその身に巻き付けた女吸血鬼(ヴアンパイア)が、主に代わって理術呪文の攻撃をその身に受ける。

			　いくら吸血鬼(ヴアンパイア)とはいえ、純粋魔力の矢をまともに三本も受けて無傷ではいられない。

			　衝撃で吹き飛ばされた分は器用に空中で回転して足から着地したため、さしたる損傷ではなかったようだが、全身は焼け焦げ、直撃した部分は無惨にへこんでいた。

			　それでも、女は幽鬼(レイス)のように不気味に移動し、再び主の側へ戻った。

			「うふふ」

			　長い波打った黒髪で隠れ、表情は分からない。

			　笑い声だって、そう聞こえるだけで、ただのうめきかも知れない。

			　だが、分かった。分かってしまった。

			　この女吸血鬼(ヴアンパイア)は、喜んでいる――と。

			「彼女は、少し変わっていてね」

			　ジーグアルト・クリューウィングが、初めて己が眷属を解説した。

			「痛覚が快感と直結しているのだ。まあ、血を流せば流すほど喜ぶとでも考えると分かりやすい」

			「ろくでもない……」

			　アルシアが、真紅の眼帯を押さえて頭を振る。ヨナの教育に悪すぎる。

			　倫理的に最も反発しそうなヴァルトルーデが無言なのは、単純に理解できなかったから。

			「マゾ吸血鬼(ヴアンパイア)とか、世界広すぎ……」

			　一方、ユウトはあきれかえっていた。

			　再生能力のある吸血鬼(ヴアンパイア)が被虐趣味というのは、理に適っていると言えなくもない。いや、やはりおかしい。おかしいが、腑に落ちてしまった。

			　そもそも、棘(とげ)がついた鎖により我が身を痛めつけているのだ。出てきた時点で気付くべきだった。気付きたくなどないが。

			「そして、血を流せば流すほど、強くなる」

			　ジーグアルトが、ぱちりと指を鳴らす。

			　それを合図に、主から解き放たれた被虐の女吸血鬼(ヴアンパイア)は、ヴァルトルーデやエグザイルを無視してその奥へと飛んだ。

			　ヴァルトルーデは《魔力爆破(パイロニツク・ジヤイロ)》から逃れるために無理な移動をしたため、エグザイルは闇色の騎士を倒した直後のため、それに反応できない。

			　それ以上に、その速度は異常だった。《瞬間移動(テレポート)》かと疑う素早さで後衛へと迫る。力を増すと言ったのは本当だったようだ。

			「《ディスインテグレータ》」

			　だが、刃が届こうかというその瞬間、緑色の光が走り被虐の女吸血鬼(ヴアンパイア)を灼いた。

			　足を失ったその痛み――つまり、快楽に――空中でバランスを崩し、ヨナの足下でもがく。

			「とりあえず、気持ち悪いから撃った」

			「うん。これくらいなら、許容範囲内……かな？」

			　ヨナに温存を指示したユウトも、寿命が迫った蝉のように地上をもぞもぞと這い回る女吸血鬼(ヴアンパイア)を見ては、これは例外とするしかない。

			　だが、被虐の女吸血鬼(ヴアンパイア)はそんな視線など気にも留めない。

			　なにしろ、《ディスインテグレータ》は、存在自体を破壊する超能力(サイオニツク・パワー)。彼女にとっても、再生のできない痛みは初めてだ。初めての快楽に、涎(よだれ)を流さんばかりに享(きよう)受(じゆ)する。

			「まあ、普通の相手だったら、圧勝だったかも知れないけどな」

			　あっという間に半壊した敵。

			　それを眺めながら、ユウトは現実を突きつける。

			「見通しが甘すぎたのではないですかね、侯(こう)爵(しやく)閣下？」

			「これは手厳しい」

			　穴があったら入りたいとでも言いたげに、ジーグアルトが背をそらして笑う。

			「暇潰しの余興にしても、いささかつまらなすぎたようだ。謝罪しよう」

			　言葉だけでなく、実際に頭を下げるジーグアルト・クリューウィング。

			「《魔神の鉄槌よ(グルーム)》」

			　マントをひるがえしてその手を頭上に掲げると、一抱えほどもある闇が女吸血鬼(ヴアンパイア)の頭上に現れた。

			　そのまま急降下していった闇の球体が、足を失った女吸血鬼(ヴアンパイア)の全身を押しつぶす。

			「見苦しいものは掃除しておこうか」

			　最後まで。

			　死の間際ですら、本当に嬉しそうに苦痛を受け入れ、女吸血鬼(ヴアンパイア)は退場した。

		

	
		
			９・王の資格

			　

			　闇の球体が被虐の女吸血鬼(ヴアンパイア)を押しつぶし、その身を塵(ちり)へと還元する。

			「この外道め！」

			　その凶(きよう)行(こう)に、ヴァルトルーデが怒りを露わにした。そこまでいかなくとも、ユウトやアルシアも嫌悪感を隠さない。

			「自分の持ち物を処分しただけだぞ、聖堂騎士(パラデイン)」

			　しかし、ジーグアルト・クリューウィングは心外だと肩をすくめるだけ。

			　ある意味で、その反応は正しい。

			　黒い塵と化した女吸血鬼(ヴアンパイア)は、そのまま風に乗って消えず、今度は白い霧となった。

			　そのまま死霊(ゴースト)のようにふらふらと、祭(さい)壇(だん)の間から出て行こうとする。

			「ユウト！」

			「駄目だ。切れる札がない」

			　ヴァルトルーデの指示に、しかし、ユウトはなにもできないと首を振った。

			　吸血鬼(ヴアンパイア)は不死身である。

			　これはある意味で正しく、ある意味で誤解だ。

			　数々の弱点を突かれれば――人と同じように――死に至るし、今のように再生できないほどの損傷を負えば肉体は滅びる。

			　けれど、魂は別。

			　肉体を維持できなくなった吸血鬼(ヴアンパイア)は白い霧となって、自らの棺へと移動する。そのなかで休眠し、長い年月をかけて、再び肉体を構築するのだ。

			「……そうか」

			　霧と化した吸血鬼(ヴアンパイア)への対抗手段は限られる。ユウトに否定されたヴァルトルーデは、それを受け入れるほかなく、その分、ジーグアルトへの怒りが燃え上がったようだ。

			「不完全な死でも構わぬ。貴様は、必ず我が手で打ち砕く」

			「まったく。騒々しいこと」

			　そんなヴァルトルーデの怒気に晒(さら)されても、人皮の呪文書を手にした吸血魔術師(ウイザード)はまったく意に介さない。

			　ゆっくりとした足取りで主の下に移動すると、呪文書を捧げるかのように差し出して膝をついた。

			「どうぞ、お返しいたします」

			　ジーグアルトは、無言でその魔術師(ウイザード)の頭を掴み――引き千切った。

			　頭部を失った肉体は、そのまま呪文書を捧げるためのオブジェとなる。猛烈な勢いで噴き出した鮮血が、呪文書を真紅に染め上げた。

			「エグザイル！」

			「任せろ！」

			　もはや、問い質すこともしない。

			　ヴァルトルーデが吸血鬼(ヴアンパイア)へと突進し、それをサポートすべくスパイク・フレイルを振るう。さらに、ラーシアがどこからか《理力の弾丸(フオース・ミサイル)》を放った。

			「《小さき歪みよ顕現せよ(デイフオルメイシヨン)》」

			　ジーグアルトの姿が、まるで万華鏡の様に割れ、伸び、縮み、捻られる。

			　幻像か、それとも空間が歪(ゆが)んだのか。

			　スパイク・フレイルの一撃はジーグアルトの痩身を通過し、《理力の弾丸(フオース・ミサイル)》はなぜか首を失った肉体へと吸い込まれ、それを白い霧へと変えるだけで終わる。

			「どういうこと!?」

			　ラーシアの悲鳴に答える者はなく、ヴァルトルーデの突撃は一歩間に合わない。

			「英雄諸君と戦うのだから、多少の詐術は認めて欲しいものだ」

			　眷属に分け与えていた、理術呪文の行(こう)使(し)能力。それを取り戻し、さらに上乗せされた力で、ジーグアルト・クリューウィングは呪文書のページを九枚引き裂いた。

			　真紅の紙片が、黒い吸血鬼(ヴアンパイア)を覆(おお)い尽くす。

			「《時間停止(クロノス・アイズ)》」

			　大魔術師(アーク・メイジ)しか使用できない第九階(かい)梯(てい)の時間停止呪文。

			　それを使用可能にするのであれば、確かにこの上ない詐術であろう。

			「ちぃッ――《対呪抗魔(カウンター・デイスペル)》」

			　即座にユウトが打ち消し、事なきを得る……かに思えた。

			「ご苦労なことだ。結果は変わらぬというのに」

			　ヴェルガ帝国の侯(こう)爵(しやく)は、引き抜いたままにしてた吸血魔術師(ウイザード)の生首を掲げる。

			「《対呪抗魔(カウンター・デイスペル)》」

			「なにっ!?」

			　その呪文は、生首となった吸血魔術師(ウイザード)から放たれた。白い魔力光が拮抗し、それでもユウトが押し切る――その寸前、《時間停止(クロノス・アイズ)》が完成した。

			　

			「だから、詐術と言っただろう？」

			　刻が停止した灰色の世界。無論、そのつぶやきも何者かに届くことはない。

			　ジーグアルトが悠々と、散歩でもするかのようにヴァルトルーデやユウトたちの間を縫って祭(さい)壇(だん)へと近づいていく。誰も彼もが彫像のようだ。

			　詐術。

			　そう最初からすべてが嘘で、すべてが真実だった。

			　ロートシルト王国の王都セジュールで不死の怪物(アンデツド)を生みだし、混乱を引き起こす。

			　そちらへユウトたちの注目を集めたところで、その領内にある腐肉の公主テュェラ・ズ・ラニュズの封印を解く。

			　ああ、嘘だ。大嘘だ。

			　一人、刻の止まった世界で歩み続けるジーグアルト・クリューウィング。

			　その瞳(ひとみ)の先には――

			　

			「なぜ、王に……」

			　アルサスは、その問いかけに答えることができなかった。

			　あまりにも根本的で、当たり前すぎて考えたこともなかった問い。そもそも、王の子が、第一王子が、王になる理由など気にする必要があるだろうか？

			「では、種を残すためだけに玉座につくのか？」

			　それはそれで潔(いさぎよ)いと言えるかも知れぬなと、ユーディットの姿をした分神体(アヴアター)が言う。揶(や)揄(ゆ)しているわけではない、本気の言葉だ。

			「私は、王となってなにを為すのか。なにを為したいのか……」

			　法と徳をもって国を治める徳治の王。

			　土地を開墾し、商業を振興し、国を発展させる内治の王。

			　外敵を打ち払い、他国へ侵略し、版図を広げる武威の王。

			「それも、間違っておるぞ」

			　アルサスが脳裏に浮かべた、いくつかの理想の王。

			　またしても、それをあっさりと否定するヘレノニアの分神体(アヴアター)。

			「それを目指すのは、まあ、良かろう。しかし、そんな王に、なりたいのか？」

			「それは――」

			　なれるものなら、なりたいに決まっている。

			「……本当にか？」

			　またしても、アルサスは答えられない。

			　後を継がねばならぬという使命感。

			　王になることが当たり前だと育てられた環境。

			　それ以外に、王として立つ理由――根源はあるだろうか。いや、必ずあるはずだと、アルサスは必死に記憶のページをめくっていく。

			　ここが自分の心を投影した世界であるためか、それは簡単な作業だった。

			　飲み込みが良かったのか、それとも才能か。剣も、帝王学も、すぐに身についた。いや、努力が答えてくれたと言うべきか。

			　その頃から、将来、父のように国を治めるのだと疑ってはいなかった。

			　そして、軍を率いて〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟を駆(く)逐(ちく)せんとし――一部は達成したが、自らは石化し囚(とら)えられたのだ。

			　救出された後も、確かに反対する勢力はあるが、いずれ玉座に着くのだろうと思っていた。そのための努力も惜しんだつもりはない。

			　王になるのは、当たり前。

			　王となって、なにを為すのか。

			　どんな王を、目指すのか。

			　どれほど記憶のページをめくっても、具体的な像が結ばない。

			　その事実に、アルサスは愕然とした。

			「では、私は、なんになりたかったのだ……」

			　ヴァルトルーデ・イスタス。

			　美しく、人と神に愛された少女。ふと、アルサスは彼女の存在を思い浮かべる。

			　彼女には、生まれ持った魅力だけでなく、尽力してくれる多くの仲間がいる。王家に臣従を誓わずとも経営していけるにもかかわらず、身を律する度量がある。

			　どんな王を目指すか。それにも答えられない我が身を振り返り、劣等感が刺激され――その瞬間、アルサスは氷が溶けるようにすべてを理解した。

			「そうか。私は……」

			　やっと気付いた、己の夢。

			　それはあまりにも幼稚で、身勝手で、口に出すのもはばかられる夢。

			「私は、英雄になりたかったのだ……」

			　吟遊詩人が謳う英雄譚(サーガ)の主人公のような、親が寝物語に子供に語る物語の英雄のような。

			　そんな存在になりたかったのだ。

			「くっ、ははははは」

			　自暴自棄の笑いが、アルサスの口から止めどなく溢(あふ)れ出る。

			　笑うしかないではないか。

			　法も徳もない。発展も民の安寧もない。ただ、己の名誉欲でしかないのだから。

			「失礼いたしました。私は、王の器にはなかったようです」

			　ヴァルトルーデやユウトに嫉(しつ)妬(と)をしていた。

			　だが、それは為(い)政(せい)者(しや)としてではない。ただ一人の人間として――英雄を目指し、挫(ざ)折(せつ)したアルサスの嫉妬をすり替えただけだったのだ。

			　なんとおこがましいことだろう。嫉妬に資格が必要とは思えないが、それでも、ねたましく思う資格などありはしなかったのだ。

			「仰(おお)せの通り、愛する者とひっそりと暮らすか、あるいは剣を一振り持って野垂れ死にましょう」

			　晴れ晴れとした表情のアルサスが、信仰する神の分神体(アヴアター)にはっきりと告げる。まるで、憑き物が落ちたかのように。

			　しかし、そのヘレノニアの分神体(アヴアター)からは思わぬ答えが返ってきた。

			「良いではないか、英雄。王であることと両立できぬわけでもあるまい」

			「なんと……？」

			「英雄が王になるのではない、王が英雄となるのだ。我は〝常勝〟ヘレノニアぞ。フェルミナやゼラスがどう言うか知らぬがな」

			　ヘレノニアの分神体(アヴアター)が、呵々と楽しそうに豪快な笑い声を上げる。

			　アルサスにはユーディットが大口を空けて笑う姿に見えているため、ある意味複雑な気持ちだったが、思考はすぐに現実の問題を処理し始める。

			「では、私はヴェルガ帝国を滅ぼすことで、英雄として歴史に名を残す王となりましょう」

			「それは重(ちよう)畳(じよう)であるな」

			　善の神性であるヘレノニアにとって、満足いく言葉だったのだろう。ユーディットの姿をした分神体(アヴアター)が太陽のように明るい笑顔を浮かべてうなずく。

			「ですが、戦をするためにも、金が必要です。それに、兵を養い、増やすためには食糧の増産も必要となりましょう」

			「富国強兵であるか。益々、良いな」

			　国が富み、悪が滅びる。

			　ヘレノニア神の教義に、これ以上合致する政策もないだろう。

			「しかし、それを為すだけの才能があるか？」

			「いえ。ゆえに、可能とする人材を集めます」

			　当然、そのなかにはヴァルトルーデやユウトも入っている。

			「良いのか？」

			「臣(しん)下(か)の活躍は、王の功績となりましょう」

			「逆もまた真であるな」

			「もちろんです」

			　審問は終わった。

			　ユーディットの姿をした分神体(アヴアター)が、右手を高く高く掲げる。

			「汝に我が印を授けよう」

			　掌中に生まれた光の剣。

			　それが、緑の草原で頭を垂れたままであったアルサスの首筋に吸い込まれていく。

			　痛みはない。

			　ただ、暖かさだけがあった。

			「これが……」

			　アルサスに、長剣と雷が絡まり合ったヘレノニアのシンボルが穿(うが)たれる。

			　実際には見えない。

			　しかし、左の肩から首にかけてなにかの力が宿っているのが、確かに感じられた。

			「良き王ではないかも知れぬ。戦で死する者のなかには、汝に怨(えん)嗟(さ)をぶつける者もあろう」

			「……心得ております」

			「だが、それゆえに。アルサス・ロートシルト、偉大な王となれ」

			「必ずや」

			　初めて名を呼ばれた。

			　その感激に身を震わせながら、アルサスは誓いを新たにする。

			　初めてここに来たときと同様、終局も唐(とう)突(とつ)だった。

			　一瞬で意識が切り替わり、あの祭(さい)壇(だん)がアルサスの視界に入る。

			「戻ってきたか……」

			　目的を果たしたという安(あん)堵(ど)。

			　自らを見つめ、懊(おう)悩(のう)を払い、生まれ変わったかのようなすっきりとした気持ち。

			　それが過ぎ去ると、ここに残したユウトたちの存在に思い至った。

			　それを確かめるために振り返ろうとし――背後から強い衝撃を受ける。

			「待っていたよ、王子様」

			　アルサスが意識を失う前に聞いたのは、甘く聞き心地の良い邪悪な声だった。

		

	
		
			10・闇の公子

			　

			「ああ……。この瞬間は、いつ味わっても甘美だ」

			　ユウトたちが気付いた時には、既(すで)に終わっていた。

			　最初からすべてが嘘で、すべてが真実だった。

			　ロートシルト王国の王都セジュールで不死の怪物(アンデツド)を生みだし、混乱を引き起こす。

			　それにユウトたちの注目を集めたところで、その領内にある腐肉の公主テュェラ・ズ・ラニュズの封印を解く。

			　ああ、嘘だ。大嘘だ。

			　この無垢な王子を、穢(けが)したかっただけなのだ。

			　首筋に牙(きば)を突き立てられ血を吸い尽くされたアルサス王子は、地に伏し、一滴の血も流れてはいない。

			　一滴も、だ。

			　それとは対照的に唇の端から鮮血を零(こぼ)しながら、青白き美貌の吸血鬼(ヴアンパイア)が歓喜に満ちた声を上げる。

			　男の血など、吸いたくはない。これは、本音だ。

			　だが、どうだろう。

			　品行方正に生きてきた聖堂騎士(パラデイン)を、呪いに満ちた身に堕とすその愉悦は筆舌に尽くしがたい。

			　年代物のワインよりも甘美で、月光よりも熱く、処女の生き血より純粋だ。

			　もう、この王子は王位に就くことはできない。

			　それどころか、陽光の下を生きることはできず、流れ水を渡ることはできず、他の生き物から生き血をすすらねば生きられないのだ。

			「嗚(あ)呼(あ)！　なんておぞましい存在だろう！」

			　遠からず善の神から見放され、悪の神からの恩(おん)寵(ちよう)を得るはずだ。

			　ジーグアルトは用済みとなった眷属の魔術師(ウイザード)の生首を握りつぶし、口直しとしてその生き血を嚥(えん)下(げ)した。

			「最高の気分だ。けれど、同意は得られないようだね」

			「貴様ッッ」

			　まんまと目的を遂げさせてしまったのに気付いたヴァルトルーデが、自らの無力さに歯がみする。

			「さあ、我が子アルサスよ。新たなる闇の公子よ。立ち上がり、その刃を振るうが良い」

			　その声に応えてか、地に伏していた王子がゆっくりと立ち上がる。

			　白(はく)皙(せき)の美少年だった面影は、既(すで)になかった。

			　目は爛々と赤く輝き、肌の色は病的なまでに白い。また、牙(きば)も生えていた。

			　それでも、美しさは変わらない。

			　妖艶とすら言える、なまめかしい美しさだ。

			「もう、縛(しば)るものはなにもない。倫理も正義も、我欲の前には塵(じん)芥(かい)に等しい。さあ、聖堂騎士(パラデイン)と元聖堂騎士(パラデイン)の対戦だ。存分に――」

			「そうはならぬさ」

			「な――にっ」

			　ジーグアルト・クリューウィング。強大なる吸血鬼(ヴアンパイア)の胸から、刀身が生えていた。

			　悪の相を持つ者を拒絶する、宝剣トレイター。見れば、柄を握るアルサスの両手からは白煙が立ち上っている。それでも手放すことなく、ある意味で我欲に従い吸血侯(こう)爵(しやく)を貫いていた。

			「我が迷い晴れた矢先にこれとは、ままならぬものだ……」

			　そう自(じ)嘲(ちよう)しながら、アルサスはトレイターを引き抜き、首をはねる。

			　鮮烈な親殺し。

			　それを可能にしたのは、ヘレノニアの分神体(アヴアター)から証を受け取ったからかも知れない。あるいは、肉体は変わっても精神までは屈しなかったのかも知れない。

			　真相は、それこそ神(しん)託(たく)で確かめるほかないだろう。

			　確かなのは、吸血鬼(ヴアンパイア)となろうとも、アルサス王子は傑物だった。それだけ。

			「バカなッ」

			　首をはね飛ばされてもなお、あり得ないと怨(えん)嗟(さ)の声を上げるジーグアルト。

			「《ルミナス・ワールド》」

			「《光輝襲撃(シヤイニング・アサルト)》」

			　そこにヨナの超能力(サイオニツク・パワー)とアルシアの神術魔法が放たれる。異なる源から放たれた光が、吸血鬼(ヴアンパイア)を霧へと変えた。完全に滅ぼすには至らないが、この状況ではやむを得ない。

			「ここまでだな」

			　それを見届けたアルサスは、ユウトたちを見回して自らの意思を伝える。

			「安心して良い。あの吸血鬼(ヴアンパイア)の後釜に座るつもりなどないからな。こうなっては、死ぬしかないのであろうが」

			「殿下――」

			「いや、何も言わずとも良い」

			　堂々と。

			　王者の風格すら漂わせたアルサス王子は、微(び)笑(しよう)を浮かべてユウトの言葉を遮(さえぎ)った。

			「ようやく自分が進むべき道を見つけたのだが、まあ、思えば二〇年も前に失われていたはずの命だ。仕方あるまいよ」

			　潔(いさぎよ)さを通り越し、既(すで)に幽(かくり)世(よ)の住人となっているかのような佇(たたず)まい。

			　戦士が忠誠を誓うに足る存在が、そこにいた。

			「ただ、許されるのであれば……。ヴァルトルーデ卿、あなたと戦って果てたい」

			「ユウト」

			　ヴァルトルーデの応諾は、その一言。誰にも口を挟ませぬと、足早に祭(さい)壇(だん)へと急ぐ。

			　もちろん、ユウトにも止めるつもりはない。というよりは、一回戦わせないと収まりがつかない。

			「ヨナ」

			「ん～。あと三分ぐらいなら」

			「ヴァル、一分で終わらせてくれ」

			「承知した」

			　アルサス王子が、待ちきれぬとばかりに祭壇を降りてヴァルトルーデを待ち受けた。

			　数歩の距離を空けて対(たい)峙(じ)する、聖堂騎士(パラデイン)と元聖堂騎士(パラデイン)。

			「殿下……」

			「もう、殿下ではないがな」

			　苦笑とともに、アルサス王子から牙(きば)が覗く。それですべてを振り切ったのか、白煙を上げながらなお愛剣トレイターを構える。
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			「征くぞ」

			　移動のため、アルサスが軽く体を前に倒した。予備動作はそれだけ。

			　次の瞬間には、数歩の距離を踏破しあっさりと間合いに入り込む。さしものヴァルトルーデも、盾を掲げ防御するのがやっと。

			　魔法銀(ミスラル)同士が打ち合わされ、澄んだ音が空間に反響する。

			　アルサス王子はトレイターで押し潰さんとし、ヴァルトルーデは籠(こ)手(て)と一体化した盾で押し返す。

			「もう、終わらせましょう」

			「まだ始まったばかりではないか」

			「残り時間がありませんので」

			　ユウトが、一分でと言ったからだ。

			　ぐんと一歩踏み込み、ヴァルトルーデは左腕の盾へさらに力を込める。

			「なんとっ」

			　甘く見ていたわけではない。

			　だが、天使もかくやという女騎士の膂(りよ)力(りよく)とは思えぬ圧力に、吸血鬼(ヴアンパイア)化したアルサス王子も体勢を崩す。

			「聖撃業打」

			　同時に、聖なる光をまとった討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)が頭上から振り下ろされた。

			　技術もなにもない、力任せの一撃。

			　だが、避けられない。

			　なら、受け止めれば良い。

			　そう単純な話ではないが、これこそアルサスが待っていた瞬間だった。

			「応えろ、トレイター！」

			　吸血鬼(ヴアンパイア)と成り果て、その肉体は善の相を失っても、トレイターはアルサス王子を持ち主と認めている。

			　トレイター――即ち、反逆者。

			　王家の宝剣にふさわしからぬその銘は、トレイターの持つ特性に由来する。

			　アルサスの呼びかけに応じ、まるで剣自体が意思を持っているかのように、あり得ない軌道を描いて討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を受け止めた。

			「これが、我が生涯最後の一撃だ！」

			　反逆。

			　トレイターは死の運命に逆らって討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を弾くと、流れるような軌跡を描いて反撃。刀身がヴァルトルーデの肩口へと迫った。

			　致命の一撃。

			　けれど、これこそヴァルトルーデが待っていた瞬間だった。

			　聖堂騎士(パラデイン)は、一歩も引かない。否、討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を手放すと、逆に踏み込んで肩からアルサス王子へぶつかっていく。

			　それで切っ先がぶれ、トレイターの一撃は魔法銀(ミスラル)の鎧(よろい)を貫くには至らず弾かれる。

			「私の勝ちだ！」

			　アルサス王子の言葉は正しい。

			　武器を捨てたヴァルトルーデに負けるはずがない。このまま距離を取って体勢を整え――

			「聖撃連舞――虎撲」

			　そう確信した瞬間、衝撃が顎から脳に突き抜けた。

			　聖なる光を纏(まと)った拳――しかも、ガントレットを装備した――で、下から突き上げるように殴られ、吸血鬼(ヴアンパイア)化した肉体が宙に浮く。

			　さらに肝臓の辺りに二撃目を食らい、もう内臓など機能していないはずなのに、思わず体がくの字に曲がった。

			「まだ――」

			　それでも体を引き起こし、ヴァルトルーデへ攻撃をしようとしたのは見事としか言いようがない。

			　最後は、籠(こ)手(て)と一体化した魔法銀(ミスラル)の盾で打ち抜かれ、地面に倒れ伏す結果となったとしても。

			「ははははは。予想外の結末だが、これも私らしいのかも知れないな」

			　すぐに起き上がったアルサス王子はトレイターを放り出し、地面にあぐらをかいて清(せい)々(せい)したとさわやかに笑う。

			　そんなアルサス王子を前にして、ヴァルトルーデは、なにも言わない。沈痛な面持ちで王子を見つめているが、そこにある種の美しさが感じられる。

			「ああ、そうだ。済まないが、ユーディットに感謝の言葉を伝えてくれないか。謝ったら、あの娘は逆に怒りそうだからね」

			「それは、ご自分でお伝え下さい。あの方に恨まれるのは、ごめんです」

			　全力で。絶対に嫌だ。そう全身でアピールしつつ言うと、ユウトは温存していた切り札を出してもらうことにする。

			「ヨナ、頼むよ」

			　振り返ると、アルビノの幼女がしっかりうなずくのが見えた。

			　アルサスを指差しながら、超能力(サイオニツク・パワー)を発動させる。無礼極まりないが、こればかりは許してもらう他ない。

			「《リウィンド》」

			　王子の姿に、霞がかかる。同時に、キュルキュルという擦(さつ)過(か)音が流れ出た。

			　ヨナは指を差したまま集中を続け、超能力(サイオニツク・パワー)を放出し続ける。

			「これは、どういうことだ？」

			「見てれば分かるけど……巻き戻し、かな」

			　ヴァルトルーデに――というよりは、ブルーワーズの住民に巻き戻しと言って通じるのかは分からなかったが、それ以外に表現のしようもない。

			　吸血鬼(ヴアンパイア)化したアルサス王子の姿が変わっていく。

			　傷が治った――だけではない。

			「つかれた……」

			　ヨナが疲(ひ)労(ろう)困(こん)憊(ぱい)で倒れかけたときには、その赤い瞳(ひとみ)も牙(きば)も病的なまでに白い肌も、すべてが元に戻っていた。

			「よくやってくれた」

			「ハンバーガーのため」

			　そんなヨナを受け止めながら、ユウトはアカネへどう頼もうかと頭を悩ませる。

			「朱音には、迷惑かけてばっかりだな……」

			「私は、どうなったのだ……」

			　けれど、ユウトの悩みなどアルサス王子の困惑に比べれば大したことではないだろう。

			「超能力(サイオニツク・パワー)で、時間を巻き戻しました。一〇分ぐらい」

			「時間を……？」

			「今の王子は、吸血鬼(ヴアンパイア)になる前の王子」

			「ヨナ、王子様よ」

			　アルシアがこつんとヨナの頭を叩き、ユウトから引き取る。

			　それで自由になったユウトは、詳しい説明をすることにした。

			「と言っても、これ以上は特にないのですが……。個体を指定することで、最大で一〇分程度、その存在の時間を過去に戻す超能力(サイオニツク・パワー)です」

			　通常は、重傷者や死者を救うときに使います。燃費は悪いですが……と、ユウトは続ける。

			「つまり、助かったのか……」

			　言葉にすれば、それだけ。

			　先ほどまで覚悟を決めていただけに、すぐには受け入れられない。

			「ユウト、もしかして最初から吸血鬼(ヴアンパイア)の目的が分かっていたのではないだろうな？」

			「最初がいつかは分からないけど、もしかしたら俺たちが考えている目的とは違うんじゃないかとは思っていたよ」

			　そして、吸血鬼(ヴアンパイア)で最も警戒すべきなのは、同族を増やす能力。

			　だからこそ、戦闘ではヨナを温存したのだ。

			「元に戻せるのであれば、もっと早く説明を……」

			　ヴァルトルーデがユウトに抗議する。

			「する暇なんてなかっただろ？　させようともしなかったし」

			「まあそうだが……」

			　もしかして、分かっていなかったのは自分だけではないか。そう不安になったヴァルトルーデがラーシアとエグザイルを見ると、まったく気にせず先ほどの一騎打ちの感想を言い合っていた。

			「格好良かったねー。『これが、我が生涯最後の一撃だ！』って」

			「ああ。オレも、果てるときはあんな覚悟で武器を振るいたいものだ」

			「勘弁してくれぬか……」

			　まだ事態を受け入れきれないアルサス王子が、整った顔を困ったように歪(ゆが)めた。

			　生きられる。

			　そう思ったら、途端に羞(しゆう)恥(ち)心(しん)が湧いてきたようだ。

			「とりあえず、これで一件落着かな」

			　ユウトの言葉に、皆がうなずきを返す。

			　結局、ジーグアルト・クリューウィングを取り逃がしてはいるのだが、しばらくはなにもできないだろう。その間、まずは、ヴェルガ帝国に意趣返しをしよう。

			　そう決心したユウトの足下に、突然、穴が空いた。

			　虹のように輝き、不定形に揺れる時空の穴だ。

			「え？」

			　突然の事態に、思考が固まる。

			　そして、それはユウト一人ではなく、全員の足下――要するに、この部屋全体に時空の穴が広がっていた。

			　なにか呪文を使用すれば、魔道具(マジツク・アイテム)を起動させられたなら、避けられたかも知れない。

			　しかし、それは完全に不意打ちで。

			　抵抗する間もなく、全員が飲み込まれてしまった。

		

	
		
			11・真昼の太陽

			　

			「どうしてこんなことに……」

			　今日一日だけで何度目かになる泣き言をもらしつつも、アカネの目は正面を見据え、手は止まらず動き続けていた。

			　対面には、やや澄まし顔のユーディット。

			　普段の愛らしい少女の面影を残しながら、少しだけ背伸びをしたという雰囲気を醸(かも)し出している美少女だ。そのまま写し取ることができたなら、画家にとって生涯の作品となることだろう。

			「進み具合は、いかがですか？」

			「ええ？　順調……です」

			　ポーズは変えず。口の動きも最小限でアカネに進(しん)捗(ちよく)を尋ねたユーディットは、動作ではなくその雰囲気だけで満足感を表現した。

			　アカネの手には、スケッチブックとデッサン用の鉛筆。

			　一時間ほど前まで白紙だったそこには、キャプションをつけずとも一目でお姫様と分かる少女が描かれている。ただし、目の前に座るユーディットとは異なる部分があった。

			　素描の様に写実的ではなく、やや漫画的にデフォルメされているというのもあるが、一番の違いは衣装。

			　紙のなかのユーディットは、ドレスではなく十(じゆう)二(に)単(ひとえ)の様な和装を身に纏(まと)っている。

			　これには、深い理由があった。

			　一度に漫画を読むわけにもいかず、休憩がてら地球のファッション画像をスライドショーで眺めていたところ……。

			「あの漫画のなかの衣装はありませんの？」

			　と、キラキラとした瞳(ひとみ)で聞いてきたのだ。

			「さすがに無理です」

			　検討するまでもなく、ノーだ。あったとしても、浴衣の着付けぐらいしかできない。

			「それは残念ですわ……」

			　そのまま、終わるはずの話だった。

			　大賢者ヴァイナマリネンが、余計なことを言わなければ……。

			「そういえば、そこの嬢ちゃんは漫画を描けるのでは、なかったか？」

			「まあ。そう言われてみれば」

			「試しに、絵に描いてみたらどうだ？」

			（勇人……ッッ）

			　ユウトへ抗議したい気持ちが高まっていくが、穢(けが)れを知らぬ純真な少女――の様に見える――ユーディットの期待のまなざしを無視することはできなかった。

			　そうして書き始めたのだが、すぐに難関が立ち塞がった。

			　書き出す前は極端に美化するのもどうだろうかと思っていたのだが、その心配は、モデルの美しさによってアカネの技量の問題へとスライドする。

			　その上、書き慣れない着物が壁となって立ちはだかった。

			　とはいえ、アカネも伊達に生産型オタクを自認しているわけではない。

			　未完成だが、それなりの出来ではないかと思える。

			（エキゾチックでジャポニズムね……）

			　よく分からないが、雰囲気は伝わる自己評価。なんとなくゲイシャ――芸者ではない――の様に見えなくもないが、分かるのはユウトぐらいのものだろう。

			　ふと横を見ると、大きな体を折り曲げた大賢者がノートパソコンをいじくっていた。それは良い。ファイルの消去だけはしないように言い含めている。

			　大賢者が関心を示したのは、文書作成ソフトだった。これなら、どう使っても大きな問題は発生しようがない。

			　問題は、さっきまで人差し指でペチペチ打っていたのに、もうブラインドタッチになっていたこと。あり得ない。目の錯(さつ)覚(かく)だろう。きっと。

			（とりあえず、さっさと描き上げるわよ）

			　経緯はどうあれ、手を抜くつもりはない。

			　アカネは気合いを入れて、鉛筆を握り直すと――不意に、部屋が暗闇に包まれた。

			「停電？」

			　言ってからすぐに、そんなわけがないと思い直す。

			　では、なにが原因なのか？

			　立ち上がり、せわしなく周囲を見回すが、外からの明かりはおろか液晶ディスプレイの光さえも消えている。

			　そのなかで、爛(らん)々(らん)と輝くふたつの瞳(ひとみ)。

			「初めまして、来訪者のお嬢さん」

			　ジーグアルト・クリューウィング。

			　吸血侯(こう)爵(しやく)が、闇のなかで大きく口を開いて笑った。

			「ひっ」

			　本能的な恐怖を感じ、アカネが後退る。

			　だが、動けたのは一歩だけ。恐怖で足がすくみ、それ以上は動けない。

			「アカネ様ッ？」

			　異常事態にユーディットも声を上げるが、なにもできはしなかった。

			　

			　最初からすべてが嘘で、すべてが真実だった。

			　ロートシルト王国の王都セジュールで不死の怪物(アンデツド)を生みだし、混乱を引き起こす。

			　それにユウトたちの注目を集めたところで、その領内にある腐肉の公主テュェラ・ズ・ラニュズの封印を解く。

			　ああ、嘘だ。大嘘だ。

			　無垢な王子を、穢(けが)したかっただけ。

			　それも、真実の一面でしかない。

			　ただ単に、異世界からの新たなる来訪者。彼女の血を吸ってみたかっただけなのだ。悪の女帝にも宣言していたではないか。男は嫌だが、女の血なら試してみたいと。

			「本来ならじっくり味わいたいところなのだがね」

			　感づいたユウトたちが追ってくるかも知れないし、なにより、無理矢理再生させたこの体に、未知の血を入れたくて仕方がなかった。

			　もう、我慢がきかない。

			　しかし、歩みはたった一言で中断させられる。

			「邪魔だな」

			　その声は、深く闇のなかに響き渡った。

			「《暁光(サンライズ)》」

			　閃光が走る。

			　あらゆる闇を打ち消し、魔をも祓うという第八階(かい)梯(てい)の理術呪文。

			　それはジーグアルト・クリューウィングが広げた闇を確かに打ち払い、その姿を白日の下にさらした。

			「ヴァイナマリネンさま！」

			「大賢者だと!?　なぜ、こんなところに！」

			　白く病的なまでに美しい吸血侯(こう)爵(しやく)の美貌が鮮烈な光に灼かれ、徐々に再生していく。だが、その速度は明らかに鈍い。

			「ふむ。もしや、吸血侯爵とやらか」

			　事情を察したヴァイナマリネンが、つまらなそうに鼻を鳴らす。新しいおもちゃで遊んでいたところを邪魔された子供のような不(ふ)機(き)嫌(げん)さだ。

			「儂が手を下すのも、筋違いだな」

			　ヴァイナマリネンは呪文書を取り出すと、めんどくさそうに九ページ分放り投げた。

			「《夢幻転移門(クラウドランド)》」

			　それが天井にはりつき、虹のように輝きゆらゆらと揺れる時空の穴を形成した――。

			　

			「勇人!?」

			「ぬぁっ」

			　そんな間の抜けた声とともに、ユウトはアカネの前に落っこちた。なんとか着地はしたものの、足をひねったのかバランスを崩して倒れそうになる。

			　身軽なラーシアはなんの問題もなく、座ったまま転移に巻き込まれたアルサス王子もきちんと床に降り立っていた。

			「勇人……だいじょうぶ？」

			　ユウトが靭(じん)帯(たい)の怪(け)我(が)を負っていたことを唯一知るアカネが、気遣わしげに聞く。

			「ああ、なんとか……。って、朱音？　いや、ジーグアルト・クリューウィング!?」

			「やれやれ、これは驚きだ」

			　本当についていないと、吸血侯(こう)爵(しやく)は息を吐いた。

			「先ほど、倒したはずではなかったのか」

			　とっさに討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を抜き放ちつつ、ヴァルトルーデが当然とも言える疑問の声を上げる。

			　それを受けてユウトはヴァイナマリネンに視線を向けるが、無視された。ノートパソコンの安全を確保するのに忙しいらしい。

			「つまり……。あれは死んだ振りだったんだろ。あの場を離脱し、霧の形態でファルヴに張り巡らせた《悪相排斥の防壁(ウオール・オブ・ヴアーチユー)》を、なんらかの手段を用いて乗り越えた」

			「大筋で、誤りではないな。あの遺跡にあった結界も解除したのだから、この街に手を出せぬ道理はないさ」

			「なるほど。でも、軽い怪(け)我(が)じゃなかったはずだ。それを癒(いや)したのは……」

			　ユーディットをおもんばかって、アルサスが血を吸われたことは言わない。言わないが、大量に吸ったそれで無理矢理再生させたのであろうことは確認が取れた。

			「話は終わったな？　自分の女を狙ってきた相手だぞ、最後ぐらい己の手で決着をつけい」

			「ジイさん……」

			「自分の女って……」

			　あきれ、照れる来訪者たちの抗議などまったく気にかける様子もなく、ヴァイナマリネンはどかっと椅子に座り直す。

			「ジイさん。なにかあったら、穏便になんとかするって言ってたろうが」

			「止めておけ、ユウト。めんどくさくなったという顔だぞ、あれは」

			　エグザイルの言葉に、ユウトは諦(あきら)めのため息を吐く。

			「敵も味方も、振り回されっぱなしだね。ボクら草原の種族(マグナー)みたいだ」

			「ラーシアが二人か……」

			　なんにしろ、厄(やつ)介(かい)だ。

			「さすがに、血を吸う隙はないか」

			　ジーグアルトは降参だと言わんばかりに肩をすくめ――そうしながら、どこからともなく呪文書を取り出してページを引き千切った。

			「《時流の牢獄よ(デユアルデユエル)》」

			　ジーグアルト・クリューウィングという吸血鬼(ヴアンパイア)は肉体を失い、闇の塊(かたまり)へと変貌する。

			「失礼させてもらおう」

			　不利と見て取った吸血侯(こう)爵(しやく)は、そのまま離脱――はしなかった。全身を闇に変貌させると、濁流のようにアカネ目がけて殺到する。

			　そのまま彼女をさらい、この場から離脱。それで目的を達するわけだ。

			「勝ち続けている必要はないのだ。最後の瞬間に勝者であれば良い」

			　それを、誰も否定することはないだろう。

			　――それが、できるのであれば。

			「《安寧(ピース・オブ・マインド)》」

			　今まで沈黙を守っていたアルシアが、神術呪文を唱える。

			　神から送られる力の導(どう)管(かん)となった彼女から放たれる神の息吹(いぶき)。それが来賓室どころかこのファルヴの城(じよう)塞(さい)、ファルヴの街全体を覆(おお)い、清浄な力が空気も大地も浄化していく。

			「ぐぬっ。なぜだ、動けぬ」

			「アルシア、やりすぎだろう？」

			　アカネに手をかけようとしたジーグアルト・クリューウィング。その吸血鬼(ヴアンパイア)を討ち果たすために動き出そうとしたヴァルトルーデ。

			　第九階(かい)梯(てい)の神術呪文により、両者ともに動けなくなった。

			　否、正確には、誰かに対して直接的に敵対行動が取れなくなったのだ。

			「ユウトくん、任せますよ」

			「うう。精神力があれば参加できるのに……」

			「《アストラル・ストラクチャ》は止めてやれ」

			　残念そうにするヨナの頭をぽふっとたたくと、ユウトは前に進み出る。

			「最期は、ふさわしい呪文で送ってやるよ」

			　ユウトは呪文書から、また九ページ分引き裂いて闇の塊(かたまり)となったジーグアルトの背後に並べる。

			　それは微かな閃光とともに、六振りの槍へと姿を変えた。

			「《三対精霊槍(ヘキサ・グラマトン)》」

			　地・水・火・風・光・闇。六源素の象徴色で彩(いろど)られた豪(ごう)奢(しや)な長槍。

			　それはユウトの周囲を巡りながら辺りを睥(へい)睨(げい)し、なにかを探している。

			　その動きが、ぴたりと止まった。

			　そして、すべてが切っ先をジーグアルト・クリューウィングへと向ける。

			「誰かに害意を持てなくなるのではないのか？」

			　もっともなアルサス王子の問いに、ユウトはあらかじめ用意していた答えを返す。

			「ええ。俺は、あの吸血鬼(ヴアンパイア)には攻撃できません。俺はね」

			　悪の相を持つ存在を自動的に発見し、追尾し、貫く《三対精霊槍(ヘキサ・グラマトン)》。

			　そこには、術者の、ユウトの意思は介在しない。悪を狩り取る源素の武器が自動的に攻撃するだけだ。

			「俺はただ、呪文を発動しただけさ」

			「なんたる詐術だ」

			「言っただろ？　ふさわしいってさ」

			　獲物を見つけた三対の槍が、吸血鬼(ヴアンパイア)に向かって一直線に飛んでいく。それを大きく飛んでかわそうとするが……それが大きな間違いだった。

			　アカネ――悪の相を持たぬ存在から離れたことで、《三対精霊槍(ヘキサ・グラマトン)》が真の牙(きば)をむく。

			　水・土・闇の槍がジーグアルトを追尾している間、残りの三槍は虚(こ)空(くう)に静止した。それは、攻撃を停止したわけではない。

			　赤、紫、白。

			　火・風・光の槍からそれぞれの色をした閃光が撃ち出され、吸血侯(こう)爵(しやく)の全身を無慈悲に打ち抜く。

			　さらに、青・黄・黒の槍が闇を食い破るように貫いていった。

			「がはッ」

			　もし、彼が《時流の牢獄よ(デユアルデユエル)》によって姿を変えていなければ、《三対精霊槍(ヘキサ・グラマトン)》を解呪するという選択肢もあっただろう。

			　しかし、今となっては仮定の話。

			　つまるところ、吸血侯(こう)爵(しやく)ジーグアルト・クリューウィングは、欲をかきすぎたのだ。

			　闇そのものと化した吸血鬼(ヴアンパイア)は全身を光と槍に貫かれ、今度こそ本当に霧となって棺へと戻ろうとする。

			　だが、それは果たされない。許されるはずがない。

			「《理力の棺(フオース・コフイン)》」

			　その霧を純粋な魔力の壁が取り囲み、その場で足止めする。

			　霧となった吸血鬼(ヴアンパイア)を前にして、ユウトが切れる札がないと首を振った理由は簡単。ユウトはその時点で、手段を使い切っていたからだったのだ。

			　つまり、それを場に出せるほかの人間がいるのならば別。

			　ヴァイナマリネンの構築した純粋魔力の檻に閉じこめられ、それでもそこから出ようと霧となったジーグアルトはもがくが――無駄だ。

			「いやぁ。長いこと地下にいたから、太陽の光を浴びたくなっちゃったなぁ」

			　低い位置から聞こえる棒読みの声。

			　朝から遺跡に潜っていたため、時刻はまだ昼過ぎ。

			　ラーシアは、貴(き)賓(ひん)室(しつ)の窓を開いた。

			　ファルヴの城(じよう)塞(さい)の最上階。日当たりのいい貴賓室に、陽光の恵みが燦(さん)々(さん)と降り注ぐ。

			　それは当然、霧となった吸血鬼(ヴアンパイア)の身にも平等に与えられる。

			　邪悪なるものが綺麗に浄化されるまで、そう長い時間はかからなかった。

			「びっくりしたなー。ちょっと窓を開けただけなのになー」

			　そんな言い訳めいた草原の種族(マグナー)の言葉で、騒動はようやく幕を下ろした。

		

	
		
			12・別れ、出会い

			　

			　吸血侯(こう)爵(しやく)ジーグアルト・クリューウィングの消滅から数日後。

			　アルシアの診察を受け、後遺症もないことを確認されたアルサス王子。彼とその一行は、帰還の途につこうとしていた。帰路は、《瞬間移動(テレポート)》ではなく、到着したばかりの替え玉一行が使用していた馬車を使用する。

			　ヘレノニア神から王たる証も授かっており、誰に遠慮することない堂々とした凱旋になることだろう。

			「いろいろと世話になった」

			「大したことはしておりません」

			「いや、忘れえぬ訪問となった。心から礼を言う」

			　馬車に乗り込む直前。その「いろいろ」の部分に語り尽くせぬ思いを込めて、アルサス王子はヴァルトルーデへ握手を求めた。

			「私は、王として英雄を目指すことにした。協力して欲しい」

			「もちろんです」

			　がっちりと手を握り合う二人の聖堂騎士(パラデイン)。

			　栄光の未来を予感させるその姿に、ユーディットはアルサスの懊(おう)悩(のう)が消えていることを確信した。愛する男が自ら立ち直った――そのことが誇(ほこ)らしく、さらに愛情を深くする。

			「アカネ様、今度はぜひ王都へいらしてくださいね」

			「ええ、まあ。近いうちに？」

			　遠慮という言葉が似合わない派手な容貌のアカネが、愛想笑いを浮かべながら茶色の髪を揺らす。実際、他に言い様もない。

			「約束いたしましたよ？」

			　この数日、城(じよう)塞(さい)から出るわけにもいかずアカネの下で地球の――というよりは日本の――娯楽に浸ったユーディットは、天(てん)真(しん)爛(らん)漫(まん)な笑顔を浮かべて念押しした。

			「アルサス様、そろそろ参りましょう」

			「ああ。いつまでもこうしていても仕方ないな……っと、そうだ。ヴァルトルーデ卿」

			「なんでしょう？」

			　去り際、アルサス王子がヴァルトルーデの耳元で何事かつぶやく。

			　それを聞いた彼女は、意味が分からないと小首を傾げ、やがて理解が追いついたのか、顔を真っ赤にし、いきなり挙動不(ふ)審(しん)になった。

			　なにを言われたのかユウトは気になったが、まさか今すぐに問い質すわけにもいかない。

			「では、また会おう」

			　婚約者をエスコートし、颯(さつ)爽(そう)と馬車に乗り込んだ王子がファルヴを後にする。

			「アルサス様、最後になにを仰(おつしや)っていたのですか？」

			　馬車が走り出してから、少しだけ拗(す)ねたようにユーディットが問いかける。

			　ユウトが同乗していたならば命の危機を感じてもおかしくない状況だが、アルサスは至って平然としている。

			「ああ。私たちとヴァルトルーデ卿の子供をね、将来結婚させようかって提案をしてみたのさ」

			「まあ、それはそれは」

			　一瞬で機嫌を直したユーディットが、満面の笑みを浮かべる。

			「お二方には、頑張っていただかなくてはなりませんわね」

			　自分たちが頑張るのは確定しているので、ことさら言う必要はないといったところか。

			「それに、アカネ様も含めて、進展していれば良いのですけれど」

			　そんなお節介な心配をしながら、二人を乗せた馬車は一路、王都を目指す。

			　アルサスの、二人の新たな戦いのために――。

			　

			　その日の同じ頃、女帝ヴェルガはいつものようにブルーワーズで最も北に位置する玉座に、しどけなく腰をかけていた。

			　クリューウィング侯(こう)爵(しやく)が身罷(まか)ったという報せは、彼女の好奇心を大いに刺激したものの、ただそれだけで玉座から動くわけにはいかない。

			　今日も王(おう)錫(しやく)を弄びながら、彼女は臣(しん)下(か)からの報告に耳を傾けていた。

			「クリューウィング侯爵が亡くなった件での動揺は、ほとんどありません。久しぶりに目覚めた直後でしたので……」

			「ただ、あれの策が成就しておれば、ロートシルトに大打撃を与えられた……と胸算用をしておった者もあろう？」

			「恐れながら」

			　もう百年以上も宰(さい)相(しよう)として辣(らつ)腕(わん)を振るうダークエルフの男を見下ろしながら、淫蕩な声で女帝が言う。

			「負けたことは仕方あるまいて。よもや、完全に消滅させられるとは想像の外であったがの」

			「陛(へい)下(か)！　今すぐ、お逃げ下さい！」

			　そうまとめたところで、謁(えつ)見(けん)の間に近衛兵が転がり込んできた。

			　全身を鈍色の鎧(よろい)で固めたミノタウロスが慌てる様は、逆に滑稽に見える。

			「何事だ、不敬であるぞ」

			「構わぬ。委細、報告せよ」

			「島が。島が、落下してきております」

			「バカを言え！」

			　宰(さい)相(しよう)の叱責にも、牛頭人身の近衛兵は一歩も引かない。処刑覚悟でダークエルフを押しやり、玉座へと近づいていく。

			「大儀である。だが、逃げる必要はあるまい」

			　なにかを悟ったというのか。悪神ダクストゥムと人の間に生まれた半神は、淫(いん)靡(び)と言うほかない微(び)笑(しよう)をたたえたまま玉座を離れた。

			「見物に行くとしよう」

			「それは……」

			「案内せい」

			　超越者に、ここまで断言されては逆らえなどしない。

			　玉座の間を出て手近な部屋に入り、窓を全開にする。

			「ほう……」

			「なんということだ……」

			　感心したかのような、女帝の淫蕩な声。

			　業火のような赤毛を揺らし、愉快そうに笑い声を上げた。

			　一方、ダークエルフの宰相は二の句が継げなくなっている。

			　窓から見えるのは、近衛兵が言っていた通りの光景。

			　島。そう、島だ。

			　距離が近すぎて大きさは分からないが、とにかく島としか言いようのない巨大な岩と土の塊(かたまり)が、轟音とともに天から降ってきた。

			　その迫力。その偉(い)容(よう)。

			　まるで、世界の終わりのような光景だ。

			　あまりにも現実離れした事態に、ヴェルガは淫声のような笑いをあげる。

			「笑い事ではありませんぞ！」

			「シェレイロン、そなたがここまで慌てるとはの。明日は、島ではなく空でも降ってくるかの？」

			「陛(へい)下(か)！」

			　お願いですから、お逃げ下さいと宰(さい)相(しよう)が身も世も無く哀願する。

			「そう慌てるでない。あれは警告よ。近づこうとしなければ、被害は出まい」

			　漆黒のドレスをひるがえし、女帝は一人部屋を出た。

			　白い肌には興奮で赤みがさし、浮き立つ足取りで煌(きら)びやかな王冠が揺れる。

			　半神ゆえの洞察力で、女帝ヴェルガはすべて理解していた。

			　あれは警告だ。

			　手を出したら、どうなるか。それを端的に見せつけてきたのだ。

			　そして、そんなことができる人間は複数いても、実際にやって来るような相手は一人しかいない。

			　気付けば、赤毛の女帝は走り出していた。

			「陛(へい)下(か)！　どちらへ!?」

			「のう、シェレイロン。そなた、常々言っておったの？」

			「何をですか。こんなときに！」

			「妾(わらわ)に、伴侶を迎えろと。何度も何度もな」

			「もちろんです。各勢力のバランスと能力を鑑(かんが)み、何度も何度も見合いを勧めたではありませんか。それが、なんだと言うのです？」

			「ならば、止めるでない」

			「わけが分かりません！」

			　

			「まあ、こんなもんかな？」

			　彼方から吹く風でローブの裾(すそ)をはためかせながら、満足そうにユウトは一人つぶやいた。

			　ヴェルガ帝国の帝都ヴェルガ。

			　女帝、国名と同じ名を持つ都は、様々な種族が集い、悪の相を持つ生物が我が世の春を謳歌する呪われし都。

			　ユウトはそう聞いていたが、帝都を望む丘の上から見る限り、ただの街と変わりはないように見えた。善だろうと悪だろうと、『人』が生きていく以上は、そんなものなのだろう。

			　その都の外側に、垂直に屹(きつ)立(りつ)した島が落下しつつあっても。

			　大質量が落下する。

			　それだけで大気は逆巻き、振動し、世界の終わりかのような音が響いてくる。

			　やっていることは派手だが、それを為すのは地味な作業の積み重ねだ。

			《遠距離飛行(オーヴアーフライト)》で敵国に潜入したユウトは、帝都近くの海岸で亜神級呪文(イモータリイスペル)の《島嶼隆起(ライズ・アイランド)》を使用。無人島を生み出した上で、今度は空飛ぶ島を作製する亜神級呪文(イモータリイスペル)の《浮遊島(フロートランド)》を使い、それを帝都上空まで運んで落下させたのだ。

			　初めて《島嶼隆起(ライズ・アイランド)》の存在をヴァイナマリネンから聞かされたときは、まさか使用するとも、使えるようになるとも思っていなかった。

			　蜘(く)蛛(も)の亜神イグ・ヌス＝ザドらとの戦闘経験や、地球への帰還呪文を研究する間に理術呪文の腕前も上がっていたということになるのだろうか。

			　だが、亜神級呪文(イモータリイスペル)じゃ、使用するのに手間も苦労もかかりすぎる。使えなければ、別の手段で警告を発していたはずだ。

			「さて、そろそろ帰るか」

			　犯行声明など出すつもりはないが、ジーグアルト・クリューウィングと関連づけて、ユウトの真意に気付くだろう。

			　今のところは、それで充分だと《瞬間移動(テレポート)》呪文を準備しようとしたところで――突然、声をかけられた。

			「挨(あい)拶(さつ)もなしにとは、つれないではないか」

			「こんなに早く、見つかるとは思わなかった――」

			　蕩(とろ)けるような声。

			　それに誘(ゆう)惑(わく)されたわけではないが、話だけはしておこうと振り返ったユウトは、相手を見て言葉を失った。

			　喪服のような漆黒のドレスを身につけた、赤毛の女。その王(おう)錫(しやく)と王冠は、一目で秘宝具(アーテイフアクト)と分かる強大な魔力を秘めている。

			「女帝ヴェルガ……」

			　ここまで分かりやすい特徴を目の当たりにすれば、すぐに分かる。

			　一瞬、影武者かも知れないとも思ったが、そう考えるにはあまりにも美しく淫蕩すぎた。

			「いかにも。そして、そなたが異世界からの来訪者であるな」

			「ユウト・アマクサ。魔術師(ウイザード)だ」

			「大魔術師(アーク・メイジ)であろう？　いや、あれだけの大呪文を使って見せたのだ。その域を越えつつあるやも知れぬな」

			「半神であるあなたの口から言われても、嫌味にしか聞こえませんが」

			　今のところ、害意はない。いつでも、逃げられる。

			　そのふたつの理由から、ユウトはこの場に留まることを選択した。

			「そのように聞こえたのならば、許せ」

			「まあ、許しを請(こ)うのは、どちらかといえばこちらでしょうが」

			「その必要もあるまいよ。久々に、心が躍ったわ」

			「それはなによりですが……。二度目がないようにしていただきたいですね」

			「分かっておるわ」

			　ユウトの真意――次にイスタス伯(はく)爵(しやく)領へ手を出してきたら、帝都へ落下させる――を正確に把(は)握(あく)していると、女帝はその淫(いん)靡(び)な笑顔で語る。

			「妾(わらわ)は、心底感心しておるよ。破壊的な力を抑(よく)止(し)力(りよく)に平和をもぎ取る。なかなか思いつくことではあるまい」

			「ああ……。残念ですが、俺の故郷では当たり前にやっていることですので。俺が偉いわけではありません」

			「ほう。なかなか妾好みの世界のようじゃが、それでも評価は変わらぬよ」

			　スカウトでもされるのか。

			　うんざりした気持ちで断りを吐き出そうとしたユウトの口は、予想外の言葉で閉じざるをえなくなった。

			「ユウト・アマクサよ、妾(わらわ)の婿(むこ)とならぬか？」

			「……ふぁ？」

			「なんじゃ、その気の抜けた返事は。傷つくのぅ」

			「……どうも、翻(ほん)訳(やく)が上手く働いていないようで」

			　調子の悪い機械を直すかのように自らの頭を叩くと、ユウトはヴェルガの真意を問いただす。

			「それで、俺を殺す気ですか？」

			「まさか。何度でも言おうではないか。妾の婿となれ。その思考、智謀、大胆さ、力。数百年、妾の隣を空きにしていた甲斐があったというものじゃ」

			「お断りします。婚約者が二人もいる身ですので」

			「なんと、出遅れたか。まあ、寝取るのも悪くはあるまい。妾は乙女(おとめ)じゃがな」

			「は、はあぁ……」

			　そんなカミングアウトをされても、その、困る。

			「なんじゃ、微妙な反応じゃの。男は、初物が好きなのではないのか？」

			「そういう意味では、俺も初物なんで、なんとも」

			「そうか、そうか。婿殿も、初物か」

			　なにがおかしかったのか、女帝ヴェルガはその身をよじらせ本当に楽しそうに笑った。豊満な胸が揺れ、ユウトは目のやり場に困る。

			　しかも、婿(むこ)殿にされてしまっていた。

			「まあ、良い。いきなりすぎるとは、妾(わらわ)も思うておる」

			「はっきり断ったはずですよね？」

			「近いうちに、婿殿の婚約者も一緒に妾の城を訪れるが良い。歓迎いたそう」

			「残念ながら――」

			「婿殿の故郷に帰るための助力ができると言うても？」

			「なっ」

			「詳しい話は、妾の城でな」

			　そう一方的に言って、登場したときと同じように、女帝ヴェルガはユウトの前から突然消え去った。

			　恐らくは《瞬間移動(テレポート)》なのだろうが、それを理術呪文という技術ではなく、ただ歩くのと同じようにやってのける。

			　それが、半神。

			「まったく、やぶ蛇だったか……」

			　あんな餌(えさ)をちらつかされては、完全に拒絶などできない。

			　ヴァルトルーデへの説明はかなり困難な道のりだし、いつになるか分からないが……。

			「いずれ、行くしかないか」

			　ユウトの心は、決まっていた。

		

	
		
			　

			　

			第２章

		

	
		
			プロローグ

			　

			「これは、久しぶりの客人であるな」

			　女帝ヴェルガの居城、エボニィサークル。

			　その謁(えつ)見(けん)の間で、悪の半神は招かれざる客と面会をしていた。

			「私は、平和と秩序を司るルオル神に仕えし剣天使、プレアス。主命により、半神ヴェルガを地上より放逐するため参上した」

			　輝くような全身鎧(よろい)から、全身を覆(おお)う白い翼が二対生えている。美しい中性的な顔立ちには、悪を憎み打ち砕かんとする決意がにじみ出ていた。

			「挨(あい)拶(さつ)、痛み入るのう」

			　一方、ヴェルガは涼しい顔。

			　玉座から動くことも、突然の侵入者に戸惑うことも無く、剣天使を迎え入れた。

			「悪の半神ヴェルガよ、地上より退去せよ。さすれば、命までは取らぬ」

			「ほうほう。それはそれは」

			　愉快なことを聞いたと、女帝は楽しそうに笑う。

			「半神が地上にあり、国を動かすなど、秩序を乱す行為に他ならぬ。天上の悪の領域へ疾(と)く帰還すべし」

			「帰還というても、妾(わらわ)は天上に足を踏み入れたこともないわ」

			　最初は笑っていたものの、剣天使の真剣すぎる提言を聞いて露骨につまらなそうに言い放った。

			　そんな言葉でも聞き惚(ほ)れてしまうのは、淫(いん)靡(び)なヴェルガの声音のためだろう。

			「返答はいかに」

			　全身鎧(よろい)に負けず劣らず太陽のように光り輝く両手剣(グレートソード)を突きつけ、剣天使がヴェルガに回答を迫る。

			「お断りだの」

			　答えるのすらめんどうだと、悪の女帝は気怠げに言った。

			「そうか。ならば、やむを得まい」

			　光り輝く両手剣(グレートソード)を構えた剣天使から、聖なる霊気(オーラ)が立ち上る。

			　悪の半神であるとはいえ、問答無用で討ち果たさず、退去を求めるところはルオル神に仕える者の真価を現していると言えるが……。

			「たった一人で妾を害すことができると思う辺り、滑稽すぎてどうにものう」

			　善と悪の神々の間には様々な牽制があり、神術魔法を除いて地上に影響力を及ぼすのはよほどのこと――絶望の螺旋(レリウーリア)の復活が確定した等――でなければあり得ないことだった。

			　ゆえに、地上で生まれ落ちた半神であるヴェルガは、善の神々から直接的な介入を受けたことはない。そんなことをすれば、青き盟約は破棄され、善と悪の神による最終戦争が起こりかねない。

			　代わりに、神の使徒である天使の襲(しゆう)撃(げき)を受けたことは枚(まい)挙(きよ)に暇(いとま)がなく、既(すで)にヴェルガは相手の力量を見切っていた。

			「平和を愛すルオルよ！　我が主よ！　我が剣に加護を！」

			　剣天使の握る両手剣(グレートソード)から、閃光が溢(あふ)れる。

			　まるで、光そのものが、刃になったかのようだ。

			　高位の妖(よう)魔(ま)であっても、寄せ付けぬ《破邪撃滅》。

			　だがそれを見ても、ヴェルガは眉(まゆ)ひとつ動かさない。

			　剣天使が二対の羽根を羽ばたかせ、女帝の頭上へ飛ぶ。

			　巨人族をも両断しうる一撃が、ヴェルガ目がけて放たれた。

			「つまらぬなぁ」

			　もはやそれを見ようともせず、悪の女帝は王(おう)錫(しやく)から手を離す。

			　王錫はそのまま床に転がる――ことはなく、独りでに宙へ浮かぶ。そして、剣天使の両手剣(グレートソード)と衝突した。

			　両手剣(グレートソード)から放たれる純白の光。

			　王錫が発する、紫色の障壁。

			　王錫・王冠・指輪。

			　悪の王権を象徴する三位一体の秘宝具(アーテイフアクト)が力の一端を示し、紫色の光が半球状に女帝を覆(おお)って善の手から守護する。

			　のみならず、剣天使を玉座の遥か下へ弾き飛ばした。

			「ぐぬっ。しかし、この程度で……」

			「気散じにもならんわ」

			　声を出すのも煩わしいという心の底からの侮蔑。

			　それに喜びを感じる者すら出そうな、淫蕩な声音。

			　当然、剣天使は怒りをみなぎらせ、再度ヴェルガへと剣を振るおうとするが――それは永劫に叶わぬこととなった。

			「《放逐(イジエクシヨン)》」

			　羽虫を払うかのように手を振ると、謁(えつ)見(けん)の間に暴風が巻き起こった。

			　理術呪文を使用するときのように呪文書を必要とせず。神術呪文のように祈祷もなく。

			　イル・カンジュアルの様に、ただ一言で現実を改変する半神ヴェルガ。

			「殺すまでもないわ」

			　暴風が収まった後、そこには誰もいなかった。叫び声ひとつ残せず、剣天使は追放された。

			　ただ、不(ふ)機(き)嫌(げん)そうな悪の女帝だけが残される。

			　好きの反対は無関心である――というのは、必ずしも真実ではないだろうが、剣天使プレアスは、最後の最後まで女帝の興味をひくことは無かった。

			「せめて、婿(むこ)殿ぐらいはやってくれねばのう」

			　玉座から、ユウトが落とした島を眺めながら陶然とつぶやく。

			　先ほどまでの無愛想な顔から一変。

			　恋する乙女(おとめ)と言うには、艶(つや)のありすぎる表情でそう感想を口にした。

			　玉座よりあのモニュメントを眺めるために、わざわざ新しく窓を作らせたのだ。悪の女帝にこの表情を浮かべさせる一助になったと知ったら、無理難題を持ちかけられた黒ドワーフの職人も感涙にむせぶことだろう。

			「陛(へい)下(か)、お済みでしょうか」

			　近衛兵を従え、ダークエルフの宰(さい)相(しよう)――シェレイロン・ラテタル――が、謁(えつ)見(けん)の間へ現れる。

			「つまらぬ」

			「これでは、近衛の面目が立ちませぬな」

			　シェレイロンは苦笑するしかない。

			　害虫を駆(く)除(じよ)するよりも簡単に――なにしろ、虫と違って逃げずに向かってきてくれるのだから――剣天使を排除した、悪の半神ヴェルガ。

			　しかし、このエボニィサークルに詰める近衛のなかに、それと同じことができる者はいないであろう。

			「妾(わらわ)が相手をするのが、最も効率的であろうよ」

			「最強の存在をいかにお守りするのか、数百年経った今でも答えが出ませぬ」

			　この辺り、率先して問題解決に乗り出してしまうユウトと自ら手を下すヴェルガは、似ているとも言える。彼の大魔術師(アーク・メイジ)は、全力で否定するだろうが。

			「そうよの、妾と同格の者を伴侶とし、常に傍(かたわ)らに置く。これで解決であろう？」

			「まだ、諦(あきら)めてはおられなかったのですか」

			　ダークエルフ特有の細面に苦虫を噛み潰したような表情を浮かべ、主君をいさめる帝国宰(さい)相(しよう)。

			「試しに、重鎮の方々に振ってみましたが……」

			「誰一人として、賛同者はおらなんだであろ？」

			　鈴を鳴らしたかのように涼やかな笑い声。

			　それに反し、シェレイロン・ラテタルの憂(ゆう)慮(りよ)は深くなる。

			「笑い事ではありませんぞ。ボーンノヴォル伯など、怒髪天を衝く勢いでお怒りに」

			「あの老人は、それが生きがいであろ。孝行娘じゃの、妾は」

			　混(こん)沌(とん)の雷鳴をまとった邪悪なる死巨人族の長、雲をも掴むボーンノヴォル。

			　ヴェルガを娘と呼んではばからない死巨人へ、女帝の意思を伝えた際に発せられた怒声。シェレイロンは、思い出しただけでも耳鳴りがし、胃が痛む思いのようだ。

			「そもそも、相手は応じていないのでしょう。諦(あきら)めなさいませ」

			　もちろん、ヴェルガ帝国の流儀はそんなに穏やかなものではない。

			　目には目を歯には歯を。欲しければ奪い取れ。奪い返されても不平は言うな。

			　これが、帝国の民が最初に憶える法だ。

			　しかし、悪の女帝を説得する材料になるのであればどんな題目でも唱える覚悟が、帝国宰(さい)相(しよう)シェレイロン・ラテタルには存在した。

			「そうよのう。それも、問題よ」

			　思案顔で、女帝が悩みを吐露する。

			「いっそ、我が母のように婿(むこ)殿を監禁でもすれば、いずれ愛が芽生えるのではないか？」

			「まあ、一理ありますな」

			　婿はさておき、敵国の大魔術師(アーク・メイジ)を無力化できるのであれば、シェレイロンとしても反対する理由はなくなる。もちろん、獅子身中の虫にならなければだが。

			「当座のところは、そうよの。離間工作とでも理由をつけておくが良い」

			「……承知いたしました」

			　ヴェルガ帝国――敵国の女王から婚(こん)姻(いん)を申し込まれている。その噂だけで、相手の立場を危うくする可能性はある。

			　そうでなければ、あることないこと吹き込んでやれば良い。

			　方針を定めると、シェレイロンは一礼して主の前から辞した。

			　ヴェルガは、再びユウトの置き土産(みやげ)を眺めながらつぶやく。

			「とはいえ、婿(むこ)殿が訪れるのは、しばらく後のことになろうがの」

			　淫猥な朱唇から漏れ出た言葉は意外なことに殊(しゆ)勝(しよう)なものであったが――ユウトにとっては残念なことに、続きがあった。

			「まあ、それまで妾(わらわ)がおとなしゅうしておるとは限らぬが……」

			　それだけで煽情的に見えてしまう手つきで王(おう)錫(しやく)を玩びながら発した言葉は、誰にも聞かれることなく謁(えつ)見(けん)の間に消えた。

		

	
		
			１・様々な問題

			　

			　アルサス王子の来訪より、一ヶ月。

			　冬の寒さは徐々にやわらぎ、季節は春へと移り変わろうとしていた。日中は風もさわやかで、今年は春の訪れが早いようだと、領民も喜んでいる。

			　そんななか、ヴェルガ帝国へ過(か)剰(じよう)とも言える警告――あるいは報復を行ったユウトは、表面上淡々と政務を行っていた。

			「学校は、まあ、一回やってみないとだな」

			　以前から計画だけは進めていた初等教育用の校舎建設に目(め)処(ど)がつき、現在は教師の選定を進めている。まずは、プレオープンで様子を見るところからだろう。

			　最初から戸籍を作っておいたお陰で、ファルヴの修学児童数はある程度把(は)握(あく)できている。その何割かを順番に……ということになるだろうか。

			「教材に関しては……教科書はあるけど、高校のだからなぁ」

			　このブルーワーズでも確実に役立つのは数学ぐらいのものだろうが、そこまでいくとユウトもアカネも教えられるレベルにはない。

			　数学なんて社会に出たら役に立たないなどと訳知り顔で言うつもりはないが、なるべくならお近づきになりたくないというのが本音。

			「基本は、私塾で使っている教科書を改造して、後は道徳とか家庭科とか体育とかを追加しよう……」

			　単純な学問より、生活に役立つものが良い。

			　道徳も、わりと命の価値が軽いこの世界では重要なはずだ。

			「後は、サッカーボールとゴールを用意しよう」

			　私情が入ったその方針を決めるときだけは、ユウトの顔に笑顔が浮かんだ。

			　しかし、すぐに笑顔を消し、次の政策を検討し始める。

			　隣国のクロニカ神王国との交易は進んでいるが、貿易摩擦が起きかけていると報告を受けていた。

			　これは、こちらからの輸出品が玻璃鉄(クリスタル・アイアン)など高価な製品であることに対し、クロニカ神王国からは今のところ農産物ぐらいしかない。外交問題にまでは発展しないだろうが、放置できる問題でもなかった。メインツへの視察がてら、あちらの代表者と一席設けるべきだろうか。

			　また、アカネが仕込み、レジーナが準備をしている新しいファッションに関しても、企画はいくつも動いていた。

			　関連する書類に目を通していたユウトだったが、そのうちの一束を見つけ、憂(ゆう)慮(りよ)のため息をつく。

			「これなぁ……。森の管理とか、どうしろと」

			　自然崇拝者(ドルイド)が不在となったケラの森。完全にとはいかないまでも、彼らが管理することで自然破壊は防がれていた。

			　しかし、今は重しがなくなった状態だ。

			　暫定的に、岩巨人(ジヤールート)の部隊を派遣しているが、いつまでもそのままというわけにはいかない。

			「この分じゃ、こいつに手を付けられるのはまだ先かな」

			　次の書類は、ユウトの私的な問題。

			　東方大陸に関する調査結果だった。

			　ブルーワーズの東の先には、地球で言うところの日本のような文化圏が存在している……らしい。

			　推量になってしまうのは、さすがに遠すぎてやりとりもほとんど存在しないからで、ユウトは呪文を駆使して、いずれ訪れるつもりだった。

			　目的は、米、みそ、しょうゆだ。

			　みそやしょうゆは存在しているとは確定していないが、米は少量ながら入ってきている。

			　こういった食材を手に入れると帰る気がなくなってしまいそうであえて遠ざけていたのだが、もう、地球へ帰ったきりにするつもりはない。

			　完全に、開き直っていた。

			　また、一年前に比べて、ユウトの負担は軽減している。

			　実行段階になれば、クロード・レイカー率いる官僚団に任せられるようになったからだ。

			　その分、地球への往復呪文の研究に時間が取れるようになったのだが……。

			「地球へ戻る手助け……ね」

			　ユウトがこの一ヶ月、表には出さず考え続けてきた問題。

			　女帝ヴェルガからの誘い。

			　知られていない呪文でも存在しているのか、それとも次元移動に関する秘宝具(アーテイフアクト)でもあるのか。

			　詳(しよう)細(さい)は帝都ヴェルガで……というのが、実に嫌らしい。

			　相手は悪の女帝だ。

			　罠である可能性も高いし、真実だったとしても代償――例えば、数千人分の魂が必要など――を求められるケースも考えられる。

			「でも、行くことになるんだろうなぁ」

			　ユウト一人であれば、無視していたかも知れない。

			　けれども、ユウトは自分のことだけを考えていれば良いというわけではなくなっているのだ。

			「にしても、婿(むこ)殿とかどこまで本気なのやら……」

			　あれから特にアプローチもない。あっても困るが、どうにも相手の真意が掴めなかった。

			「私に勝った相手を夫にするとか、そんなアマゾネス的ななにかなのか。いや、アマゾネスの風習なんか知らんけど。そもそも戦ってないし」

			　多元大全であれば調べられるだろうが……別に知りたいわけでもない。

			　結局は、いつ、どのようにして訪問するか。

			　タイミングの問題だ。

			　椅子の背もたれにだらしなく寄りかかり、天井を見つめながらユウトはじっと考え込む。

			「勇人」

			　そこへ、控えめなノックとともに、幼なじみの少女が現れた。

			「ああ……。朱音か」

			　ユウトはアカネのことを見ようともせず、拒絶もせず彼女を迎え入れる。

			「なにか用か？」

			「デートに行くわよ」

			　お誘いでも、提案でもなく。

			　決定事項だとアカネが宣言した。

			「デート……？」

			　ようやく、ユウトはアカネに視線を向ける。

			　上着を羽織ってはいたが、アカネはブルーワーズに来たときと同じ格好――制服を着ていた。

			「絶対におかしいと思うのよね」

			　アカネがユウトをデートへと誘う数日前。

			　来訪者の少女は、ファルヴの城(じよう)塞(さい)に住む女子を集め、パジャマパーティを開催していた。

			「なんの話だ？」

			　白い麻のワンピースのようなナイトウェアを身につけたヴァルトルーデは、アカネのベッドの上で小首を傾げる。肌身離さず身につけている、ユウトから贈られた玻璃鉄(クリスタル・アイアン)のペンダントをまさぐっていた。

			　強引にアカネの部屋へ集められたのだが――実は、友人と深夜にお喋(しやべ)りというシチュエーションに、期待と緊張が抑えきれない様子だ。

			　そんな乙女(おとめ)のような表情が、また可愛(かわい)らしく、アカネに軽い敗北感を与える。

			「ユウトくんの話ですよ」

			　こちらは、いつもと変わらず黒いローブにトラス＝シンクの聖印を下げたアルシア。床に敷いたクッションに座る彼女が、そう断言する。

			　だが、大した推理ではない。このメンバーが揃って、他の話題はあり得ないだろう。

			「モグモグ」

			「わざわざ口で言って、食べてるアピールしなくても良いから」

			　最後の参加者であるヨナは、オブザーバーだ。

			　いつもであればそろそろ寝る時間だが、アカネが用意したお菓子につられて彼女の部屋へやってきた。

			　ジャガイモは存在しないため、他の野菜で代用したベジタブルチップス。ビスケットに、つい勢い余って作ってしまった甘食。

			　最近、オーブンの使い方にも慣れ、自分のスキルが恐ろしくなって来たアカネだ。

			　他にも、ほどよく冷やした果実水や紅茶も用意されており、準備万端。

			「この世界には体重計もないし、もうなにも怖くないわ」

			「それで、ユウトがなんなのだ？」

			　口の端にベジタブルチップスをはさみながら、ヴァルトルーデが問う。

			「隠し事、してると思うのよ」

			「そうね。そんな感じはするわ」

			　アカネの指摘に、アルシアも同調する。

			　いつも通り忙しそうにしていているだけの様に見えたが……と、クッキーを唇で半分に割りつつ、ヴァルトルーデは恋人――だと思う――少年の姿を思い浮かべた。

			　彼女のなかのユウトは、やはり、相変わらずだった。

			「リハビリ……怪(け)我(が)の治療をしてた頃の勇人に似てるのよ。そっちに集中して、サッカーができなくなるという事実から目を背けていた時と」

			「そう……なのか……？」

			　アカネには、ヴァルトルーデとはまた違ったユウトが見えている。

			「年月の違いか……」

			「信用度の違いとも言えるでしょうけど」

			　そこに、爆弾が投下された。

			「……ユウトが、浮気してるってこと？」

			　皆一様に――アルシアさえも――押し黙り、視線と雰囲気だけで意思の疎通を行う。例外は、爆弾を投下したヨナだけだ。

			「それはないだろう？」

			　最初に口を開いたのはヴァルトルーデ。

			　しかし、それは否定と言うよりは願望に近かった。

			「勇人にそんな甲(か)斐(い)性(しよう)があるとは思えないけど……」

			「私たちに言えないという意味では、否定できないわね」

			　果実水をあおってから、アルシアさえも疑惑を口にした。

			「そう言えば、あたし、王子様に料理作ったときのご褒美をねだってから、一ヶ月ぐらい放置されてるわ……」

			　そんな話は初耳とばかりに、アカネの言葉に皆が驚く。

			　一ヶ月も約束を果たさないと聞いた時点で、ヴァルトルーデは哀しそうな様子を見せている。

			　自分がそんな扱いをされたら……と思っているのだろう。

			「それは酷(ひど)いな」

			　木皿に盛られたお菓子を掴み、一気に口へ運ぶ聖堂騎士(パラデイン)。ヨナから非難の視線を向けられるが、気にしていないようだ。

			「まあ、実際はそんなことはないと思うけれど……」

			　アルシアが冷静に指摘するが、ヒートアップするユウトの婚約者二人には届かなかった。

			「あと、勇人ってヨナちゃんやレンちゃんにやたら甘くない？」

			「そうだな。だが、ハーデントゥルムのレジーナ・ニエベス。彼女ともなにか親しげの様な気がする」

			　どう収(しゆう)拾(しゆう)を付けたものかしら……と案じるトラス＝シンクの愛娘だったが、意外なところから提案が降ってきた。

			「確かめてみたら？」

			　お菓子がなくなり――というよりは、ヴァルトルーデとヨナで貪り――飽きたのだろう。

			　ヨナが、気怠げに言葉を紡(つむ)ぐ。

			「ユウトを誘って、どっか街に行く」

			「それで？」

			「それで、いろいろなんか買ってもらう」

			「いつもヨナがユウトにやらせていることではないか……」

			「おろかっ」

			　ヴァルトルーデがあきれたように指摘するが、ヨナから返ってきたのは平坦な罵倒だった。

			「一対一じゃない。みんなで行く」

			「みんなで……か」

			「なるほど。ユウトくんを外に連れ出し、仕事から切り離して、隠し事を探るというわけね」

			　そのアイディアにたどり着いた瞬間、少なくともヴァルトルーデとアカネのなかでは、浮気疑惑など消え去っていた。

			　もともと、本気で疑っているわけでもなかったのだ。

			「そうだな。ユウトは、強制的にでも休みを取らせないとな。まあ、私はどうでも良いのだが」

			「そうよね。根を詰めすぎるし。絶対に、あたしを地球に帰すために無理をするだろうから、その辺も釘を刺さないと」

			　そんな風に大義名分を振りかざす二人を前に、アルシアは慈母のような微笑(ほほえ)みを浮かべていた。

		

	
		
			２・トリプルブッキング

			　

			「あれ？」

			　馬車鉄道の客車へ乗り込んだユウトは、間の抜けた声を上げた。

			「どうしてヴァルとアルシア姐さんが？」

			　アカネが手配したという貸し切りの客車には、先客がいた。

			「いてはいけないような言い方ね」

			　アルシアの言葉には棘(とげ)があるが、口調はおだやか。むしろ、この状況を面白がっているように思えた。

			　この客車は、アルサス王子の訪問に合わせて作った特別製だ。

			　定員は六名程度の小さな客車だが、その分、内部には余裕がある。ビロードの座席に、座り心地を追求したクッション。窓は大きく取られ、玻璃鉄(クリスタル・アイアン)の窓ガラスがはめられている。

			《耐熱・耐寒(コージネス)》が魔化された室内は常に適温が保たれ、これを引く馬もユウトが特別に作ったゴーレム馬。疲れ知らずで力もあり、いななきは衝撃波となってゴブリンの群程度なら勝手に駆(く)逐(ちく)してくれる。

			「アカネは、二人でデートとは言っていなかったであろう」

			「聖堂騎士(パラデイン)が、そういう叙述トリックを誇(ほこ)らしげに語るのは、どうなんだろう？」

			「負け惜しみね、勇人」

			「朱音に言われると、釈然としねえ」

			　客車の入り口で立ち止まっていたユウトの背中を押すアカネへ文句を言いつつ、空いていた二人の対面に座る。

			「それで、勇人。感想は？」

			「あえてノーコメントを貫こうとしたのに」

			　しかし、隣に収まったアカネは意味ありげな微笑(ほほえ)みでユウトの逃げを許さない。

			　そう。特別なのは、この車両だけではない。いや、最も特別なのは、この同乗者たちだった。

			　ヴァルトルーデは、膝上丈のスカートにレースがふんだんに使われたブラウスというガーリーなファッション。

			　赤いベレー帽がアクセントとなっていて、珍しさもありユウトの目を惹(ひ)く。

			　アカネのコーディネートなのだろう。日本にいても違和感がない。むしろ、注目を集めずにはいられない。

			　一方、アルシアは、いつも通りの黒い服。

			　しかし、いつものゆったりとしたローブではなく、タイトなワンピースだ。体のラインがしっかりと出ており、否応なく胸が強調される格好。

			　とても、聖職者とは思えない。

			　いや、そう思って見ると背徳的にすら思えた。

			「それで、実際、どうなのよ」

			「大変、よろしいかと存じます」

			　その一言が合図だったかのように、軌上の馬車は滑らかに動き出した。

			「ユウト……」

			「ユウトくん……」

			　ストレートな感想が返って来るとは思わなかったのだろう。ヴァルトルーデは――彼女の常識では――丈の短いスカートの裾(すそ)を押さえ、おどおどとユウトから視線をそらす。

			　だが、完全に無視もできずちらちらとこちらを見ていた。

			　アルシアはあきれたと言わんばかりだったが、実際に目が合っていたら異なる反応を示していただろう。

			「朱音は、制服で良かったのかよ」

			「あたしが同じ方向で勝負して勝てると思う？」

			「そうでもないと思うけどな……」

			　ユウトがそう素直な感想を口にすると、アカネは呼吸が止まったかのように動きを止め、隣の幼なじみを凝視した。

			「勇人がデレた……」

			「おい」

			「いつの間に、ここまで好感度が上がってたの？　これだからリアルは分かりにくくて困るわ。効果音ぐらい鳴りなさいよ」

			「おーい」

			「責任、取りなさいよね」

			「理(り)不(ふ)尽(じん)だ……」

			　――来訪者たちの、息の合った意味不明な会話。

			　二人だけの世界に入ってしまい、疎(そ)外(がい)感(かん)を憶えていたヴァルトルーデも、今は落ち着きを見せている。

			　アカネを置いて遺跡を探索し、吸血侯(こう)爵(しやく)ジーグアルト・クリューウィングと戦うなかで、気付いたのだ。ユウトと肩を並べて戦えるのは、自分だけで――同じようにアカネも疎外感を抱いているだろうことを――。

			「しかし、二人の服、よく用意できたな」

			「そうよねぇ。たったの一ヶ月ちょっとでここまで」

			　ユウトがアカネに聞いたところによると、残念ながら、今のところ量産には至っていないのが現実。

			　その分、試作品をいろいろと作って経験値を貯めている段階だそうだ。

			「まあ、金ならある。失敗したって構わないから、どんどんやれ」

			「ありがたいけど、高校生の台詞(せりふ)じゃないわよねぇ」

			「……反省する」

			　放っておかれれば、ユウトとアカネは延々二人だけで会話を続けただろう。

			　最初は落ち着いていたヴァルトルーデも、徐々に心が曇ってきたようだ。ほったらかしにされたら寂(さび)しいのは当然。

			「ユウト、ユウト。そういえば、ユウトの叙(じよ)爵(しやく)という話はどうなっているのだ？」

			　三回も名前を出しておきながら、ちょっとした世間話だと装ってヴァルトルーデが注意を引こうとする。

			「ああ、あれか」

			　ほとんど揺れのない馬車鉄道のなか、ユウトは気怠い視線を窓の外へと向ける。

			　さすがに電車ほどの速度ではないが、馬車ということを考えれば充分以上。そんな車窓の光景を見つつ、ユウトは口を開いた。

			「とりあえず、守護爵(チユトラリイ)という爵位を新しく作るらしいな」

			　大仰な名前である上に、当初の構想――貴族として扱われる平民――にどれだけ沿っているか分からない部分もあるが、ロートシルト王国における土地と結びつかない貴族は、そう呼ばれることになりそうだった。

			「これで晴れて、ユウトくんも嫁取りができるというわけですね」

			　ヴァルトルーデの頑張りに内心声援を送っていたアルシアが、そんな風にまた核心を突く。

			「まあ、いろいろ目(め)処(ど)がつくまでは保留ですけどね」

			　ユウトの微妙な答えに、すかさずアカネがツッコむ。

			「少なくとも、結婚することを否定はしないと」

			「ぐぬっ」

			「外堀って、こうやって埋まっていくのね……」

			「埋めてるんだろ」

			　ちなみに、会話に入ってこなかったヴァルトルーデは顔を赤くしてうつむき、それで帽子がズレてあたふたと直している。

			　正面からその様子を見た、いや、見せつけられた来訪者二人は同じ想いを共有していた。

			「……反則だわ」

			「女子がその感想ってのも、どうかと思うぞ」

			「勇人、本音は？」

			「まったく同感だ」

			　アルシアは慈母のような微(び)笑(しよう)をたたえている。

			「それで、どこへ行くんだよ。いや、ハーデントゥルムを目指してるのは分かってるけどな」

			　単線だが、ダイヤには余裕があるので予定外の発車も問題はない。

			　馬車鉄道に揺られながら――実際には、ほとんど振動はないのだが――ユウトは探るような視線で問うた。

			《瞬間移動(テレポート)》や《飛行(フライト)》で移動をしなかったのは、なにか仕込みがあるからなのだろう。

			　こんなイベントだというのに、顔を見せない仲間の不在も怪しい。

			「言ったじゃない、デートって」

			　そんなユウトの疑念を知りながら、アカネは真っ正面からスルーした。この辺り、年季が違う。

			「それより、私までこんな格好をしなくても」

			「くっ」

			　締め付けられて苦しいのか、アルシアが襟(えり)ぐりを引く。

			　それでますます彼女の豊かな双丘が強調され、ユウトとヴァルトルーデは目を背けた。そうした理由は、別々のものではあるが。

			「あくまでも、今日はヴァルとアカネさんの日ではないの？」

			「アルシアさん、傍(ぼう)観(かん)者(しや)の立場を貫こうとしたって、そうはいきませんからね」

			「アカネの言う通りだ。私たちは一蓮托生だ」

			　――ユウトの浮気問題。

			　煙が立っている程度の疑惑ではあったが――それ以上に、ここにいる誰か以外がユウトと関係を持つかもしれないという危機感は、女性陣全員が共有していた。

			「まあ、時間はあるから良いけどさ……」

			　いつもの様に、仕事をしすぎだと連れ出された。

			　ユウトは、その程度の認識だった。

			　

			　馬車鉄道の旅は、長いようで短い。

			　そんな会話をしているうちに、終点のハーデントゥルムへと到着する。

			　なかなか外へ出る勇気を持てないヴァルトルーデのために、ユウトは先に出てエスコートしようとすると……。

			「ようこそ、ハーデントゥルムへ。この街には観光に来たの？」

			　客車から降りると、アルビノの少女が棒読みでユウトを迎えた。手には、台本のようなものを持って。

			「なにをやってるんだ、ヨナ」

			「ヨナ？」

			　その名前を聞いて、恥ずかしがっていたヴァルトルーデも外へ出る。

			「ようこそ、ハーデントゥルムへ。この街には観光に来たの？」

			「ヨナ、なにをやっているのです？」

			　心なしか、アルシアの声も硬い。

			　怒るべきなのかどうか、迷っているのかも知れない。

			「それなら、いい場所が……やっぱ、めんどくさい」

			　演技にもなっていなかったが、ヨナはあっさりと台本を投げ捨てた。貴重な羊(よう)皮(ひ)紙(し)を紐でまとめたものだが、アルビノの少女には関係ない。

			「なんか、ラーシアがこの脚本通りにユウトたちを呼んでこいって」

			「……ラーシアが？」

			　ユウトは疑惑の視線をヨナではなくヴァルトルーデたちへ向けるが、全員、首を振り、あるいは目を合わせずに関与を否定するばかり。

			「どっかで聞きつけてきたラーシアが、『ボクがお膳立てするよ！』って張り切ってた」

			「だから、任せたんだけど……」

			「朱音……それに乗っかっちゃったのかぁ」

			　悪ノリする草原の種族(マグナー)。ブルーワーズで、三番目に関わってはいけない存在だ。

			「実は、どんなイベントなのか私もよく知らないのよね」

			　あはははと快活に笑い、アカネは責任を回避しようと試みる。続けて、ヴァルトルーデもフォローに入った。

			「もしかしたらラーシアは、他人の幸せに生きがいを見つけたのかも知れないぞ」

			「ヴァルが一番酷(ひど)かった」

			　天然は恐ろしい。

			　そう戦(せん)慄(りつ)を憶えていると、さらにまた、聞き覚えのある声が頭上から降ってきた。

			「なんだ、みんな揃ってるのか」

			　見上げると、巨大な馬がいた。

			　そして、その向こうには、より存在感のある岩巨人(ジヤールート)、エグザイルが岩のような笑顔を浮かべている。

			「あれ？　エグザイルのおっさんがなんでここに？」

			　ケラの森の警(けい)邏(ら)を任せていたはず。

			「ああ、ラーシアに呼ばれてな。どういうわけか、スアルムも一緒にだ」

			「お久しぶりです、皆様」

			　エグザイルの陰に隠れていたスアルムが、馬から下りて会(え)釈(しやく)をする。

			「ラーシア、なにを考えてるんだ……」

			　悪いことではない。

			　それは間違いない。信用している。

			　けれど、こちらを驚かそうとしているのは、火を見るより明らか。エグザイルの義妹にして婚約者であるスアルムまで呼んでいるのは、その証拠のように思えた。

			「とりあえず、こっち」

			　そんな警戒心を理解せず、ツアーガイドのように先に進むヨナ。

			　しかし、ユウトたちはそれに付いていく他になかった。

			　

			「周りから、凄(すご)く視線を感じるのだが……」

			「そうですか？　ヴァルの気にしすぎでしょう」

			「アルシアに言われると、釈然としないぞ」

			　ヴァルトルーデがユウトの背に隠れてベレー帽を手で押さえながら言うが、もちろん、気のせいなどではない。それどころか、視線を集める一因には、間違いなくアルシアの存在もある。

			「朱音は、大丈夫か？」

			「まあ、あたしはある意味で見られて当然だし」

			「でも、見られる理由は珍しいからだけじゃないからな？」

			　このメンバーが揃っていて滅多なことなどあるはずもないが、無防備だとそれはそれで心配になる。

			「まったく、どこへ向かっているのやら」

			　ヨナに率いられてハーデントゥルムの街を練り歩く形となったユウトたちは、それはもう目立っていた。

			「それで、いつエグの子供は産まれるの？」

			　突然、ヨナが発した直球の質問に、スアルムが顔を赤らめる。

			「え？　それは……」

			「ん？　繁殖期にならないと、子供はできないぞ？」

			「義兄さんっ」

			　単純に珍しさで言えば、気にせず先を進む岩巨人(ジヤールート)のカップルに勝るものはないだろう。仲睦まじく寄り添いながらもヨナにあわせて進む姿は、体(たい)躯(く)の迫力に反して微笑(ほほえ)ましい。

			　しかし。

			　それでも、注目を集めるのは、当然ながらヴァルトルーデたちだった。

			　ただでさえも美しい少女たちが、変わっているが魅力的な格好をしている。それだけで耳目を引くというのに、それが三人もとなれば相乗効果も凄(すさ)まじい。

			　まず、男女問わず、最も視線を集めているのはヴァルトルーデだ。

			　ユウトの陰に隠れているため顔ははっきり見えないだろうが、それでも。いや、だからこそ人々の関心を集めている。

			「ねえ。あの娘、領主様に似ていない？」

			「適当なことを言いやがって、見たことあるのかよ」

			「そりゃ、ないけど……。尋常じゃない美人って話じゃない」

			「むむう……。あんな美人が何人もいるわきゃねえか……」

			「そういや。あの凄(すご)い服は、どっかの商会が試作してるって話だぞ」

			　すれ違う住民たちの噂話。

			　当人たちはささやき声のつもりなのだろうが、知覚力も高い冒険者が相手では、面前で言われているのに等しい。

			「そうだ。確か、ニエベス商会だろ」

			「そうだ、そうだ。売り出したら、母ちゃんに着せてみっかな」

			　そんな住人たちの会話を聞きながら、ユウトはつぶやく。

			「この住人たちも、誰かの仕込みなんじゃねえのか……」

			　そして、自分で言いながら、すぐに心の中で自身にツッコんだ。

			　誰かというか――ラーシアしかいないだろう――と。

			　ただし、そのサクラと思われる男たちの意見も、根拠は充分にある。

			　ヴァルトルーデが男女から等しく羨(せん)望(ぼう)のまなざしを向けられるとしたら、男の視線を一身に集めているのはアルシアだった。

			　真紅の眼帯を着けている異相であることは間違いないが、今日の彼女の格好は、それを吹き飛ばしてしまうほどのインパクトがあった。

			　伸縮性のあるウールのワンピースは、ぴったりと肢(し)体(たい)を包み込み、彼女の体の線をこれでもかと強調している。

			　煽情的でありながら小粋さすら感じるのは、周囲の視線など気にも留めずに堂々と歩くアルシアあってこそ。

			「さすがに、多少は人の目が気になりますね」

			　まったくそんなことは思っていない口調で、アルシアはユウトの左腕を取ってぴったりと寄り添った。

			　そう背の高さの変わらない二人がそうしていると、深い関係にしか見えない。

			「ちょっ。アルシア姐さん、なにを」

			「こうすれば、視線はユウトくんに集まるでしょう？」

			「じゃあ、私も」

			　この流れに乗ってと、アカネまでもがユウトに腕を絡めた。出遅れたヴァルトルーデがユウトの背中で歯がみする。

			　ヴァルトルーデ、アルシア、アカネ。

			　それぞれに美しく魅力的だが、そのなかで一番洗練されているのは誰かと言えば、間違いなくアカネ。

			　その意味では、同性から最も興味を抱かれているのは彼女だろう。

			　二人の服とは生地も縫(ほう)製(せい)も違う――というのはもちろんあるが、化粧やちょっとした着こなしなど、美しさを演出する技術はこのブルーワーズの水準を遥かに超えている。

			「ヨナ、後ろの連中をほっといて良いのか？」

			「そのうち、おちつく」

			　そんな悟ったような言葉は、とりあえず聞こえなかったことにした。

			　

			「やあ！　よく来たね、諸君」

			　道化師の様な格好をした草原の種族(マグナー)が、意味もなくトンボを切りながら、ユウトたちを出迎えた。

			　着地とポーズも決まり、実に楽しそうだ。

			「今日は楽しんでいってもらうよ！　無理矢理にでも！」

			　ヨナの先導によりたどり着いたのは、ハーデントゥルムで最も奥まった場所。

			　簡素な桟橋がある他は港町の一画とは思えない。そこは深夜まで営業している酒場や娼(しよう)館(かん)、賭(と)博(ばく)場(じよう)などがひしめき合う場所――だった。

			　つい、最近までは。

			「なぁ、ラーシア。この街にこんな場所あったか？」

			「あるよ。ありまくるよ。作ったもん」

			　自らがマスコットの様に振る舞って歓迎したものの、早速飽きたのか、道化師の服を着たラーシアは普通に答える。

			「道化師の服って、なんで靴の先がこんなに尖ってるんだろね？　修道僧(モンク)の武器？」

			「知らねえよ」

			　ユウトの言葉には険があるが、それも仕方ない。

			「というか作ったって、お前」

			　ユウトの視界いっぱいに広がっているもの。

			　端的に言ってしまえば、外壁をガラス――恐らくは玻璃鉄(クリスタル・アイアン)で作った城館のような建物だった。

			「この辺りのいかがわしい商売やってる建物を潰して、代わりに建てたのさ」

			「派手だな」

			　エグザイルが感心したように言い、傍(かたわ)らのスアルムは光を受けてきらきらと輝く建物に心を奪われ放心状態になっていた。

			　だが、ユウトは現実問題のせいで、その建物を純粋な気持ちで見れない。

			「これ、どんだけ金かけたんだよ……」

			「その顔が見たかった！」

			　ユウトは頭を押さえ、なんとも言えない表情を浮かべるしかない。

			　大成功とばかりにラーシアが笑い声を上げ、手頃な――身長的に――ヨナとハイタッチをかわす。

			「『玻璃鉄(クリスタル・アイアン)とかいうので面白いことできない？』って聞かれて、いろいろ答えたんだけど、こうなるとは思わなかったわ」

			　ユウトの傍(かたわ)らにいたアカネが白状する。

			「……犯人は身内だった」

			　それも、二重の意味で。

			「いわば、ボク・フィーチャリング・アカネ」

			「どこでそんな言葉おぼえたんだよ」

			「アカネは、ユウトが知らない面白いことをいろいろ知ってるよね。凄(すご)いね。有能だよ」

			「いろいろと納得いかないが、これ、金どうしたんだよ」

			「ふふふん。金があるのは、ユウトだけの専売特許じゃないってことだよ」

			「そういえば、そうだよな……」

			　イル・カンジュアルを倒したときの財宝は山分けしているし、裏組織を吸収合併した際にその資産も手に入れている。個人で自由に使える金額で言えば、ラーシアが一番かも知れない。

			「このなかに、一般向けの賭場とか酒場とか遊べる施設を作ってみたよ。まだオープン前だけどね」

			「へぇ……。それで、あたしに地球のアミューズメントに関していろいろ聞いてきてたのね」

			「陰で、なにかやってたとは知っていましたが……」

			「私は、なにも聞かされていないのだが？」

			　ヴァルトルーデが知らないのは不思議ではないが、ユウトに情報が伝わっていないのは、明らかに意図的だろう。

			「今日は、身内だけの内覧会みたいなもんだから。遊んで、いろいろ意見を聞かせてもらおうかなって。まさに、渡りに船。渡し場に船がいなかったら困るよね。職務怠慢！」

			「休憩中かも知れん」

			「それなら、仕方ない！」

			　エグザイルの冷静な指摘にも、ラーシアのテンションは上がっていくばかり。

			　それに従い、ユウトの調子は下降線をたどっていた。

			「組織の合法化とか言ってたけど、ここまでやるとはな……」

			「あ、これだけじゃないよ」

			　そう言って、ラーシアは海――正確には、一隻のキャラック船を指さした。

			「アカネから、遊園地だかなんだかの話を聞いて作ってみたんだ。じゃあ、早速ユウトとヴァルはあっちね。他のみんなは、玻璃鉄城(クリスタル・アイアン・キヤツスル)を案内するから」

			　反論する暇も与えず、てきぱきとラーシアが仕切っていく。

			「お、おい」

			　ヴァルトルーデが抗議の声を上げようとするが、ラーシアはさっさと玻璃鉄城(クリスタル・アイアン・キヤツスル)に入ってしまい、手下――従業員を呼んで内部の案内をさせようとしている。

			　その上、アカネにまで笑顔で手を振られては仕方ない。

			「兄さんの、御仲間の方でございますね。初めまして、いつもお世話になっておりやす」

			　残された二人の前に、片耳がない禿(とく)頭(とう)の大男が進み出た。

			　倒れそうなほど大きく腰を折り、大声でへりくだる。

			「あに……さん……？」

			　誰のことだろう？　いや、分かっている。ラーシアのことだ。他にいない。

			　他にいないが……。

			「へい。それでは、あっちのアトラクションへご案内いたします」

			「なにをやってるんだ、あいつは」

			　ユウトとヴァルトルーデは共通の思いを抱きながら、案内の男と一緒にキャラック船へと向かった。

			　そうするしかなかった。

			　

			「クリスタル・アイアン・キャッスルって、名前長すぎるよな……」

			「ユウトが現実逃避とは、珍し……くもないのか？」

			　薄暗い船内。

			　カットラス（湾曲した剣）を握ったヴァルトルーデが、横を歩くユウトの言葉にあきれたように、けれど晴れ晴れとした笑顔で言った。

			　グリム・ディが隠れ家として使用していたキャラック船。それを接収したラーシアが、アカネから聞いた話を元に改造を行い、船倉から侵入して海(かい)賊(ぞく)に囚(とら)われたお姫さまを救うという設定で船内を探検する体験型の施設に作り替えたようだ。

			　襲いかかってくる海賊役の男たち――ラーシアの手下なのだろう――を木製のカットラスで軽く排除しながら、ヴァルトルーデが楽しそうに笑う。

			「なかなか悪くない」

			「う～ん。こういうのを作るんだったら、余暇を推進するような政策も打った方が……」

			　ヴァルトルーデとしては、先ほどまでと違って他人の目をあまり気にしなくて良いし、なにより体を動かすのが楽しいのだろう。

			　海賊役の男たちは革鎧(よろい)を身につけている他、木製のカットラスで斬りつける場所を示す標的もくっつけているので、危険はあまりなさそうだ。

			「でも、調子に乗って叩きのめそうとするヤツは出てきそうだよなぁ」

			　従業員も客も、お互いに安全対策は重要だ。

			　それから、倒すときに当てた部位によって得点が違うとか、タイムトライアル要素があるとか、そんなゲーム的な要素を取り入れるべきだろう。

			　射幸心を煽(あお)りすぎるのも良くないし、このブルーワーズでは時間を計るのは難しいが。

			「安全も確かに大事だが、もう少し歯ごたえは欲しいな」

			「無茶言うなよ」

			　やられ役のラーシアの手下たちも、陰でうなずいている。

			　役作りをしなくても海(かい)賊(ぞく)に見えるという逸材たちだが、いくらなんでも相手が悪かった。

			「でも、サプライズでボスをエグザイルのおっさんにするとかは可能かな？　って、どんな嫌がらせだよ」

			「それは燃えるな」

			「喜ぶのは、ヴァルとアルサス王子ぐらいだろ」

			　そんな雑談をしながらも、順調に船底から上がっていく二人。最後は、甲板で大立ち回りらしい。

			「しかし、私ばかり楽しんでいるな」

			「とんでもない。ヴァル子を見ている俺は楽しい」

			　ヴァルトルーデに帽子をかぶせたアカネは天才ではないかと、ユウトはしみじみ思う。

			　いつものように動こうとして、ベレー帽がずれ落ちそうになるのをあわてて押さえる様など言葉にできないほど可愛(かわい)らしい。

			「そ、そうか……」

			「あ、ああ……」

			　こうもはっきり言われるとは思っていなかったヴァルトルーデは赤面し、その反応に直面したユウトも、自分がどれだけ恥ずかしいことを言ったのか、今さらながら自覚する。

			　薄闇の船内で向き合い、けれどうつむき合う二人。

			　言い含められでもしていたのか、やられ役の男たちは、せわしなくシーンから退場していった。

			　二人きりになる。

			「そ、そう言えば一応、ユウトに言っておかなくてはならない話があったのだ」

			「そうなのか」

			「そうなのだ。他人には、聞かれたくないのだが……」

			　ある意味で、今が好機ということか。

			　意を決して、ヴァルトルーデが口を開く。

			「実は、アルサス王子を見送るときに言われたのだがな」

			「あのときか」

			　ユウトも少しだけ気にしていた、アルサス王子の耳打ち。

			　あの後、特になにも言ってこないし、ヴェルガ関係でいっぱいいっぱいになってしまったのだが……。

			「その、なんだ。アルサス王子の息子と、私たちの娘は結婚しなくてはならないらしい」

			「……また、翻(ほん)訳(やく)がおかしくなっているのかな？」

			　言語の翻訳能力は世界移動とともに、自動的に付与された擬似的な魔法能力だ。勝手についてきただけに、トラブルが起こった場合、対処方法が分からない。

			　最近も、ヴェルガにプロポーズされたときに不調をきたし……。

			「壊れてなかった……」

			「どうする？　王位継承的には当然なのかも知れないが、狙って娘など産めるものなのか？」

			「いや、あの……」

			　産めるわけがないとか、どこの嫁姑問題だとか、いやその場合生まなくちゃいけないのは男かとか、ユウトの頭のなかでくるくるくるくると形にならない言葉が回り続ける。

			「それに、イスタス伯(はく)爵(しやく)家の跡取りを考えると、最低でもあと一人は産まなくては……」

			「なあ、ヴァル……」

			　自分でも、顔が真っ赤で、心臓が悲鳴を上げていて、声が震えているのが分かる。

			「そもそも、子供産むのが確定してるんだけど……」

			「はっ」

			　赤面を隠すように、ヴァルトルーデが両手で顔を隠す。木製のカットラスが転がる乾いた音が響き渡った。

			　沈黙が世界を満たす。

			　数十秒か。それとも、数分か。

			　様々な思いが、回り、交差し、絡み合う。

			「ちょ、ちょっと外へ出てくるからな！」

			　そして、オーバーフローした。

			　素手で甲板を目指すヴァルトルーデの後ろ姿を呆然と眺めたユウトは、アルサス王子から持ちかけられた話の重要性とか政治的な意味とか。

			　そんなことを考えて現実逃避をしていた。

			　

			「なんか、ヴァルがもの凄(すご)い勢いで戻ってきたんだけど、なにがあったの？」

			「そっとしといてくれ」

			　玻璃鉄城(クリスタル・アイアン・キヤツスル)に戻ってきたユウトを出迎えたのは、制服姿のアカネ。

			　変わらぬ様子の幼なじみに、こっちは何事もなかったんだなとほっとする。

			「ユウト、楽しんでくれた？」

			「ああ。でも、今度、改善案のレポートを送りつけてやるからな」

			「受けて立つよ！」

			　その時のラーシアはある意味自信満々だったが、後日送られてきた数十ページにわたる提案書を前に、大きなため息を吐くことになる。

			「それにしても、結構凄(すご)いな」

			　玻璃鉄城(クリスタル・アイアン・キヤツスル)のなかに入ったユウトは、周囲を仰ぎ見て感嘆の声を上げた。

			　入ってすぐの場所はホールのような空間になっており、テーブルと複数の椅子が十組ほど並べられている。植物も植えられ、水路もあり、雰囲気は悪くない。席数が少ないような気もするが、晴れの日は外に席を追加するのも良いだろう。

			　そして、そのテーブルでは、アルシア・ヨナ・アカネにエグザイル・スアルムが分かれて座り、軽食を口にしていた。

			「ハンバーガーとか、再現したのか」

			「頑張ったよ」

			「ラーシアの部下がな」

			「つまりはボクの功績さ」

			　エグザイルの指摘に、まったく悪びれること無くラーシアが胸を張るが、その正しさはユウトも認めざるをえない。

			　なお、一人テーブルに突っ伏して身もだえしているヴァルトルーデのことを、見て見ぬ振りする優しさを皆が持ち合わせていたのは、幸いなことだろう。

			「それで、他の部屋はどうなっているんだ？」

			「そうだ。アルシアさんと行ってきたら？」

			　ユウトの問いには直接答えず、アカネがそんな提案をしてくる。

			「さっきは、私には見えないから意味がありませんねって行かなかったし……」

			「私に、そんな配(はい)慮(りよ)は不要ですよ」

			　ヨナの口元をハンカチで拭いてやりながらアルシアはそんなことを言うが、もちろん聞き入れられるはずもない。

			　アルシアとともにユウトは強引に背中を押され、二階の東側へと強引に案内される。

			「それで、この部屋がなんだって……」

			「入れば分かるよ」

			　その通りだった。

			　ユウトとアルシアが二人して連れ込まれたのは、一面鏡張りの部屋。空間を仕切る壁もすべて玻璃鉄(クリスタル・アイアン)の鏡で構成されている。

			《燈火(ライト)》を使用しているのだろう。足下から仄かな光が立ち上り、迷路を幻想的に演出していた。

			「ミラーハウスか」

			　なんとなく話には聞いたことがある、昔の遊園地にあったという施設。所々歪(ゆが)んで映る鏡や、鏡ではなくガラスを設置していて、見ているだけで平衡感覚が失われそうになる。

			「確かに、アルシア姐さんには意味ないか」

			「そうね。細かく仕切られた、ただの部屋ね」

			　真紅の眼帯で擬似的な視覚を得ている彼女には、なんの意味もない空間だ。

			「だけど、二人きりになれたのは僥(ぎよう)倖(こう)ね」

			「アルシア姐さん……」

			「ヴァルが、あんな状態になった理由。教えてくれるわよね？」

			「そうなるよね」

			　色気のある話になるはずもないのだ。

			　ユウトは、初めてだが懐かしさを感じるアトラクションを眺めつつ、重たい口を開いた。

			「あの船でさ、ヴァルがアルサス王子から、お互いの子供を結婚させようって提案されたって言い出して……」

			「なるほど。アルサス王子も意外と策士ね」

			「それは同感。でも、都合良く娘が産めるか分からないなんてヴァルが言い出すもんだから、子供産むのは確定なのかよって指摘したら……」

			「ああなったのね」

			　仕方がない娘だと、アルシアは苦笑する。それは、トラス＝シンクの愛娘という称号にふさわしい慈母の微笑(ほほえ)み。

			　ヨナに向けるものと一緒だったのは、どうかと思わなくもないが。

			「それにしても、婚約者は二人ってことにして正解だったわね」

			「そうなの？　って、いたッ」

			　会話に集中していたからか、ユウトが鏡に頭をぶつけた。

			「玻璃鉄(クリスタル・アイアン)だから割れないけど、結構痛えな……」

			　恨めしそうな目で鏡をにらみつけ、あまりの目つきの悪さにショックを受ける。

			「ユウトくん」

			　名前だけ呼んで、アルシアがユウトの手を握る。

			「どうも」

			「構わないわ。それより、婚約者は二人いないと、家を継ぐ人がいなくなるでしょう？」

			「んん？」

			　分かっていないユウトへ、アルシアがさらにかみ砕いて説明をする。

			「ヴァルとユウトくんの子供がイスタス伯(はく)爵(しやく)家、そして、アカネさんとの子供がアマクサ家の後継者になるのよ」

			「天草家なんて、そんな大層なもんじゃ……」

			　そう否定しかけて、ようやくアルシアが言った意味に気がついた。

			「それを大義名分に、またお見合いが発生する可能性があったのか」

			「可能性じゃないわ。絶対にそうなるわね」

			「どうしようもない……」

			　アルシアの先導を受けながら、ユウトは鏡の迷宮を進んでいく。

			　ひんやりとした彼女の手の感触が気持ちいい。

			「でも、そうなるとアルシア姐さんの立場は？」

			「私は、ヴァルたちの子供を抱ければそれで充分よ。本神殿のご老人方の意向なんて、どうでもいいわ」

			「つかぬことを聞くけど、他に好きな男がいるとか……」

			「いるわけないでしょう。だいたい、私なんかを――」

			「いや、アルシア姐さん美人じゃん」

			「……なん……ですって……？」

			　呆然と愕然と唖然と。

			　とにかく、予想外だとアルシアは歩みを止めた。

			「別に、二人の時までそんなお世辞なんて要らないのよ？」

			「わりと普通に、その格好とか目に毒なんですけど」

			　弾かれたように、アルシアはユウトと繋いでいた手を離した。そして、じりじりと距離を取る。

			「ユウトくん、その、本気なのかしら？」

			「嘘じゃないけど」

			「そう。分かったわ」

			　アルシアはわざとらしく咳払いをして、意味もなく服のしわを伸ばし――なにしろ、しわなど寄っていない――二度三度とうなずいた。

			「じゃ、私は先に戻るわ」

			「うん……って、え？」

			　冷静な仮面は脱がず。

			　けれども、脇目も振らずにアルシアはユウトの目の前から走り去った。

			「またかよ」

			　アルシアはストレートに誉(ほ)められると弱いらしい。

			　というよりは、今まで冗談やお世辞だと思っていたのに本気だと知って狼(ろう)狽(ばい)したのだろう。

			「どれだけ自己評価が低かった……って、そうか。目が見えないんだもんな」

			　自分の容姿について、真っ当な把(は)握(あく)ができるとは思えない。初めて会った時から普通にしていたので、まったく気付かなかった。

			「というか、どうしようかこれ……」

			　とりあえず、鏡の迷宮から出るしかない。一人で。

			　入り口に戻った方が早いかと、少しだけ足を止める。けれど、ユウトはそのまま前へ進んでいった。

			　

			　デートだか日帰り旅行だか分からないが、今日はここまでだろうなと玻璃鉄城(クリスタル・アイアン・キヤツスル)のホールに戻ってきたユウトは判断する。

			　ヴァルトルーデだけでなく、アルシアまで使い物にならない状態。

			　これはさすがに予想外だったようで、ヨナですら意外そうな表情を浮かべていた。

			　ラーシアだけは、こっちを見てニヤニヤしていたけれど。

			「そろそろ帰るよ。後で、レポートを送ってやるからな」

			「望むところだよ」

			「仲良いわよね、ほんと……」

			　人相の悪い笑顔を浮かべる二人を前に、アカネがあきれたように言う。

			「さて、おっさん。ヴァルたちを任せても良いか？」

			「構わんが、ユウトはどうするんだ？」

			「朱音とお出かけ」

			　そう言って、問答無用でアカネの手を取った。

			「なに？」

			　がばっとヴァルトルーデが立ち上がるが――手遅れ。

			「《瞬間移動(テレポート)》」

			　呪文は発動し、ユウトとアカネの二人は虚(こ)空(くう)に消えた。

			「一言あっても良かったんじゃない？」

			「いや、今回はやられっぱなしだったからさ」

			　制服を着た男女が、空高く浮かんでいる。それも、ユウトがアカネを抱きかかえる格好で。そうしないと、地面へ落下してしまうのだから仕方ないが。

			「それに、二人になりたかったっていうのもある」

			「その割には、こっから見える光景がロマンチックじゃないんだけど……」
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			　二人は、戦場にいた。

			　北の塔(とう)壁(へき)。

			　ヴェルガ帝国とロートシルト王国の境界にあたり、光と闇の勢力が相争う地。

			　恒常的に争っているわけではないが、回収しきれなかった人やモンスターの遺物、風化した骸などが、至る所に散乱している。

			「朱音からのプロポーズを、俺も真剣に応えなくちゃいけないから」

			「勇人……」

			　状況をぼんやりとは理解しつつあったが――アカネはユウトの言葉を待っているようだ。

			「俺は日本に帰る。もちろん朱音のこともあるけど、それだけじゃなく、俺の意志として」

			　けれど、それはあくまでも前提だとユウトは一度深呼吸をして、改めてアカネを見つめた。

			「でも、それは一時的なものになる。どういう形に落ち着くかは分からないけど、俺はこの世界で生きるつもりだ」

			　最終的にどうなるかは、分からないけどな。

			　そう付け足したが、結論は揺るがない。

			「そういうわけで、普通に高校を卒業して大学を出て――なんて青春は送れそうにない」

			「おじさんとおばさんは、どうするの？」

			「説得する」

			　ユウトも、それを考えなかったわけではない。

			　それゆえの即答。

			　――アカネは、ユウトの両親がいかに心配していたか語ろうとして止めた。

			　伝えたところでユウトがやることは変わらないだろうし、結論も同じ。

			　アカネとしては、それが分かる程度には深い関係であるつもりだった――。

			「だから、俺は逆に朱音に聞きたい」

			　ユウトはずっと見つめていたアカネから、視線を眼下の戦場へと移動させる。

			「この世界は不便だし、危険がいっぱいだ。水道も電気もガスも電車も車もネットも携帯もない。地球の友達とだって会えない。それなのに、戦争は起こってるし、この前の吸血鬼(ヴアンパイア)みたいなのに、突然襲われたりもする」

			　その言葉を、アカネは口を挟むことなくずっと聞いている。

			「俺と一緒にいるっていうことは、そういうことなんだ」

			　それでも、俺の婚約者になるか――？

			　ユウトはそう問いかけた。

			　いや、諦(あきら)めさせようとした。

			「あのねえ……」

			　それに気付いたアカネが、すっと目を細めた。

			「あたしは、勇人を探すために持ち物をほとんど売り払ったし、熊(くま)野(の)の霊能者なんかにまで会おうとしてたのよ？」

			　なにかを思い切った感じで、アカネが言う。

			「うあ……」

			　それを聞いたユウトは、痛々しい……と同情を感じながらも言葉が出ない。

			「悪いのは、あんたでしょ」

			「言葉もない」

			　アカネがささやかな抗議の意味をこめてか、耳たぶをちょっと引っ張る。

			「なんだろうな。なんか、ほっとした」

			「なによ、あたしに諦(あきら)めるようなことを言っといて」

			「今でもその方が良いとは思ってるんだけど、拒絶されなくて良かったとも思ってるんだ」

			「バカね」

			「その通りだな」

			　二人は目を合わせて笑った。

			「ところで……」

			　アカネが控えめに口を開く。

			「ここは、指輪とか出てくる場面じゃないの？」

			「うん。忘れてたから、それはない」

			　もう一度、二人は目を合わせて笑った。

			「……二度目はないわよ？」

			「はい。気をつけます」

			　そうしてまた、二人は笑いあった。

		

	
		
			３・テルティオーネ

			　

			「付き合ってもらって悪いな」

			「ううん」

			　そんなことない……と、控えめに。しかし、はっきりと主張する少女。

			　体を覆(おお)ってしまいそうなほど長い金髪に、抱きしめれば折れてしまいそうな華(きや)奢(しや)な体(たい)躯(く)。ハーフエルフの魔術師(ウイザード)にしてユウトの姉弟子レンは言った。

			「でも、出て行ったばっかりで帰ってくるのは、少し恥ずかしい……」

			　ユウトは思わず苦笑した。

			　この二人が訪れているのは、ヴァルトルーデたちの故郷でもあるオズリック村。

			　村の中央を川が流れ、東側は耕作地、西側が住居になっている。人口は千人ほどの新興の開拓地でもある。

			　もともとは、ゼインという元冒険者の戦士が、仲間と協力してゴブリンなど悪の相を持つ亜人種族や危険な動物などを駆(く)除(じよ)し、開墾を始めたのが村の興り。

			　立地は良かったが、危険があり入植できなかった土地だった。そこから危険が排除されれば、発展するのに時間はそうかからない。事後承諾めいた騎士叙勲により、ゼインは領主として認められた。

			　規模に大きな隔たりはあるが、ヴァルトルーデが叙(じよ)爵(しやく)された経緯とそう違いはない。

			「それで、肝心の師匠がちゃんといてくれると良いんだけど……」

			　一時期、ラーシアやエグザイルと一緒に寝泊まりしていた雷鳴亭の前を通りながらレンに確認する。

			「頼んでおいたから、大丈夫……」

			「でも、師匠には放浪癖がなぁ」

			「頼んだのは、お母さん」

			「なら安心だ」

			　水車の音に混じって、店内からそれほど上手くはない吟遊詩人の歌声が聞こえる。

			　ユウトはその歌声を聞いて、この世界で初めて食べた食事――鹿肉の煮込み――の味を唐(とう)突(とつ)に思い出した。

			「にしても、懐かしいな」

			「うれしい」

			　レンが満面の笑みで、これでもかと喜びを表現する。

			　その笑顔を、自分の故郷を誉(ほ)められているようなものだから――と、ユウトは解釈する。

			「後で、ゼインさんにも挨(あい)拶(さつ)に行かなくちゃなぁ……」

			　ヴァルトルーデもアルシアも、既(すで)に両親とは死別している。

			　そういう意味では、オズリック村の領主、ゼインこそが彼女たちの親とも言えるわけで……ユウトは胃が痛くなってきた。

			「ついたよ？」

			　ぼーっとしていたからか。

			　うっかり目的地を通り過ぎてしまったユウトを、レンが呼び止めた。とことこと駆け寄り、楓(かえで)の葉のように小さな手でユウトのローブを引く。

			「ああ、悪い」

			　そんなレンの頭をくしゃっと撫(な)で、ユウトは視線をある建物の上に向ける。

			　レンガ造りの、これといって特徴のない民家。

			　けれど、ユウトの視線の先にある看板――テルティオーネ魔法薬(ポーシヨン)店――が、ただの住居ではないことを告げていた。

			「けっ、おまえらか。正面から入ってくんじゃねえ、裏から来い」

			　カウンターに頬杖をつき、悪態とともにユウトとレンを迎えた男、テルティオーネ。

			　エルフの特徴である輝くような金髪は無造作に紐でくくられ、体毛の薄いエルフにしては珍しく無精髭(ひげ)が生えている。

			　身だしなみに気を使わないところは魔術師(ウイザード)らしいが、高貴なエルフのパブリックイメージからはかけ離れてしまっていた。

			「なにか買い物して帰るかも知れないじゃないですか」

			「ふんっ。てめーに売るようなもんはねえな。どうしてもってんなら、レンから買えば良いだろ」

			　いきなりの憎まれ口にも、ユウトは涼しい顔。それどころか、薄い微(び)笑(しよう)を浮かべてすらいる。

			　なぜなら、先ほどのぶっきらぼうな言葉を翻(ほん)訳(やく)すると、「家族同然なんだから、店じゃなくて家の方に直接入ってこい」ということになるし、後半部分も「レンの魔法薬(ポーシヨン)作りの腕は俺が保証する」という意味なのだから。

			「あらあら、うふふ。久しぶりね、ユウトさん」

			「どうも、そちらもお元気そうで」

			「ありがとうね。この人、あなたたちに呼ばれて久しぶりに帰ってきたのよ」

			　細い目に柔和な微(び)笑(しよう)をたたえ、ユウトとレンを歓迎する女性、メリー・アン。

			　小柄で二十代後半から三十代にしか見えないが、レンの母親にして魔術師(ウイザード)でもある。

			「レンも、元気だった？」

			「うん」

			「ほんと、引っ込み思案だったレンが独立しようとするなんてね。お母さん、今でも信じられないわ。愛の力は偉大ね」

			「おおおお、おかあさん!?」

			「まったく、年を取ると話が長くなってかなわねえな。とっとと、本題に入れ」

			　とんとんとカウンターを叩き、不(ふ)機(き)嫌(げん)そうにテルティオーネが告げる。ただし、ユウトには本物の殺意がこもった視線を向けて。

			　ユウトもユウトで、慣れっこなので単刀直入に用件を告げた。

			「というわけで、師匠をスカウトに来ました」

			「ああ？」

			「学校の先生になって下さい」

			　

			「つまり、あれか？」

			　店から居住スペース――リビングダイニングに相当する場所――へ移動し、ユウトが持ってきた企画書もどきに目を通し終えたテルティオーネが渋面を浮かべて言う。

			「俺に、ガキどもの教育をさせるっていうのか？」

			「あら。素敵ね」

			　妻のメリー・アンは両手を叩いて賛成するが、依頼しているユウトですらその感想はどうかと思う。

			「読み書き計算、道徳、は良いとして、家庭科ってのはなんだ？」

			「料理や裁縫とか、栄養に関しての基礎知識ですかね。あと、衛生知識も広めたいかな」

			「ふんっ、別世界の知識か。まあ、お前とかが普通に生きてる以上、その辺は共通か」

			　教育方針は分かったと、テルティオーネは木製の簡素なテーブルに頬杖をつき、鋭い眼光でユウトを射貫く。

			「それで、なぜ俺を勧誘する？」

			「俺がこの世界で一番の教育者だと思ってるのが師匠なんで」

			「はっ、勝手に大魔術師(アーク・メイジ)まで登り詰めたお前に言われると、皮肉にしか聞こえねえな」

			「ゼインさんにも、同じこと言ってみます？」

			　ヴァルトルーデの剣の師は、領主のゼインだ。同じく、力量は遠く引き離されてしまっているが……。

			「性格悪くなったな」

			「師匠の薫(くん)陶(とう)のたまものです」

			「二人とも……けんか……だめ……」

			「良いのよ、どっちも楽しんでるんだから」

			　父とユウトの言い争いに、祈るように手を組んでハラハラと見つめるレンだったが、母のフォローに小首を傾げる。

			「まだ将来的な構想なんですが」

			「やっぱり、裏の理由があるんじゃねえか」

			「全員に、理術の初級呪文ぐらいは使えるようになってもらいたいなぁって」

			「ほぅ……」

			　ユウトの自白を聞いて、テルティオーネは獲物を見つけた肉食獣の様に笑った。

			「お父さん、怖い……」

			「大丈夫よ。喜んでるんだから、あれでも」

			「聞こえてるからな。後で憶えてろよ」

			「あらら。ベッドでいじめられてしまうわ。レン、弟と妹なら、どっちが欲しい？」

			「おとうと、かな？」

			「師匠、そういう家族計画的なのは、俺がいないときにやってもらえると助かるんですが」

			「ちっ」

			　劣勢を悟ったのか、魔導師(ウオーロツク)は盛大に音を立てて立ち上がり、いらいらと部屋を歩き出す。

			「とりあえずは、《燈火(ライト)》に、《簡易修理(イージーリペア)》に、小魔法(キヤントリツプ)。それと、軽い自衛の呪文ってところか」

			「才能があれば、もっと伸ばしていけば良いですしね」

			「……面白れえ」

			　考えがまとまったのか、テルティオーネが歩みを止める。

			「でも、足りねえな」

			「はい？」

			　エルフとは思えない凶悪な笑みを浮かべるテルティオーネに、ユウトは不安を憶える。

			　既(すで)に、魔術の腕では追い抜いている。

			　だが、そんなことは関係ない、もっと根源的な不安の感情だ。

			「フォリオ＝ファリナのヴァイナマリネン魔術学院、あんだろ」

			「ありますね。行ったことはないですが」

			　ヴァイナマリネンたちパス・ファインダーズが踏破した百層迷宮。その直上に存在するのが、ブルーワーズ最大の都市国家フォリオ＝ファリナ。

			　最初期は大賢者ヴァイナマリネンが運営に関わっていたらしいが、今はその名を冠しているだけ。現在の学長は、彼の高弟の一人が務めているという。

			「で、ジイさんの学院がなんだっていうんです？」

			「あそこに行って、教師を何人か引っ張って来い」

			「また、師匠の無茶振りか……」

			「教授だろうが、講師だろうがなんでも良いが、無能は連れてくんなよ。生徒にするぞ」

			「そんな一流どころを集めて、どうするつもりなんですか」

			「決まってるだろ。すぐに魔術教育を始めて、ヴァルの領地に第二の魔術学院を作るんだよ」

			　エルフ。

			　森の妖精とも呼ばれる優美な種族の魔導師(ウオーロツク)は、舌なめずりしてそう宣言した。

		

	
		
			４・ヴァイナマリネン魔術学院

			　

			　フォリオ＝ファリナ。

			　ロートシルト王国の東、ヴェルガ帝国の南に浮かぶフォリオ島に存在するブルーワーズ最大の都市。

			　かつて、善と悪の神々が青き盟約を結び、人間の時代が始まったとされる伝説の地。

			　同時に、様々な災禍に見舞われている都市でもある。

			　海魔(クラーケン)や水竜(ウオータードラゴン)を中心としたヴェルガ帝国からの侵略に対抗し、黒竜災害(ドラゴンハザード)をも乗り切った。

			　海運の中継地として発展し、百層迷宮から発掘される財宝や魔道具(マジツク・アイテム)で巨富を築き、現在の人口は二〇万を超えるという。

			　貴族の身分証と学院からの紹介状で、面倒な入市手続きを免除されたユウトたち。

			　そんな都市に、ユウトたちは降り立った。

			「結構、大きな街ね」

			　初めてフォリオ＝ファリナを訪れたアカネが、ユウトと腕を組みながら街を見回し感心の声をもらす。

			　目を引いたのは三重の城壁。

			　今まで被ってきた被害への対策ももちろんあるだろうが、むしろ、それは内への備え。市街の中心にある百層迷宮からモンスターが溢(あふ)れた際の措置だ。

			　人通りも、ファルヴは元よりハーデントゥルムよりも多いが、地球の都市を知るアカネが驚くほどではない。

			「そうだな。この世界で最大の都市だからな」

			　自慢げに、ヴァルトルーデが薄い胸を張った。ユウトたちは百層迷宮に挑んだことはないが、買い物で何度か訪れたことはある。

			　今日の彼女は、魔法銀(ミスラル)のプレートメイルに討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を帯びている。

			　百層迷宮に挑む冒険者が多く存在するこの街であれば珍しくもないが――戦女神の化身のような彼女はやはり、注目を集めざるを得ない。

			　神の恩恵を一身に集めた美少女が、はにかむような微(び)笑(しよう)を浮かべているとなれば、なおさら。

			　それが、ともに歩く男――ユウトのせいだと知られたならば、世界最大の都市が怨(えん)嗟(さ)で包まれたことだろう。

			「見物は後にして、用事を済ませてしまいましょう」

			　そう提案するアルシアだったが、ユウトとの距離感を掴みかねているのか、いつもよりやや離れている。

			　結果として、腕を組んでいるアカネの一人勝ちだった。

			「ちょっと買い物したかったんだけど……、まあ、後で良いか」

			　交渉要員として、ヴァルトルーデとアルシア。アカネは、この世界に来てあまり外に出ていないため、リクエストもあって連れて来た格好。

			　そう考えれば、先に魔術学院へと行った方が良いだろう。

			「だけど、行ったことないんだよな、あそこ」

			　そう言いわけしつつも、迷いなくユウトは歩き始める。

			　歴史のある街だが、石畳で舗(ほ)装(そう)された道はメンテナンスが行き届いており清潔だ。

			　当たり前だと思っていた光景。

			　それが、いかにコストと情熱が必要なことか、当事者になって初めて知った。

			「その割に、勇人は迷いがないわね」

			「目立つものね」

			「ああ。あれがそうだったのか？」

			　ヴァルトルーデの視線が、やや上へ向く。

			　その先には、灰色の大きな建物があった。小高い丘の上に建てられたそれは、教会と城を足して規模を大きくしたような偉(い)容(よう)を誇(ほこ)っている。

			　アカネが建物を眺めて感想をもらす。

			「なんかこう、ヨーロッパの大学って感じね。見たことないけど」

			　街のなかを流れる川の向こうにあるため、石造りの立派な橋を渡っていかなければならない。橋を渡りながら、アルシアが解説する。

			「この橋を、大賢者が一晩で作ったという伝説があるそうね」

			「凄(すご)いわね。日本にも、いろんな所で温泉掘り当てたお坊さんがいるけど」

			「朱音、それを同列に扱うのは、どうなんだ？」

			　なにしろ、このくらいの橋ならユウトでもやろうと思えば作れる。それも、一晩もかからずにだ。今のところ、呪文で建築費を浮かせても仕事をなくすだけだし、急ぐ必要もないからやるつもりはないが。

			　途中、少しだけ疲れ気味のアカネに気遣いつつ、三十分ほどで正門に到着した。

			　門番に来訪の意図を伝え、学院からの紹介状を手渡す。

			「ユウト・アマクサ様ですね。聞き及んでおります。こちらへどうぞ」

			　紹介状の中身を改めると、拍子抜けするぐらい簡単に学内へと案内された。

			「なんか、ヴァルがまるっと無視されてない？」

			「私は、そのほうがありがたい」

			「魔術学院ですからね。魔術師(ウイザード)至上主義ではありませんが、あの大賢者の関係者であり大魔術師(アーク・メイジ)でもあるユウトくんは、最重要人物でしょう」

			「アルシアも、トラス＝シンク神の大司教(パトリアーチ)ではないか」

			　死と魔術の女神の信徒であれば、それなりの扱いを受けても良いはずではないか。そうヴァルトルーデが指摘するが、アルシアは口元に微(び)笑(しよう)をたたえて首を振る。

			「今の私はユウトくんのおまけですし、基本的にトラス＝シンク神の信仰は、規模も活動も小規模ですからね」

			「あー」

			　なんとも言えない表情でアカネが理解を示す。

			　魔術師(ウイザード)のなかにもトラス＝シンク神の信奉者はいるが、少数派。相手が門番とあれば、こんなものだ。そもそも、特別扱いされたいわけではない。

			　ユウト一人先行し、彼の婚約者たちは少し離れて固まって移動する。

			　ヴァイナマリネン魔術学院はコの字型の建物で、中央塔、東館、西棟に分かれていた。

			　中央塔には、講義室や、実習所、事務部門、食堂などの学校としての機能が集められており、学長室もこの最上階にある。

			　西棟は、生徒たちの宿舎や図書館。東館は教授たちの研究室があるという。

			　今ユウトたちが進んでいる中庭には、警備員の詰め所や、黒竜災害(ドラゴンハザード)の際にこの学院で討ち取られた古黒竜ダーゲンヴェルスパーの骨格がオブジェとして飾られている。

			「さすがファンタジー……」

			　アカネが目を丸くしているが、このオブジェが標準だと思われても困る。こんなものはここにしかない。

			　呪文書や教科書片手に議論する見習い魔術師(ウイザード)たちの視線を受けながら、ユウトたちは中央塔に入り、長い階段を上って学長室へと移動する。

			「エレベーターとか、エスカレーターはないの？」

			「ない。背負うわけにもいかないから、頑張ってくれ」

			「うう……。運動不足ってわけじゃないはずなのに……」

			　この辺りが、一年間冒険者と過ごしてきたユウトと、文明人であるアカネの違い。鎧(よろい)を身につけたヴァルトルーデやアルシアも平然としているのだから、文句も言えない。

			　五分以上は登り続けただろうか。

			　いくつかの扉を通過し、ようやく目的地に到着した。

			「学長、お客様をお連れしました」

			「どうぞ」

			　案内の門番が、少しだけ豪華で重厚な扉を開き、ユウトたちを室内へと案内する。

			　まず、目に入ってきたのは大賢者ヴァイナマリネンの肖像画。

			　その下に、ユウトと同じ純白のローブを身につけた老人が座っていた。

			　目元はしわが寄り、彼が生きてきた年月の深さを連想させる。好々爺然とした微笑(ほほえ)みは、まるで孫を迎え入れるかのようだ。

			　清潔に切り揃えられた短髪は白くはなっているものの、快活で若々しい印象を与える。

			　彼は執務机から離れ、気さくな様子でユウトへ握手を求めた。

			「私が、ヴァイナマリネン魔術学院の学長メルエルだ」

			「初めまして。ユウト・アマクサです」

			　握手に応じながら、ユウトは老魔術師(ウイザード)の視線を受け止める。

			　メルエル。ヴァイナマリネンの高弟の一人。数少ない大魔術師(アーク・メイジ)の一人にして、数多くの魔術師(ウイザード)、魔導師(ウオーロツク)を育て上げた教育者。世界最高の学府の長。フォリオ＝ファリナの議会も、その意向には逆らえないとされる。

			「噂は聞いているよ。なんでも、我が師の学問の師だとか」

			「そんな大層なものじゃありません。他世界の歴史を教えているだけです」

			「最近のヴァイナマリネン師は実に楽しそうだよ。こんなことは、数十年ぶりではないかな？」

			　朗(ほが)らかに笑うその様は、気むずかしい魔術師(ウイザード)という一般的なイメージとはかけ離れている。

			　初対面だが、その誠実そうな人柄に惹(ひ)かれているユウトがいた。

			「立派な肖像画ですね」

			「ああ、これかね。飾ってから、我が師は滅多に寄りつかなくなったよ」

			「うちにもひとつ欲しいな」

			「魔除けになるわね」

			　アカネがついそんなツッコミを入れるが、すぐに失言だったと口を押さえる。

			「ははは。確かに、御利益は充分だ。とはいえ、一週間ほど前に突然やってきたがね」

			　気分を害した様子もなく、メルエルは笑い飛ばした。

			「ああ、挨(あい)拶(さつ)が遅れて申し訳ありません。イスタス伯、ヴァイナマリネン魔術学院の学長メルエルです」

			「こちらこそ、突然の来訪申し訳ない。ヴァルトルーデ・イスタスだ。こちらは、トラス＝シンクの大司教(パトリアーチ)アルシア」

			「初めまして、アルシアです。お目にかかれて光栄です」

			　ヴァルトルーデはぼろが出ないうちに話をアルシアへと振り、アルシアはそれを理解してなのか、いろいろな意味を含んだ微(び)笑(しよう)で応対する。

			「えっと……」

			　今さらながら、場違いであることに気付いたのだろう。

			　戸惑うアカネを見て、ユウトがすぐにフォローを入れる。

			「それから、同じ世界から来た来訪者のアカネ・ミキです」

			「我が師が仰(おつしや)っていた、魔道具(マジツク・アイテム)の所有者だね？　素晴らしい機械だと褒(ほ)めちぎっていたよ。まさか、可愛(かわい)らしいお嬢さんが持ち主だとは思わなかった」

			「ああ、いえ、まあ……」

			　――アカネは文書作成ソフトを自在に操るようになったヴァイナマリネンを思い出し、愛想笑いを浮かべるのがやっとだった。かなり本気でノートパソコンを買い取ろうとしてきたこともあり、苦手意識がある――。

			「いつまでも立ち話もなんだね。座ろう……にも、ソファが小さいか」

			　室内にある応接スペースには三人掛けのソファが二脚しかなく、このままでは誰かがメルエルの隣に座らなくてはならない。

			「では、こうしよう」

			　メルエルが、軽く手を打ち鳴らす。

			　するとソファから爆発したかのような煙が上がり、一回り大きなサイズに変化した。

			「おおう」

			「はは、よく驚かれるよ」

			　上機嫌で、改めて席を勧めるメルエル。

			　彼もまた、やはりヴァイナマリネンの薫(くん)陶(とう)を受けた人間だったようだ。

			「お茶を頼むよ」

			　ずっと控えていた秘書らしいエルフの女性へ命令を下しながら、ソファへと腰を下ろすメルエル。

			「さあ、どうぞ」

			「失礼します」

			　ユウトは中央に座り、アカネは素早くその右隣を確保。

			　残されたヴァルトルーデとアルシアは視線で譲り合いをしたが――「あなたが端に座るわけにはいかないでしょう？」という圧力に負け、鎧(よろい)姿の聖堂騎士(パラデイン)が残された左隣に座った。

			「早速ですが、これが師匠――テルティオーネからの書状です」

			「ふむ」

			　アルシアが席に着いたことを確認してから、ユウトは巻物状の羊(よう)皮(ひ)紙(し)をテーブルの上に置く。

			　一見、呪文の巻物(スクロール)にも見えるが、ユウトの提案の後、猛烈な勢いでテルティオーネが書き記した企画書のような物だった。

			　それを受け取ったメルエルは、時折うなずきながら目を通している。集中するあまり、自らリクエストした、この世界では珍しい紅茶にも手をつけようとしない。

			　見かねたユウトが口に付けると、安心した様にアカネもシュガーポットへ手を伸ばした。遠慮なく砂糖を使う姿に、ヴァルトルーデが目を丸くしていたが。

			　そうして、十分も経っただろうか。

			「うん、結構。大いに結構」

			　突然大声を上げ、メルエルは巻物をテーブルの上に置き、紅茶を一息で飲み干した。

			「アマクサくんは、魔術師(ウイザード)の現状をどう思っているかね？」

			「過大評価と過小評価……ですかね」

			「ほう。詳しく聞きたいね」

			「理術呪文は、一部の限られた人間にしか使えない。これが過大評価です」

			「なるほど。それゆえの、初等魔術教育か」

			　ユウトはゆっくりとうなずく。

			「極めるというのであれば大変でしょうけど、生活でちょっと使える便利な呪文というだけであれば、そこまで苦労することはありません」

			「きちんとした教育を受けさせていれば、だね？」

			「ええ。そして、そのちょっとした呪文は過小評価され、派手な呪文ばかりが理術呪文であるかのような受け取られ方をしています」

			　ユウトとメルエルの話が真実なのかは、聞いている三人には判断できない。

			　しかし、これだけは確実に言えただろう。

			《瞬間移動(テレポート)》で縦横無尽に動き回っているユウトが言うなと。

			　そんな思いとは無関係に、我が意を得たりとメルエルは大きく手を叩く。

			「その通りだ。理術呪文とは、特別なものではない。誰にでも門戸は開かれるべきだ。その深奥に触れたいのであれば、このヴァイナマリネン魔術学院がある」

			「ということは？」

			「全面的に協力しよう……と、言いたいところなのだがね」

			　ここで、メルエルは肩を落とす。

			「私は独裁者ではないのだよ。教授会に諮(はか)らねばならないが……」

			「なにか問題が？」

			「学外の魔術師(ウイザード)からの提案だから、もめるだろう」

			「むう……」

			　政治的な話になり、横で聞いていたヴァルトルーデが失望のつぶやきをもらす。

			「誰しも、ユウトくんやテュルの様な人間ではないということね」

			「そこも、問題でね」

			「どこです？」

			「テルティオーネは、この学院を放逐されたのだよ。他の教授と教育方針でぶつかって」

			「ああ……」

			　ユウトはテルティオーネから課された修業を思い出し、納得せざるを得なかった。

			「なにか、説得できる材料があると良いのだが……」

			「そんなに、調子よくはいかないわよね」

			　現実は非情であると、アカネがまとめた。

			「困ります。今は、来客中です」

			「では、学長はいらっしゃるのだろう。通してもらうぞ」

			　アルシアからも提案が出たところで、にわかに外が騒がしくなってきた。

			「なんでしたら、もう、帰りますが？」

			「いや、そのままで結構。通してくれたまえ」

			　腰を浮かしかけたユウトを手で制し、メルエルは秘書へと告げる。

			「メルエル学長！　今日こそ百層迷宮の探索許可をもらうわよ」

			　音を立てて入ってきたのは、アッシュブロンドの髪をサイドテールにまとめた少女。

			　恐らく、このヴァイナマリネン魔術学院の生徒なのだろうが、魔法銀(ミスラル)の胸甲(ブレストプレート)を身につけていた。

			　武器は持っていないが、魔法騎士(エルドナイト)だろうかと、ユウトは当たりをつける。
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			「それはできないとこの前も言ったばかりだろう、ペトラ・チェルノフくん」

			「どうして？　私も、仲間も実力は充分よ」

			「噂には聞いているよ。その上で言っているのだ、許可できないとね。少なくとも、キミのパーティで、彼女に打ち勝てるぐらいでなくては、話にならないよ」

			　いきなり引き合いに出されてヴァルトルーデは驚きを浮かべるが、すぐに平静を取り戻しペトラ・チェルノフと呼ばれた女生徒に視線を向ける。

			　悪くはない。

			　理術呪文の腕は分からないが、単純な近接戦は年齢の割にはそこそこの腕前だろう。

			　けれども、それ以上でも以下でもない。

			　顔から察するに、そう、ヴァルトルーデは評価したようだった。

			「分かったわ。そこの聖堂騎士(パラデイン)を、私一人で討ち果たせばいいのね」

			「その時点で、落第ですね」

			　アルシアの冷ややかな一言が、ペトラ・チェルノフと呼ばれた女生徒をさらにヒートアップさせた。

			「なによ、その態度は！　この私を――」

			「よし。こうしよう」

			　メルエルが両手を叩き、乾いた音が室内に木(こ)霊(だま)する。

			「アマクサくん、ひとつ彼女を更生させてくれたまえ」

			「は？」

			「それを功績として、例の件を教授会に諮(はか)ろうじゃないか」

			　好々爺の様な微(び)笑(しよう)を浮かべながら丸投げするメルエルを凝視し、ユウトは乾いた笑いを浮かべることしかできない。

			　やっぱり、この人もジジイの弟子だったかと大きなため息を吐いた。

		

	
		
			５・地獄の特訓

			　

			「少し、彼女と話をさせてもらえますか？」

			　引き受けるとは言わず、ユウトは先に情報収集の許可を求める。

			　メルエルは鷹(おう)揚(よう)にうなずき、場所を空けるためソファから立ち上がり、学長席へと移動した。ヴァイナマリネンの肖像画の下から、成り行きを見守るらしい。

			「まずは、ここに座って。ええと……」

			「ペトラ・チェルノフよ」

			　名前は憶えていたが、反応を見たかったのでわざと言葉をつまらせる。

			　ユウトの意図に気付いたアカネとアルシアが、人が悪いわねと微(び)笑(しよう)を浮かべた。

			「ユウト・アマクサ。縁あって、学長にお願いをしに来ていたところだ」

			「ふぅん。変わった名前ね」

			　とぼけているのか、それとも本当に知らないのか。

			　後者なら好都合だなと思いつつ、ユウトは質問を始める。

			「聞いていたと思うけど、学長からキミの更生を仰(おお)せつかってしまった。お互いに利用するつもりで、協力しようじゃないか」

			「バカじゃないの？」

			　ペトラの率直すぎるその言葉に、ヴァルトルーデが色めき立つ。

			「ヴァル」

			「……分かった」

			　その一言で引き下がってくれたが、このまま終わるとは思えない。それに、アルシアからも剣(けん)呑(のん)な雰囲気が感じられた。

			　正直、そちらの方が厄(やつ)介(かい)だ。

			「キミの評価に興味はない。ただし、俺は学長に口添えをしてキミの希望を叶えうる存在である。これを認識してくれ。憶えられないほど、バカじゃないだろう？」

			「ふんっ。良いわよ。話だけは聞いてあげる」

			　どうやったらここまで傲慢なパーソナリティが育つのか――アカネは異世界の神秘に直面し、驚きを隠せないようだ。

			「じゃあ、いくつか質問だ。なぜ、百層迷宮に潜る必要がある？」

			「話せないわ」

			　にべもない返答に、再びユウト以外の三人が色めき立つ。

			　当然だ。愛する男が、こんな小娘にバカにされて平然としていられるはずがない。

			　三人を視線だけで抑えながら、ユウトは『話せない』という返答を心に刻む。

			「では、何層を目指しているんだい？」

			「……四十五層よ」

			「なるほど。代わりに、俺たちが潜ろうか？」

			「それはダメよ！」

			　過(か)剰(じよう)とも言える反応を見せ、サイドポニーのアッシュブロンドを振り乱して拒絶した。

			　その豹変ぶりに、ヴァルトルーデたちも驚きの表情を隠せない。だが、ユウトだけは冷静に相手を観察していた。

			「絶対にダメ……」

			　癖なのだろう。ペトラは無意識に親指の爪を噛み、重ねて否定する。

			「質問を変えよう。キミは魔法騎士(エルドナイト)だね？　ダンジョンに潜る仲間は何人いる？　構成は？」

			「仲間は……三人よ。同じ学院に通う魔術師(ウイザード)とフェルミナ神の司祭(プリースト)と、ドワーフだけど盗賊(ローグ)がいるわ」

			「仲間の実力は、同程度と考えて良い？」

			「ええ」

			「よく分かった」

			　ユウトは微笑(ほほえ)みながら言う。

			「学長の判断は至極まっとうだ。バカはそちらだね、ペトラ・チェルノフ」

			　まず、前衛があまりに薄い。

			　ペトラの実力も低いとは言わないが、目指す場所を考えれば力不足は否めない。仲間も同程度となれば、やはり無理がある。

			　管理者として許可を出せないのは当然だろう。

			「なんなのよ！　あんたは！」

			　けれど、ユウトの判断は彼女に通じない。

			　あまりにもあまりな発言に、激(げつ)昂(こう)したペトラが武器を抜こうとし……門番に預けていたことを思い出したようだ。代わりに、かみつくような視線でユウトをにらんでくる。

			「……ユウト。なにをしたいのか分からぬが、これ以上は私が我慢できそうにない」

			「同感ですね」

			「二人とも、ちょっと冷静に……ね？」

			　ヴァルトルーデもアルシアも基本的には温厚だが、無礼を笑って看(かん)過(か)するほどお人好しでもない。

			　そのため、アカネが抑えに回るという事態が発生していた。メルエルは、面白そうにこちらを眺めているだけ。

			「実力だけでなく、性格もダンジョンに向いていない。それは自分でも分かっているだろう？」

			「まだ、私を侮辱するつもり？」

			「正当な評価だよ」

			「私は、チェルノフ家の息女よ！　その私相手に、これほどの暴言を吐いて。覚悟はできているんでしょうね!?」

			　恐らく、身分を持ち出すのは我慢していたのだろう。

			　だが、その自制心は脆(もろ)くも崩れ、脅(おど)しつけるようにユウトへ指を突きつける。

			「チェルノフ家？」

			　けれど、ユウトには通じない。

			　どこかで聞いたような気がするけど……と、メルエル学長へと視線を向ける。

			「彼女、ペトラ・チェルノフは、フォリオ＝ファリナに九人しかいない世襲議員の一人、パベル・チェルノフの一人娘。まあ、他国で言う貴族令嬢といったところだね」

			（なるほど。それなら、そういうこともあるかな）

			　仮説が補強されつつあるなと、ユウトはペトラへ向き直る。

			「キミがなにものかは、分かった。だけど、それならここにいるヴァルトルーデはロートシルト王国から伯(はく)爵(しやく)の位を賜(たまわ)っているよ」

			「嘘よッ！」

			「そう思うのはキミの自由だ。あと、俺も近々叙(じよ)爵(しやく)予定なんだが……。さあ、国際問題が発生しかねない状態だ。どうしよう？」

			「う、嘘よ……」

			「そう思うのはキミの自由だ」

			　無慈悲に繰り返されるユウトの言葉に、ペトラの可(か)憐(れん)な唇がわななく。

			　なにより、ヴァルトルーデ本人は元より、アルシア――黒いローブを着た眼帯の女からも無言のプレッシャーを受けている。その二人を抑えていた奇妙だが魅力的な服装の女――アカネも、鋭い視線でにらみつけている。

			「あ、あの……ご、ごめん――」

			「まあ、別にそれはどうでも良いんだが……」

			「はぁっ!?」

			「明日、正午に仲間を連れて学院の中庭に来てもらおうか。一週間……いや、三日は過ごせる荷物に、完全武装でだ」

			「ど、どういうつもりよ」

			「決まっている。更正させるのさ、主にキミを」

			　

			　翌日、時間ぴったりにペトラ・チェルノフは姿を現した。

			「さて、よく集まってくれたね」

			　古黒竜ダーゲンヴェルスパーの前で待ち受けていたユウトは、四人を笑顔で迎え入れる。

			　ペトラは愛用の魔法銀(ミスラル)の胸甲(ブレストプレート)を装備し、切れ味を鋭くする魔化が施(ほどこ)されたロング・スピアを背負っていた。

			「よ、よろしくお願いします」

			　むすっとして挨(あい)拶(さつ)をしようとしないペトラに代わり、頭を下げたのは眼鏡をかけたショートカットの少女だ。

			　地味な顔立ちだが、クラスの男子からは陰で人気がある――そんな、アカネなら同意してくれそうな印象を抱く。

			「ネラ・チェルノフと申します。ペトラお嬢様の身の回りのお世話などを仰(おお)せつかっています」

			「キミが、もう一人の魔術師(ウイザード)だね」

			「はい。昨日は、お嬢様が大魔術師(アーク・メイジ)様にご無礼を働いたようで、本当に、なんとお詫びをしていいものか」

			「ネラ、こんな奴に謝らないで良いわよ」

			「お嬢様！」

			　同じ苗字にもかかわらず、この関係。本家と分家なのだろうか？

			　特に関心もないので、その推測を事実として扱うことにするユウト。

			「そうですよ、ペトラ。貴方の気持ちも分かりますが、礼を失したのはこちらですよ。そもそも、いつも言っているではありませんか。挑発するような物言いは止めなさいと」

			　こんこんと説教を始めたのは、太陽神フェルミナの聖印を胸に下げた二十代半ばの女性。

			　アルシアほどではないが黒髪を背中の辺りまで綺麗に伸ばし、白いローブに慎ましやかな肢(し)体(たい)を包んでいる。

			「ミルシェと申します。以後、お見知りおきを」

			「ワシはデガルじゃ。面倒をかけるの」

			「とんでもない」

			　全員、それぞれの武器や鎧(よろい)といった装備の他に、背(はい)嚢(のう)を用意している。ユウトの言ったことは、ちゃんと伝わっているらしい。

			「迷惑をかけるのは、こちらですから」

			「それは、どういうことでしょう？」

			「更生を依頼されましたが、恐らく、目的を達すれば丸くなると思うんですよね」

			「はい！　お嬢様は、本当はお優しい人で――」

			「ネラ！　余計なことは言わないで良いのよ！」

			「なので、手っ取り早く、百層迷宮の四十五層を目指せるようにしたいと思います」

			　そう宣言すると同時に、ユウトは呪文書を取り出し、そのページを八枚切り取ってペトラたちの足下に飛ばした。

			「《次元移動(デイメンジヨン・トラベル)》」

			　四人の足下に、虹色の次元の扉が開く。

			　抵抗はおろか、悲鳴を上げる暇すら無く飲み込まれていった。

			「じゃあ、俺も行こうか」

			　中央塔の頂上。学長室の辺りを仰ぎ見てから、ユウトも次元の扉へ飛び込んだ。

			　瞬間的な意識の断絶。

			　次に目に入ったのは、茫然自失とするペトラたちの顔だった。

			「あああああ、あんた！　ここ、どこなのよ！」

			「冥(めい)府(ふ)の表層だけど」

			　冥府、妖(よう)魔(ま)の住まう地。

			　見渡す限りの荒野だが、黒い金属のような物で覆(おお)われ、生えている植物もまるで石のようだ。太陽は出ているが暗く、まるで闇に照らされているかのような錯(さつ)覚(かく)を憶える。

			　風は濁っており、空気はよどみ、呼吸をするだけで吐き気を催す。

			　これでも表層ということで、ブルーワーズとそう変わりはない。

			　なにしろ、なんの呪文や魔道具(マジツク・アイテム)の加護もなしに生きていられるのだから。

			「ここで特訓をして、三日でメルエル学長が認めるほど強くなってもらうから」

			　ユウトは、注文を伝えるかのように、そう淡々と告げた。

			「あ、あんた！　なに言ってんのよ！」

			《次元移動(デイメンジヨン・トラベル)》が第八階(かい)梯(てい)の大魔術師(アーク・メイジ)級の呪文であることなど、目の前の光景とユウトの宣言で吹っ飛んでしまったのだろう。

			　ペトラが噛みつかんばかりに、ユウトへ迫る。

			「お嬢、静かにせい」

			　それを制したのは、パーティ唯一の男、ドワーフの盗賊(ローグ)であるデガルだった。

			「なによ、デガル。ちょっ、いつも引っ張るなって言ってるでしょ」

			「あれを見んか」

			　頭には手が届かないため、アッシュブロンドのサイドテールを引っ張り、注意喚起する盗賊(ローグ)。

			　魔術師(ウイザード)のネラと司祭(プリースト)のミルシェも、身を屈め警戒態勢に入る。

			「あれって……なによ……あれ……」

			　ドワーフが指さした先。

			　そこには、黒い小山があった。

			　ただし、ぶんぶんと耳障りな羽音のする動く小山だ。

			「ハエでしょうか？」

			「かなり大きいように見えますが……」

			　そう言いつつ、ミルシェがユウトへ説明を乞う視線を向けるが、当然ながらユウトは黙殺。その態度で、彼女は現実――自分たちでどうにかする――を悟らざるを得ず、温厚なはずの笑顔をひきつらせる。

			「あんた、なんとかしなさいよ」

			「なんで？」

			「なんでって、責任とりなさいよ」

			「女性から言われたくない台詞(せりふ)でランキングを作ったら、上位に入りそうだなぁ」

			　残念ながらそのジョークで場を和ますことはできず、デガルから消極的な賛成を得るだけで終わる。

			「それはさておき、もう修業は始まっているよ。このまま観察を続けるのか、戦うのか、退却するのか。決めるのも実行するのも、キミたちだ」

			　もちろん、ユウトもこの場にいる以上、本当に危険なことをさせるつもりはない。壊(かい)滅(めつ)しそうになれば、手助けはする。

			　ただし――

			「俺はただのセーフティネットだよ。最初から、頼られちゃ困るな」

			「お嬢様……」

			「とりあえず、この場から相手を観察するわよ。なにをするにしても、相手を知る必要があるわ」

			　腹をくくったのか、ユウトは頼りにならないと判断したのか、傲岸不遜な大魔術師(アーク・メイジ)に有能さを見せようとでもいうのか。

			　とにかく、観察を選択したペトラ。

			　そして――その選択を後悔するまで、時間はかからなかった。

			「うぐっ」

			　小山と思っていたもの。

			　それは、ひとつひとつが狼ほどの大きさがある蚊だった。冷静になると、遠目にも特徴的な針のような口(こう)吻(ふん)の存在が分かる。

			　その巨大な蚊の群れが牙(きば)を生やしたゴリラのようなモンスターへ集り、代わる代わる針を頭へ突き刺していく。

			　猩(しよう)猩(じよう)の妖(よう)魔(ま)と呼ばれるエイポヌリスも、やられるだけでなく丸太のような腕を乱暴に振り回してはいるが、数が違う。

			　ついに、針が目に突き刺さり、どうと倒れて絶命した。

			「さすが、冥(めい)府(ふ)です……」

			「なんて汚らわしい……」

			　だが、当然というべきか、これで終わりではない。

			　地面に倒れ伏した猩猩の妖(よう)魔(ま)エイポヌリスが不意に痙攣をはじめ、体内に長虫がのたくっているかのように全身が波打ち――ぴたりと止まる。

			　断(だん)末(まつ)魔(ま)の痙攣だろう。誰もが、そう思った。

			　ユウトを除いて。

			　動きを止めたはずの、頭部が爆(は)ぜた。

			　そこから、同じ蚊の妖魔が何匹も飛び出してくる。

			　これが、蚊の妖魔――ダブレルグスの産卵。

			　生まれたてのダブレルグスは苗床となった肉体から血を吸い、すぐに成体となる。

			　見る見るうちに干からびていく猩(しよう)猩(じよう)の妖魔エイポヌリスを見て、陽気なドワーフでさえも顔が青ざめた。

			　そんな彼らと蚊の妖魔の距離を測りながら、ユウトは一人《遠距離飛行(オーヴアーフライト)》の呪文を発動させた。戦うにしろ、逃げるにしろ、徒歩で付いていける自信はない。

			「それで、どうする？」

			「どうって……」

			　言われるまでもなく、決断を下さねばならない。

			　けれど、ペトラは衝撃的な光景を前に、吐き気をこらえるのがやっとだ。

			　討伐の依頼を受けて、あるいは偶(ぐう)発(はつ)的(てき)に、ゴブリンやオーガなどの悪の相を持つ亜人種族と戦ったことはある。おぞましい不死の怪物(アンデツド)を退(しりぞ)けたことも一度や二度ではない。

			　それでも、妖(よう)魔(ま)の冒涜的な所行に恐怖の感情を抑えきれなかった。

			「お嬢様、たぶんあれは蚊の妖魔ダブレルグスです」

			　そこに、魔術師(ウイザード)の少女――ネラの言葉が飛ぶ。

			「確かにおぞましい相手ですが、妖魔の序列では最下級。私たちでも、なんとかできます……たぶん」

			「でも……」

			　公私ともに、頼りにする少女の助言。

			　髪と同じ灰色の瞳(ひとみ)が揺れる。

			　ミルシェとデガルの二人は、任せるという目でペトラを見ていた。

			「……逃げるわよ」

			　どこへ？　とは、誰も聞かない。

			　とにかく、蚊の妖魔ダブレルグスの反対側へ、ペトラたち四人は駆けだした。

			　その先に、なにがあるかも知らず。

			　ペトラたちを空中から追走するユウトは、彼女の決断をそもそも評価の対象とはしていなかった。

			　戦えば、恐らく勝てただろう。しかし、今の状態ではちょっとした不注意で卵を植え付けられかねず、その恐怖で動きが鈍るのは避けられない。

			　一方、逃げたところで、より厄(やつ)介(かい)な相手に遭遇しかねないのが、表層とはいえ冥(めい)府(ふ)の現実。

			　その意味では、即座に決断を下した。それ自体に、価値があるかもしれない。

			「禍(まが)々(まが)しい悪の気配に溢(あふ)れています……」

			　硬い金属のような大地を踏みしめ、逃げ込んだ先は瘴気が漂う森だった。

			　広葉樹の様にも見えるが木々は奇妙に歪(ゆが)みねじくれ、枯れ果て得体の知れない実からは時折極彩色の気体が放出されている。

			　妖魔諸侯(デーモンロード)の一柱、妖樹の御子ニーケンララムの祝福を色濃く得た一帯。

			　妖樹の御子ニーケンララムがここ数十年行方不明であるため、その祝福も往時に比べて薄れている――という事実を聞いても、ペトラたちには慰(なぐさ)めにもならないだろう。

			　実は、祝福が薄れているのは既(すで)にニーケンララムが滅ぼされていたためであり、ユウトたちによって滅ぼされたのだと知っても同じだ。

			「す、凄(すご)いです……」

			「ああ。だが、立ち止まるわけにもいかんじゃろ」

			　意を決し、瘴気の森へと足を踏み入れる。

			「なんで私たちが、こんな目に……」

			　ペトラの口から愚(ぐ)痴(ち)が漏れるが、それでも警戒は怠らない。

			　後ろから見守るユウトの目にも、落ち度は見当たらない。

			　だから、それは相手が上回っていただけの話。

			「うッ、きゃああぁっっ」

			　瘴気の森に、少女の悲鳴が木霊する。

			「ネラ!?」

			　その前を進んでいたペトラが、反射的に槍を構えながら振り返る。

			　まず目に入ったのは、髭(ひげ)の様なもので雁(がん)字(じ)搦(がら)めにされた魔術師(ウイザード)の姿。次いで、その元へと視線を上げると、そこには椰子の実のような物が浮かんでいた。

			　ただし、その全面に単眼を見開いたバケモノ――浮遊する果実の妖(よう)魔(ま)フラミドウラスだ。

			「お、おじょうさま……。逃げ……」

			「こ、この妖魔!?」

			　精気でも吸収されているのか。髭のような物に巻かれているだけで、ネラはぐったりとして抵抗もできない。

			「《炎熱の矢(バーン・ボルト)》」

			　怒りに燃えるペトラが、腰に下げていた巻物(スクロール)入れから巻物(スクロール)を取り出し、魔法の槍にまとわせる。

			　呪文が発動すると同時に穂先が炎に包まれ、その勢いのままフラミドウラスの単眼目がけて槍を突き出した。

			「ギュルギュルギュルギュル」

			　それは命中には至らなかったものの、フラミドウラスは奇ッ怪な声を上げながら拘束を解き放ち、樹上へと逃れる。

			「《精気回復(リキユペレーシヨン)》」

			　ネラが地面に倒れるよりも早く司祭(プリースト)のミルシェが抱き留め、同時に回復呪文を唱えた。

			「お嬢、新手じゃぞ」

			　周囲を警戒していたデガルから、警告の声が飛ぶ。

			　それと、猩(しよう)猩(じよう)の妖(よう)魔(ま)エイポヌリスが降ってくるのは同時だった。

			「よりによって、こっちへ来るなんて」

			「ちぃッ」

			　エイポヌリスが丸太のような両腕でミルシェへつかみかかろうとする寸前、デガルがクロスボウを発射し、その腕にボルトが深々と刺さる。

			「《雷撃(ライトニング)》」

			　同時に、ギリギリで回復したネラが呪文書のページを三枚破り、自らとエイポヌリスの間へ等間隔に並べた。

			　弱々しく振り下ろした指先から雷光が迸(ほとばし)り、呪文書を導線にして猩猩の妖魔の巨体を撃つ。

			「とどめよ！」

			　そこに勇躍、ペトラがロング・スピアを突き出すが、再び現れた浮遊する果実の妖(よう)魔(ま)フラミドウラスの髭(ひげ)に巻き取られてしまう。

			「くっ、離しなさい！」

			「ギュルギュルギュルギュル」

			　単眼から喜悦の声を発し、妖魔が少女から精気を吸収していく。

			　それを、デガルが再装填の終えたクロスボウで妨害し、ミルシェは回復に追われ、猩猩の妖魔が牙(きば)をむき出しにして襲いかかり、ネラが呪文で迎撃を試み、また、フラミドウラスが現れるという魔のサイクルに陥(おちい)る。

			　そんな泥仕合を十分も繰り返し、最後は地力の差もあって、なんとかペトラたちは妖魔に打ち勝った。

			　けれど、肉体も精神も限界。恥も外聞もなく、その場にへたりこんでしまった。

			　しかし、ここは表層とはいえ冥(めい)府(ふ)だ。

			　小休憩を取る彼女たちの耳に、あの忌(い)まわしい羽音が聞こえてくる。

			　新たな苗床を、産卵の機会を狙って。追ってきたのだ、蚊の妖魔ダブレルグスが。

			「くっ。このままじゃ……」

			　動かなくては。

			　頭では理解しているが、弛(し)緩(かん)した肉体は易々と思い通りにはならない。脳裏に、あのおぞましい光景が浮かんでくる。卵を植え付けられ、貪られ、死ぬしかないのか。

			「嫌よ。こんなところで負けたりなんか――」

			「まあ、初日はとりあえずこんなものかな」

			　じっと黙って見ていたユウトが、初めて動く。ユウトの言葉を聞くまで、ペトラたちはその存在をすっかり忘れ、気にする余裕もなかった。

			「《冷気の矢(フロスト・ボルト)》」

			　呪文書から切り離されたのは、一枚の紙片のみ。

			　ユウトの前に浮かんだ呪文書のページから、五条の水色の光線が発射された。

			　それは狙いを過たず蚊の妖(よう)魔(ま)ダブレルグスを捉え、氷づけにしてあっさりと破砕する。

			　第一階(かい)梯(てい)の、新米魔術師(ウイザード)でも使えるような呪文で。

			「あはは、あはははははははは」

			　壊れた機械のように、ペトラが笑い声を上げた。

			「こんな簡単に倒せたなんて」

			　もちろん、第一階梯の呪文とはいえ、使用者により効果は変わってくる。ただし、《冷気の矢(フロスト・ボルト)》は一度に発射される光線の数だけが変わり、一本一本の威力はそのまま。

			　つまり、逃げ出さずに戦っていれば、あっさり倒せていた可能性が高い。

			「私のせいだわ……」

			　恐怖に駆られ、逃げだし、結果としてより大きな危険に飛び込んでしまった。

			　ペトラは自らの身体を抱き、恐怖に震える。

			「百層迷宮の四十五層は、ここよりも過酷なのね？」

			「潜ったことはないけど、話を聞く限りでは、そうだね」

			「メルエル学長の判断は正しかった……」

			「それも、イエスだ。ただ、今の戦いぶりをみる限り、ペトラ・チェルノフ。キミのせいだけとも言えない」

			　そう言ったユウトは、もう一人の魔術師(ウイザード)、ネラへと視線を向ける。

			「なぜ、あの場面で《雷撃(ライトニング)》を？」

			「私が使える呪文のなかで、一番威力があるから……です」

			「けど、倒せなかった」

			　冷静に事実を指摘する。

			「もちろん、倒してしまうのが最善だ。けれどそれは、目的じゃない。本当の目標は、状況を好転させることなんだよ。だから、あの場面では、《転倒(スリツク)》や《蜘蛛の糸(シルクウエブ)》の様な、行動を阻害する呪文の方がより良かった」

			　次に、ユウトはドワーフの盗賊(ローグ)に声をかける。

			「それから、デガルさん。あなたの危険感知能力はそれなりだと思いますが、警告だけで終わっている。攻撃も、敵を倒すには至らない。あまりにもお粗末だ」

			　当然、太陽神の司祭(プリースト)にも舌鋒が振るわれた。

			「ミルシェさん、あなたも回復だけに気を取られすぎている。結果として、状況判断がすべてペトラへ押しつけられている自覚はありますか？　本来であれば、状況を確認し、指示を出すのはあなたの仕事でもありますよ」

			　ユウトからの指摘を受けて、それぞれ思うところがあるのだろう。うなだれ、その言葉をかみしめる。反発する気力は、既(すで)にない。

			　最後、ペトラはなにを言われるのかと身構えたが――降ってきたのは意外な言葉だった。

			「ペトラ。頑張りは認めるけれど、戦闘時のリーダーには向いていない。ただ、戦士としての力量は、まあ、悪くないかな。でも、自分があれこれできるほど器用じゃないと認識はするべきだ」

			　罵倒の言葉が投げかけられるものと思い込んでいたペトラは、驚きに目を丸くする。

			　その瞳(ひとみ)には、わずかに涙が浮かんでいた。

			「事情を喋(しやべ)れないなか、一人で頑張ってきたのは分かる。けど、もう、一人で背負う必要はないんだよ」

			「お嬢の秘密をどこで知ったんじゃ……」

			　デガルがドワーフ特有の長い髭(ひげ)を揺らし、目を見開いて驚(きよう)愕(がく)を表す。

			「彼女は、百層迷宮に潜る理由を『話せない』と言った。『話したくない』でも『話す必要がない』でもなく、『話せない』だ。そして、百層迷宮の四十五層には秘宝具(アーテイフアクト)の神聖なる灌(かん)水(すい)器があるそうだね。そこから湧き出る聖水を口にすれば、万病が治るという」

			　しかし――と、ユウトは続けた。

			「ただ病気を治すだけであれば、それにこだわる必要はない。たぶん、呪いかな。指定された誰かが独力で神聖なる灌水器の聖水を手に入れ、それを飲ませることでのみ病は癒(いや)される。そんな呪いがキミの近親者にかかっているんだろう」

			　ユウトは名探偵の様にすらすらと、推測を口にする。

			　これが、ヴァルトルーデやアルシアがユウトへ一任した理由だ。もっとも、そのための手段――冥(めい)府(ふ)での特訓――を聞いて、かなり真剣に止めようとはしていたのだが。

			「でも、もう大丈夫だ。俺も協力をするから、一緒に試練を乗り越えよう」

			「うっ。わっ、わあぁぁっっん」

			　ペトラは泣いた。

			　人目をはばかることなく、泣いた。

			「だって、おどうざまは、議会の仕事でおいぞがしくて、なにもしてくださらないし。お母様は、人目に触れないようにって、離れへ閉じこめられてしまうし。誰にも喋(しやべ)れないから、わだじが、わだじが一人で、がんばらなくちゃって……ッッ」

			　泣きながらユウトの足にしがみつき、今までのストレスが爆発したかのように叫ぶ。

			　ペトラ以外のパーティメンバーは、その事情をもともと知っていた例外なのだろう。感情を爆発させるアッシュブロンドの少女の姿を見て、もらい泣きをしていた。

			「うん、キミは頑張った。もう少し。もう少しだよ」

			　ユウトは膝をつき、そんな彼女と目線をあわせて優しく頭を撫(な)でる。

			　アカネが見ていたら「どこの宗教の勧誘よ」とドン引きしているシチュエーションだったが、効果は絶大。例外なく、全員の目の色が変わっていた。

			「さあ、時間が惜しい。これを飲んで、次へ行こう」

			　無限貯蔵のバッグから取り出したのは、レン謹製の魔法薬(ポーシヨン)。傷や体力を回復させるそれを、惜しげもなく使って全員の戦闘準備を整える。

			「みんな、改めてよろしくね」

			　乱暴に涙を拭い、今までで一番の笑顔を浮かべたペトラが仲間たちへ手を伸ばす。

			「私は、いつでもお嬢様と一緒ですから」

			「フェルミナ神のご加護を」

			「もちろんじゃ」

			　四人の手が重なった。

			　とはいえ、それで急に連携が良くなるわけでも、実力が底上げされたわけでもない。

			　この後も、不気味な妖(よう)魔(ま)たちに翻弄され続けた。

			　しかし、ペトラたちは諦(あきら)めない。

			　初日の終わりにはコンビネーションが確立され、二日目には戦術が最適化され、あれほど翻弄された果実の妖魔フラミドウラスも、先制攻撃で排除できるようになっていた。

			　大量の魔法薬(ポーシヨン)を浴びるように使って何度も戦闘へ赴(おもむ)き、ユウトの適切なフォローを受け、戦闘後のミーティングを繰り返した結果だ。

			　そして、最後の三日目。

			「師(せん)匠(せい)、やりました！」

			　卒業試験として、ユウトは同行せず森のなかを探索したペトラたち。

			　三時間後、誰一人欠けることなくユウトが待機するベースキャンプに現れた。

			　血と泥で汚れてはいたが、表情は実に晴れやか。

			　手には、あれほど苦戦した猩(しよう)猩(じよう)の妖魔エイポヌリスの生首をいくつも抱えている。

			（ちょっと、やりすぎたかな……）

			　役目を果たした番犬のように、褒(ほ)めて褒めてと無言で迫るペトラの姿に若干の戸惑いを覚えつつ、求められるまま頭を撫(な)でるしかないユウト。

			「みんな、よく頑張った。今の実力なら、メルエル学長も必ず許可をくれるはずだ」

			「はい！　師(せい)匠(せん)のお陰です！」

			「学院へ戻るから、準備をしてくれ」

			「はい！　師(せい)匠(せん)！　みんな、三分で片付けるわよ！」

			　もはや、ユウトに反発していた頃の彼女を思い出すのも困難だ。

			　ユウトは手早く《次元移動(デイメンジヨン・トラベル)》を発動し、三日ぶりにブルーワーズへ戻る。

			　古黒竜の前にペトラたちを残したまま学長室へと移動しようとし――その途中で、待ちうけていたのだろうか、メルエル学長と行き合った。

			　いつもの好々爺然とした顔には苦笑が浮かんでいる。なんらかの手段で事情は把(は)握(あく)していたようだ。ユウトへ百層迷宮への立ち入り許可証を手渡してくれる。

			「アマクサくん。私が言うのもなんだが、君は教壇に立たない方が良いね」

			「今回は例外ですから」

			　まじめ腐った表情で、ユウトはそう答えた。

			　その後――

			　当然のように神聖なる灌(かん)水(すい)器から聖水を手に入れ、ペトラの母親は快(かい)癒(ゆ)した。

			　パベル・チェルノフ。フォリオ＝ファリナに九人しかいない世襲議員は、十年ぶりにベッドから起きだすことができた妻に、感動すればいいのか、豹変した娘になにがあったのか尋ねればいいのか。

			　終始、戸惑いの表情を浮かべていたという。

		

	
		
			６・カイコウ

			　

			　ユウトが、師テルティオーネへ学校運営を丸投げして数ヶ月後。ヴァイナマリネン魔術学院付属ファルヴ初等教育院はプレオープンの日を迎えた。

			　紆余曲折があり、なぜか付属校になっていたが、講師や教授を派遣する関係上、必要であるとメルエル学長から押し切られてしまったのだ。もっとも、教育方針に関してはイスタス伯(はく)爵(しやく)家の意向を最大限尊重するという覚え書きを交わしているため問題はないだろうと、ユウトは判断している。

			　学院からは三名の魔術師(ウイザード)、魔導師(ウオーロツク)が派遣された。

			　自らの才能に限界を感じていた者、幼年期からの魔術教育に興味を示した者、ドワーフの生徒が多いと聞いて同族のために名乗りを上げた者。

			　動機は様々だが、テルティオーネが面接の上、採用となった講師たちだ。能力的には、なんら問題ない。

			　また、彼らはハーデントゥルムやメインツへ分校を開設する際の将来的な責任者でもあった。

			　目的を達成したペトラも応募してきたのだが、もっと学院で学びなさいと却下されたそうだ。けれど、それが将来の採用を前提とした言葉だと、ユウトも気付いていなかった。

			　このように受け入れ側は着々と準備を整えていたが、保護者側には根深い拒否反応が存在した。子供といえども労働力であり、また、費用負担を考えれば当然のこと。

			　それはユウトも折り込み済みで、義務教育は無償。それどころか、誰もが耳を疑う条件をつけた。

			「学校へ通ったら、子供に給金を支払います。名目は、奨学金ですが」

			「は、ぁ……？」

			「給食……。つまり、昼食も出します。無料で」

			「はあぁ……？」

			　説明会を行う度に正気を疑われ、最終的には『まあ、あの家宰だし』と納得されたのも、良い思い出だ。

			　こうして、ようやくこぎ着けた体験会。

			　人間年齢で七から十二歳の子供を領内から無作為に選び、三つのグループに分けて、教室で順番に授業が行われる。

			　日本の小学校しか知らないため、それに準じた作りの校舎。

			　ユウトはまず、年少クラスの教室に後ろから入り、授業の様子を視察する。

			　ある意味、見慣れた風景。違うのは、生徒たちのなかに、ドワーフやハーフエルフ、岩巨人(ジヤールート)など、人間以外の種族も含まれていること。

			「思ったより、真面目に授業を受けているではないか」

			「そうね。もっと騒がしいかと思ったわ」

			　今日は、ヴァルトルーデとアカネが一緒だ。

			　特に服の広告塔になる必要はないため、ヴァルトルーデは萌(もえ)葱(ぎ)色(いろ)のチュニックにズボンという〝普通の〟格好。一方、アカネは初めて見る格好だが、控えめにチャコールグレイのセーターとフレアスカートという組み合わせ。

			　どれだけ試作しているんだ――などと暢気なことを考えているユウトだが、婚約者をお披露目する状態になっていることには気付いていない。

			　それはヴァルトルーデとアカネも同じで、唯一事態を把(は)握(あく)しているアルシアが、あえて指摘するはずもなかった。

			「なんか、懐かしいわね」

			「そうだな。文字は、全然違うはずだけど」

			　多元大全で作り方を調べたチョークを用い、黒板ではなく石版で読み書きを教えているのは魔術学院から招(しよう)聘(へい)した中年の女性講師。

			　魔術よりも、こちらの方が向いていたのだろう。実に楽しそうに子供たちと接している。

			　その子供たちにも小さな石版とチョークを配布している。紙の生産は将来的な課題だなと、ユウトは次の仕事に思いを巡らせる。

			　それは今後、意外なところから解決策がもたらされることになるのだが、現時点のユウトは知る由もない。

			「私も、あのなかに混ざるべきだろうか？」

			「それは止めとけ」

			「いろいろ、問題ありそうよね」

			「俺は、むしろヨナを通わせたい」

			「それは……無理だろう」

			　難しいではなく無理だと言い切ってしまうヴァルトルーデ。悲しいかな、それが共通認識だった。

			「だよなぁ……。授業は別として、同世代との団体行動に馴染ませたいんだけど」

			　そんなユウトの気持ちを知ってか知らずか。ヨナは朝から行方不明だった。野性的な直感だ。

			　このまま見学しているとヴァルトルーデが本気で授業に聞き入りそうだったので、ユウトは彼女を促(うなが)し、授業の邪魔をしないように次の教室へ移動する。

			　そこでは、テルティオーネがいろいろと間を飛ばして理術呪文の講義を行っている真っ最中だった。

			「世界は、何でできているか。おい、そこのお前、分かるか？」

			「え？　土？」

			「そういう意味じゃないが、まあ、そんなもんだろう。良いか、世界ってのは織物だ」

			「織物？」

			「そうだ。絵でも、音楽でも構わん」

			　いきなり飛ばしている師の姿を見て、向いてないなぁとユウトは苦笑してしまう。テルティオーネと小さな子供という組み合わせが、既(すで)に壊(かい)滅(めつ)的だ。

			「理術呪文は、織物に糸を加え、絵画に絵筆で色を足し、音楽に音を重ねる。そうすると、どうなる？」

			「べ、別物に……なる？」

			　テルティオーネから指された別の生徒が、自信なさげに答える。

			「そうだ。そして、それが魔法だ」

			　生徒たちの困惑が、見学をしているユウトたちにも伝わってくる。さらに言えば、ヴァルトルーデやアカネからも。

			「彼は、結構筋が良いかも」

			「テュルと一応会話が成立している時点で、逸材なのは間違いないな」

			「勇人の師匠って、どんだけなの……」

			　ヴァルトルーデは冗談を言ったつもりはない。純然たる、事実だ。

			　もっとも、今日は概要を話してイメージを持たせるのが精一杯だろう。なにしろ、他にも授業は予定されている。

			　例えば、道徳。

			　この初等教育院は神殿などと同じ区画に建てられており、その関係からか神殿からのアプローチも多数存在した。

			「良いでありますか？　ヘレノニア神は、こう仰(おお)せになっているであります。力に善も悪もない。ただ、振るう者によってのみ善悪は区別されると」

			　やり遂げたような顔で神の教えを語るのは、ヘレノニアのファルヴ神殿の副神殿長へと昇進したアレイナ・ノースティン。現場から離れて暇を持て余していた彼女は、計画を知るや真っ先に教師役へ立候補してきた。

			「それゆえ、自分たちは、常に正義を意識せねばならないのであります」

			「せんせー。よくわかりません！」

			　親しみやすさからか、十歳ほどの少年が半分笑いながら質問をする。

			「では、たとえ話をするでありますよ」

			　そう言って、アレイナ・ノースティンはユウトへ視線を向けた。

			　生徒たちの視線も、教室の後方で見学するユウトたちへ注がれる。

			「きれいなおねえちゃん……」

			「うん。どっちもきれい……」

			　クラスの女子が感嘆の声を上げ、男子たちは照れてなにも言えない。

			「自分には、そんな反応なかったでありますよ？　まあ、別に構わないでありますが……」

			　若干、釈然としないアレーナだったが、すぐに気分を入れ替え授業を続ける。

			「まず、領主が突然税金を倍にすると言い出したとするであります」

			「危ない例だなぁ」

			　思わずユウトの口から感想がもれる。とは言え、それを口にできるというのは健全な証拠でもある。

			「そんなの嫌だよ」

			「そうだぜ。母ちゃんの機嫌が悪くなるし」

			「しかし、領主には、兵士がいて力があるであります。逆らったら牢屋行きでありますよ。これが、無茶な要求を押し通す力でありますね」

			「ひどいー」

			「でも、かあちゃんが、去年は税金がただで助かったって。服とか買っちゃったって言ってたぜ」

			（良いぞ、少年。その調子だ）

			　心のなかで応援するが、アレーナは「たとえ話でありますよ」とスルーする。

			「それに対抗するには、王様に訴え出るなど方法はありますが――我々も武器を持って、兵士と戦う方法もあるであります」

			　いきなりの過激な発言に、ユウトは苦笑する。

			「ヴァルの神様って、本当にこんなことを言ってるの？」

			「分かりやすく極端な話になっているだけだ。肝心なのは、正義と善を意識する心だぞ」

			　アカネからの問いに、小声で、けれどしっかりとヴァルトルーデは答えた。

			「どちらも、戦うための力を持っているであります。この場合、悪いのはどちらでありますか？」

			「りょうしゅー」

			「その通りであります」

			　想定通りの流れに、アレーナは満足そうにうなずいた。

			「領主は、わがままを通すために暴力を用いようとしたのであります。これは悪であります」

			　そうならないよう、ヴァルトルーデが言うように、正義とはなにかを常に問い続けねばならない。

			　ユウトが想定していた道徳教育とは異なるが、他の神殿の授業もある。多様な価値観に触れるのは悪いことではない――と思うことにした。

			　

			　一通り教室を見て回ったユウトは校舎を出て、校庭へと移動した。

			　ユウトの肝いりで作られたサッカーフィールドと、その周りを囲む陸上のトラック。ブルーワーズでは体育など存在しないため、とりあえずユウトやアカネの経験からカリキュラムを作成する予定だ。

			「登り棒とか雲(うん)梯(てい)とかも欲しくなるな」

			「鉄棒もね」

			「ドワーフって、逆上がりできるのかな」

			　芝生までは用意できず、サッカーゴール以外他の設備もない殺風景なグラウンド。だが、将来への展望は山のようにあった。

			「これが、いつもユウトが言っていたサッカーとやらか」

			　特注して作らせた革のサッカーボールを、ヴァルトルーデはしげしげと眺める。

			「勇人もやるわね……」

			　アカネが、あきれたように言った。

			　男の趣味やこだわりは、往々にして理解されない。

			「ヴァル、ちょっと貸して」

			　ユウトは、感触を確かめるように手でくるくる回してから、おもむろにリフティングを始めた。

			　片足を浮かせて足の甲で器用にボールを保持し、勢いをつけて肩まで蹴り上げ首の後ろを通して、また足下へと落とす。

			「おお。器用なものだな」

			「このくらい、誰でもできるよ」

			　実際、サッカー部員であればこの程度は自慢にもならない。

			　いつも使っていたボールよりも重たく扱いは難しいが、昔取った杵(きね)柄(づか)といったところ。

			　その光景を見て中学校時代を思い出したのか、アカネは泣いているのか笑っているのか判別のつかない表情を浮かべる。

			　そんな来訪者たちが郷愁を感じる風景に、淫(いん)靡(び)な声が割り込んできた。

			「さすが婿(むこ)殿、器用なものよの」

			　燃えるような赤毛。刺激的な瞳(ひとみ)。淫蕩な微笑(ほほえ)み。

			「ヴェル……ガ」

			「久しいの、婿殿」

			　半神ヴェルガが、そこにいた。

			　

			「ヴェルガだと？」

			　ヴァルトルーデの蒼く美しい瞳がすっと細くなる。

			　悪の女帝ヴェルガ。もちろん、彼女はその姿を目にしたことなどないが、話に聞く特徴と、目の前の女の容姿は一致しているようだ。

			　なにより聖堂騎士(パラデイン)たる彼女なら、直感的に悟るはずだ。

			　あのように邪悪な存在が、他にいるはずもないと。

			「いかにも。妾(わらわ)がヴェルガよ」

			　帝王の風格をまとわせながら、鷹揚に赤毛の半神が肯定する。

			「どのようにしてとは、問わぬ」

			　吸血侯(こう)爵(しやく)ジーグアルト・クリューウィングでも、《悪相排斥の防壁(ウオール・オブ・ヴアーチユー)》を越えることができたのだ。

			　その主であるヴェルガに、どうにかできぬとは思えない。

			「だが、なぜ姿を現したかは答えてもらうぞ」

			　討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を持たずとも、ヴァルトルーデから漂う善なる霊気(オーラ)に一変の曇りもない。

			　引き込まれそうになる蒼い瞳(ひとみ)には悪を討つ力強い光が宿り、神が長い時間をかけて造型したに違いない相貌には、気高く厳かな美が宿る。

			「まずは、宣戦布告。できうるなら、強奪。あるいは、殲滅かの」

			　ふしだらと断じてしまいそうになる微(び)笑(しよう)をたたえ、ヴェルガは挑発的な言葉を発した。

			　崇(すう)敬(けい)の対象にすらなり得るヴァルトルーデと同じく、ヴェルガもまた美しかった。

			　だが、それは崇めるのではなく、溺れそうになる美。

			　玉座を離れているからか、いつも玩(もてあそ)んでいた王(おう)錫(しやく)ではなく黒い羽根で飾られた扇を手にし、漆黒のドレスは胸ぐりの開いた挑発的なもの。

			　破滅を予感しつつも、すべてを捧げずにはいられない。

			「いかに悪の半神ヴェルガといえども、万全の状態でここにいられるとは思えぬ。無傷で帰れるとは思わぬことだな」

			「その物言いからして、お主が婿(むこ)殿の婚約者の一人か。名を聞こう」

			「ヴァルトルーデ・イスタス」

			「憶えたぞ」

			　もしこの言葉を聞いていたならば、ヴェルガ帝国の宰(さい)相(しよう)シェレイロン・ラテタルは驚(きよう)愕(がく)を隠すことができなかったに違いない。

			　傲岸不遜な女帝が人間の名前を憶えるなど、帝国開(かい)闢(びやく)以来の椿(ちん)事(じ)に他ならないのだから。

			「これは……どうしたもんか……」

			　本来、一番の当事者であるはずのユウトは、火花を散らす二人を前にして、動くことができない。

			　なにか策を思いつくこともできず、なぜかグラウンドを転々とするサッカーボールの行方を気にしていた。

			　――一方、アカネは事情を完全に掴めないながらも、自分がウィーケストリンクになるだろうことを、しっかりと自覚している。

			　そして、相手が何者かは分からないが、ユウトを「婿(むこ)殿」などと呼ぶ以上、自分たちの敵であるとも理解していた。

			　下手に動いて目立たぬよう。

			　それでも、なにかあればユウトやヴァルトルーデの下へ駆け寄れるように集中する――。

			「それで、女帝ヴェルガよ。宣戦布告とはどういうことであろうか。既(すで)に、我らは交戦状態であるはずだが」

			「ふんっ。そのようにつまらぬ戦ではないわ」

			　淫蕩な唇を扇で隠し、ヴェルガは単刀直入に告げる。

			「そこな婿殿を、妾(わらわ)の伴侶に迎えるつもりでな。そのために邪魔な輩(やから)を排除せねばなるまい？」

			「断る」

			　一瞬で、ヴェルガの意図も気持ちも理解した上で、ヘレノニアの聖堂騎士(パラデイン)は即座に答えた。

			「ユウトを、誰にも渡すつもりなどない」

			「ヴァル……」

			「ああ、いや。そういうことでは、なくてだな。いいや、やはり、そういうわけでもあるのだが……」

			　率直すぎるヴァルトルーデの言葉に、ユウトまで顔が真っ赤になった。思わずヴァルトルーデを見つめて目が合う。

			　腹立ちを見せるかと思われたヴェルガだったが、氷のように冷たい瞳(ひとみ)で、面白いものでも見るかのように眺めていた。

			　注意が逸れたと判断したアカネが、ユウトの背中側へと走って来る。

			「朱音、大丈夫か？」

			「うん。なんとか……」

			　近づいて分かる、女帝の大いなる圧力。

			　ユウトの声に、アカネは弱々しい微笑(ほほえ)みを浮かべて答えた。

			「そういえば、婿(むこ)殿は、婚約者は二人いると申しておったな」

			「彼女は――」

			「夫婦の間に隠し事は要らぬ。恐らく、その娘も来訪者なのであろう？」

			「三木朱音よ。誰だか知らないけど、あたしも勇人の婚約者だから」

			　これほど一方にリスクのある、売り言葉に買い言葉もないだろう。それでも、アカネは正々堂々と言い切った。

			「その通りだ。女帝だか半神だか知らぬが、割り込む隙などない」

			　自らの意志を固めるかのように、ヴァルトルーデはさらに一歩前へ出て、女帝へと言葉を重ねていく。

			「そもそも、婿(むこ)殿婿殿となんなのだ」

			「え？　そこ？」

			「私は、ユウトが理術呪文を習得するのにどれだけ努力をしたか、知っているぞ。見知らぬ世界で、心細かっただろうに、前向きに生きてきたユウトを見てきたぞ。ともに戦い、何度も助け合い、私のために慣れない領地経営まで手伝ってくれたのだぞ」

			　ヴァルトルーデの言葉は止まらない。

			「私が、ユウトを世界で一番愛しているとは言わん。だが、ユウトは私が一番だと言ってくれたぞ。そんなユウトが、貴様になびくものか。渡せるものか」

			　子供が危険にさらされた際に動物が見せるような過(か)剰(じよう)反応だったが、間違いなく本音でもあるだろう。

			　まるで戦闘を終えた後のように荒い息を吐き、思いの丈をぶちまけたヴァルトルーデは、それでもなお美しい。

			　けれど、感(かん)銘(めい)を与えると同時に、衝撃も凄(すさ)まじい。

			「ごめん、ヴァル。ちょっと冷静になっちゃって……あたしはそこまで言えないわ……」

			「頼むから、そのままの朱音でいてくれ。二人してあんなこと言われたら、俺は悶え死ぬ」

			「愛されておるの、婿殿」

			　まるで他人事のように、女帝は淫靡に笑う。

			「だがのう。妾(わらわ)としても、はいそうですかと引き下がるわけにはいかぬわ」

			　扇を畳み、それをヴァルトルーデへと突きつける。

			「見ておらぬであろう？　知らぬであろう？　妾の帝都に島ひとつ落として平然としていた婿(むこ)殿の表情を。ただ壊すだけならば誰でもできる。じゃが、平和のためにあれをやってのけたのだぞ。そのような男子がいるなど、想像できようか」

			　陶(とう)然(ぜん)と、恋する乙女(おとめ)のように夢見る少女のように。けれど、乙女も少女も口にせぬ言葉を、奔放な女帝は連ねていく。

			「妾の胸の高鳴りを理解できるか？　できるのであれば、妾の気持ちも分かるであろう。伴侶とする他なかろうよ」

			「なるほどな」

			　口元を引き締めたヴァルトルーデが静かに言った。

			「引く気はないか」

			「お互いに、であろう」

			　一触即発。

			　とにかく場所を変えようと、ユウトが呪文書へと手を伸ばしたその瞬間。

			「《ディスインテグレータ》」

			　空から、援軍が現れた。

			　アルビノの少女――ヨナが、問答無用で万物を破壊する光線を放つ。

			　わずかに眉(まゆ)をしかめたヴェルガは、扇を振るってそれを逸らした。

			　それでグラウンドに大きな穴が開くが、気にしている場合ではない。

			「ヨナ、どうして」

			　飛行する超能力(サイオニツク・パワー)は維持したまま、垂直にヨナが降りてくる。

			「ユウトが危険な匂いがした」

			「とにかく、助かった」

			　超能力者(サイオン)特有の超知覚あるいは予知によるものだろう。本人に聞けば「ユウトのことならなんでも分かる」などと否定されそうな気がするが、状況を打破する要因になったのは確か。

			「なんと、婿(むこ)殿には幼女性愛の――」

			「ねえよ！」

			「それは一安心」

			　くすくすと小さく淫蕩に笑う。

			「この胸を小さくせねば愛せぬなどと言われたら、どうしようかと思うたわ」

			「くっ」

			　思わぬ方向からの攻撃に、ヴァルトルーデが傷ついたような表情を見せる。

			「ヴァル子、その、なんだ。俺はそういうの気にしないから」

			「だが、アルシアやアカネの胸は――」

			「今、言うことないだろ」

			「やれやれ、うらやましいことよ」

			　女帝の好色な美貌に挑戦的な色彩が加わるが――すぐに霧散する。

			「だが、これ以上は無粋よの」

			　そう言って、ヴェルガは扇をばっと広げた。

			「婿(むこ)殿、せめてこれだけは受け取ってくれぬか？」

			　いつのまにか、扇の上には印章指輪が乗っていた。それは独りでに宙へ浮かび、ふよふよとユウトの下へと移動する。

			「ヨナちゃんが？」

			「ううん。勝手に。突っ返す？」

			「いや、受け取るよ」

			「ユウト!?」

			　ヴァルトルーデが抗議の声を上げるが、それ以上の反対もしなかった。

			「これは？」

			「妾(わらわ)に会いに来るときに、見せてくれれば良い」

			「わか――」

			　指輪の造型を確認してから、ユウトは顔を上げ、了解の言葉を……最後まで口にすることはできなかった。

			　ひどく男好きのする、淫らで溺れてしまいそうになる美貌。

			　ヴェルガの顔が視界いっぱいに広がり、唇に生暖かい感触が広がった。

			　彼女の朱唇が押しつけられている。

			　そう自覚した瞬間、さらに口を押し広げ、にゅるりとしたものが押し入り、蹂躙する。

			　刻が止まった。

			「ぷはぁ……」

			　穢(けが)れを知らぬ少女のように――と言うには慎みのない声と表情で、満足そうに息を吐く。
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			「では、婿(むこ)殿。待っておるぞ」

			　扇を振るうと、にわかに闇が溢(あふ)れ、その淫蕩な肢(し)体(たい)を包み込む。

			　その言葉を置き土産(みやげ)に、半神である女帝ヴェルガはファルヴから消えた。

			　けれど、誰もなにも言えない。

			　数分後。

			「勇人、洗いなさい」

			　アカネがポケットからハンカチを取り出し、擦(こす)るようにして唇を力一杯拭っていく。

			「い、痛いって」

			「そうだ。洗うんだ」

			「《クリエイト・ウォーター》」

			　押し問答をする三人の横から、ヨナの抑揚のない声がする。

			　その瞬間、頭上から数十リットル近い水が突然降ってきた。

			「水かける」

			「かけてから言うなよ……」

			　水に濡れる髪に触れながら言うが、もちろん、自分に発言権とか拒否権のようなものが存在していないことは自覚している。

			　これからどうすれば良いのか。

			　ユウトは、途方に暮れるしかなかった。

		

	
		
			７・事情聴取

			　

			「キスしてた」

			「されていた、な」

			「してた」

			　女帝ヴェルガが最低限の目的――ヴァルトルーデたちへの宣戦布告――を果たし、ファルヴを去った後。

			　初等教育院での授業は続けられたが、さすがにユウトたちの視察は中止。ファルヴの城(じよう)塞(さい)、ユウトの執務室へ五人の関係者が集まっていた。

			「舌も入ってた」

			　執務用の机の前に座った――というよりは押し込められたユウトへ、冷たいを通り越して軽蔑するようなまなざしでヨナが言葉を重ねる。

			「……入れられた、な」

			　ユウトはそう訂正するが、その点に関しては自分自身、衝撃的すぎて言葉に力はない。

			「とりあえず、その指輪にはなんにもなかったのね？　はめた瞬間、あの痴女の所に瞬間移動させられるとか、盗聴器が仕込んであるとか、そういうトラップとか」

			「ないよ。それどころか、魔力はなにも感じられない。まあ、宝飾品としての価値はそれなりなんじゃないかと思うけど」

			　各種の呪文で鑑(かん)定(てい)していた印章指輪を、机(き)上(じよう)に転がす。

			「みんなから聞いた状況の通りで、女帝が嘘を吐いていないとすれば、本当に帝国内でユウトくんの身分を保証するだけのための物なのでしょう」

			　あるいは、キスが本命だったのかも知れない――とは言わず、アルシアがその指輪を取り上げた。

			「とりあえず、これは埋めましょう」

			「え？　いや、それは……」

			「でも、ただ埋めるのも危ないわよね。そうだわ。黒妖の城郭の跡地に捨ててくるのも良いかも知れないわね」

			「はい！　行ってくる！」

			　アルシアの言葉にだけは素直に従うヨナが《テレポーテーション》を使用しそうになったため、ユウトは泡を食って止めた。

			「分かったよ。全部話すから」

			「理解してくれてなによりだわ」

			　にっこり笑って、アルシアが印章指輪を再度机上へ転がす。

			　この大司教(パトリアーチ)は、王都セジュールでのトラス＝シンク神殿の会議に出席していたためヴェルガ来訪時にはファルヴにおらず、連絡を受けて帰ってきた時には、見たことがないほど厳しい表情を浮かべていた。

			　事情を聞いてまず彼女が行ったのは、ユウトへ石化や呪いなどを解除する《詛呪解除(ワードオフ)》や、魔法的な病気をも癒(いや)す《快癒(フリイ・リカバー)》、やはり魔法的な毒も取り除く《解毒(アンチドート)》といった呪文を使用すること。しかも、《詛呪解除(ワードオフ)》に関しては念入りに二回も。

			　いつも通りなのに有無を言わせぬ迫力で、ユウトに拒否をするという選択肢はなかった。

			　当然と言うべきか、なにか呪いをかけられた、あるいは魅了や支配の能力を使用されたということはなく、ただのディープキスだと判明しただけだったのだが。

			「ヴァル、ユウトくんから説明がありますよ。いつまでも、そんな部屋の隅にいるんじゃありません」

			「…………」

			　暗い顔をしたヴァルトルーデは、執務室の角で体育座りをしたまま顔をうつむかせている。

			　ヴェルガが帰った後、凄(すさ)まじい告白をしてしまったことに気付き、合わせる顔がないと、ずっとあんな状態だった。

			「面白がって体育座りをさせたのは、失敗だったわね……」

			「まあ、こんなことになるなんて誰も思わないよ」

			　気にするなと、ユウトはアカネを慰(なぐさ)める。というよりも、顔を合わせづらいのはこちらも同じだ。

			「……はぁ。仕方ありませんね」

			　無理矢理参加させても意味はないだろうと、アルシアはあきらめのため息を吐く。

			「それで、なぜユウトくんはあのヴェルガから『婿(むこ)殿』などと呼ばれているのかしら？」

			「話すと長くなるんだけど――」

			　ジーグアルト・クリューウィングからかけられたちょっかい。それを抑止するため、帝都ヴェルガの近郊に島をひとつ落とした。

			　そう話した時点で、アカネとアルシアはあきれ、沈んでいたヴァルトルーデですら驚きに目を丸くし、ヨナは「すごい、ずるい」と目を輝かせた。

			「まあ、ここまでは良かったんだけど。どうも、そのやり口とか亜神級呪文(イモータリイスペル)を使った技量を気に入られちゃったみたいでさ……」

			「核兵器なの、勇人は？」

			「確かにヒントはそこなんだが……。まさか、それがきっかけになって気に入られるとは思わなかった」

			「脅(おど)しに行ったらプロポーズされたとか、なにを言ってるのか分からないわよね」

			　アカネは同じ来訪者だけに、行いはともかく、抑(よく)止(し)力(りよく)のためにやったという意図を理解しており、ある程度ユウトの行動に肯定的なようだ。

			　だが、それはそれとして、アカネはユウトの対応に不可解さを感じている。

			「でも、違和感があるのよね。勇人なら、もっとすっぱりと断ってもおかしくないと思うんだけど」

			「そうね。ヴァルもアカネさんも選べないから、即座に両方を選んだユウトくんらしくないわ」

			「トゲがあるんですけど？」

			　むしろ、あれは両方を選ばせられたじゃないか――とは、さすがに言えない。

			「分かった。人質を取られてる」

			「朱音から変な影響を受けてないか？」

			「そのリアクション、正解と言わないまでもかすってるわね？」

			　ユウトはヨナの教育に悪いとアカネへ糾(きゆう)弾(だん)の視線を向けるが、あっさりと見抜かれてしまう。

			「これだから、幼なじみは……」

			「人質だと？」

			　その言葉に、ヴァルトルーデがすっくと立ち上がった。

			「どういうことだ、ユウト」

			「いや、具体的に誰かが危機に陥(おちい)っているというわけじゃないんだが……」

			　結局、全部話さなくちゃいけないのかと、ユウトは嘆息する。だが、ある意味で、気が軽くなるのは確かだ。

			「言われたんだよ。地球へ帰るためのヒントを持ってるから、帝都へ訪ねてこいってよ」

			「勇人……。あたしのせいで……」

			「全部がそういうわけじゃないけどな」

			　そうアカネを気遣いつつ、ヴェルガから渡された印章指輪を懐へとしまった。

			　今度は、どこからも反対は出てこない。

			「なあ、ユウト……」

			　立ち直ったヴァルトルーデが、それでも正面から顔は合わせずに、ユウトへと問いかける。

			「実際のところ、その、故郷へ帰る算段はどうなっているのだ？」

			　このファルヴの地下にあったオベリスクが崩れ去ったため、帰還の手段を失ったユウト。今度は、往復するための呪文を開発しているとは話していたが、高度すぎてヴァルトルーデも正確には把(は)握(あく)していない。

			「朱音には悪いんだけど……まずは、《念視(リモートサイト)》に似た呪文で、あっちの様子を観察するところから始めようと思っている」

			　まだ完成はしていないんだけどねと、部屋の片隅に安置されているミラー・オブ・ファーフロムを見ながらユウトは苦笑を浮かべた。

			「その呪文越しに、《魔力感知(センス・マジツク)》を使用することで向こう側の様子がある程度分かるのね？」

			「その予定かな。帰すだけだったら、亜神級呪文(イモータリイスペル)が使える今なら力技でなんとかなる可能性はあるけど……。自信は、あんまりないなぁ」

			「あたしにだけ変な配(はい)慮(りよ)とか、そういうのはなしよ」

			　笑顔で、あっさりと拒否されてしまった。

			「なので、どんなヒントかは分からないけど、完全に拒絶はできない」

			「最初から、相談してくれても良かったのではないか？」

			　ユウトの判断だ。深い理由があったのだろう――それが分かっていても、ヴァルトルーデは言わずにいられないといった様子だ。

			「確かに、ヴァルの言う通りだ。でも、あの女帝からプロポーズされるなんてなぁ」

			　あまりにもでたらめで、現実的ではない。

			　そう言われては、ヴァルトルーデたちにも返す言葉がなかった。

			「ねえ、勇人。向こうはこれで大人しくしてると思う？」

			「女帝自らこっちへやってくる……なんてことは、さすがに、もうしないだろ。なあ、ヴァル？」

			「そうだな。確かに邪悪ではあったが、あの女からは半神と呼ばれるほどの重圧は感じなかった。なにか理由があるのか、万全の状態で気軽に出かけるとはいかぬようだな」

			「そんな状態なのに、《ディスインテグレータ》が弾かれた……」

			「あー。まあ、でも助かったよ」

			　ショックを受けた様子のヨナを引き寄せ、頭を乱暴に撫(な)でてやる。

			「次は、消滅させる」

			「その意気込みは買う」

			「ヨナちゃんは、どうしてそんなに過激なのかしら……」

			「では、しばらくは安心ですね」

			「そう決めつけるのもどうかと思うけど……。とりあえず、王都のアルサス王子や宰(さい)相(しよう)閣下に相談かな」

			　敵国の元首が突然現れたなど、言うまでも無く前代未聞。その報告と、相談は重要だろう。

			　アルシアですら、そう思ってうなずいた。

			　しかし、ユウトはさらにその先――赤毛の女帝ヴェルガの意図を読み切っていた。

			　そのため、イスタス伯(はく)爵(しやく)家の家宰は、この日執務室へと集まったメンバーにはなにも言わず、しばらく姿を消した。

			「旅へ出ます。探さないでください」

			　こんな書き置きだけを残して。

		

	
		
			外伝・レベル１から始める冒険者生活　フォリオ＝ファリナのホーンテッド・ハウス

			　

			　源素界への入り口でもある太陽が、徐々に傾いていく昼下がり。

			　フォリオ＝ファリナの街を囲む市壁の外を、突風が吹き抜けていった。

			　しかし、砂塵を巻き上げた強風は一瞬で止み、誰もいなかった場所に、一人の少年が姿を現した。

			　黒髪はやや長く、無造作に伸ばしているといった風情だが、清潔感がある。前髪で隠れがちな瞳(ひとみ)には好奇の色が浮かび、じっと世界最大の都市を見つめていた。この辺りは、十代の少年らしい純粋さが感じられる。

			　しかし、彼は、ただの少年ではない。

			　白い善の魔術師(ウイザード)であることを示す魔道具(マジツク・アイテム)のローブの下には、詰め襟(えり)の学生服。この世界では、唯一無二の衣服だ。

			　地球から、異世界ブルーワーズへやってきた来訪者。未だ魔術を究めるには至っていないが、第七階(かい)梯(てい)の理術呪文まで行(こう)使(し)し大魔術師(アーク・メイジ)と呼ばれる資格を得たユウト・アマクサ。

			　それが、高校生という身分に代わる、彼の肩書きだった。

			「ここが、フォリオ＝ファリナか」

			　普段活動しているロートシルト王国のどの都市よりも、立派な城壁。前触れもなく異世界ブルーワーズへ飛ばされ半年以上――正確には、八ヶ月ほど――経過しても、珍しさが先に立つ。

			　それをあきることなく眺めていたが、ふと我に返った。

			　今日は、観光に来たわけではない。早く、仲間たちを迎えに行かなければ。

			　ユウトは市門へと移動し、簡単な手続きを経てフォリオ＝ファリナ市内へと足を踏み入れる。

			　地下にある百層迷宮を中心に発展し、いくつかの苦難を乗り越えて世界最大の都市となったフォリオ＝ファリナ市。

			　この世界では例外的に、清潔で整った市街。人通りの多さは日本にいた頃に比べれば大したものではないが、油断をするとぶつかりそうになるほどだ。

			　さすが世界最大の都市だと、ユウトは感心する。

			　しかし、そんな活気に溢(あふ)れる街並みを突っ切って、ユウトは適当な宿屋で部屋を借りた。

			　一人で二部屋借りようとしたときには、妙に筋肉質な宿の主人から訝(いぶか)しげな視線を向けられたが、平然と押し切る。相手も、後から連れが来るとでも解釈したのだろう。口に出しては、なにも言わなかった。

			　一週間分の宿代として、やや多めに金貨を握らせたことも良かったのかも知れない。

			「それに、連れが来るのは本当だしな。来るというか、連れてくるんだけど」

			　こちらの基準はまだ分かっていないが、ユウトの感覚からすると充分な広さがある部屋。八畳程度だろうか。掃除も行き届いていて、必要充分だ。

			　値段の割にはまともな部屋だったことに安(あん)堵(ど)しつつ、ユウトは呪文書を取り出した。

			「《瞬間移動(テレポート)》」

			　王都セジュールにある自宅の一室を思い浮かべながら、呪文書から七ページ分を切り裂き周囲に展開。理術呪文の魔力が込められた羊(よう)皮(ひ)紙(し)が光の粒子となって術者を取り囲み――次の瞬間、光とともにユウトの姿が消え去った。

			　その数分後。

			　同じように、光の粒子が宿屋の一室に出現し、また次の瞬間、今度は幾人かのシルエットが現れる。

			「ここがフォリオ＝ファリナ……か。宿屋だな」

			　真っ先に言葉を発したのは、絶世の美女。

			　比(ひ)喩(ゆ)でもなんでもない。各人が持ってしかるべき価値観や嗜好を超越した位置にいる美女が、剣を佩(は)き、鎧(よろい)を身につけてそこにいた。

			「いやいや、ヴァル。いくらフォリオ＝ファリナでも、宿は普通だと思うよ」

			「凄(すご)い部屋だったら無駄遣いだって、逆に文句言ってた」

			　そんな彼女へ、あきれたように言う子供が二人。

			　だが、子供という表現は、いささか正確性を欠いていた。

			　一人目は、草原の種族(マグナー)と呼ばれる亜人種族でラーシア。外見は十歳程度の子供にしか見えないが、既(すで)に成人している。パーティでは斥(せつ)候(こう)役を務める盗賊(ローグ)だ。

			　享楽的でいたずら好きなトリックスターだが、今は、ヴァルと呼んだ美女の言動にあきれて肩をすくめていた。

			　もう一人の子供は、白髪に赤目。肌も透き通るように白いアルビノの少女。

			　ユウトたちが戦う〝虚無の帳(ケイオス・エヴイル)〟という邪教集団に作られた人工生命である彼女に至っては、まだほんの数ヶ月しか生きていない。

			　ただ、ヨナと名付けられたその少女は、そうとは思えないほど馴染んでいた。

			「むう。アルシア……」

			　絶世の美女――ヴァルトルーデが、助けを求めるように幼なじみの名を呼んだ。

			　しかし、真紅の眼帯を身につけた異相の大司教(パトリアーチ)は首を横に振る。ヴァルトルーデの援助要請は、死と魔術の女神の聖印を首から下げたアルシアからも、小言が飛ぶ結果となった。

			「何回か言っているでしょう？　見たまましゃべるのはやめなさいと」

			　本心ではヴァルトルーデを慰(なぐさ)めたかったのだろうが、ユウトの苦労を知るアルシアとしては、そうもいかない。

			「せっかくユウトくんが連れてきてくれたのだから、まず感謝しなくては」

			「いや、俺は別に良いんだけど」

			　今回のフォリオ＝ファリナへの遠征は、確かにユウトの負担が大きかった。

			　まず、第六階(かい)梯(てい)の理術呪文《風の旅路(エア・トラベル)》により、大気と一体化してセジュールからフォリオ＝ファリナまで高速移動。船を使って数日はかかる距離を、半日ほどで踏破した。

			　そのまま休む間もなく部屋を借り、《瞬間移動(テレポート)》でフォリオ＝ファリナとセジュールを往復。一度実際に立ち寄った場所でないと《瞬間移動(テレポート)》で移動するのは難しいのだが、数百キロメートルを無にするに等しい行為だ。生やさしいことではない。

			　しかし、当のユウトは涼しい顔。

			「むしろ、ヴァルへのサプライズが足りなかったと反省している。次は、部屋いっぱいに花を飾るぐらいの演出をしよう」

			「私が悪かった！」

			　聖堂騎士(パラデイン)らしく、率直に謝罪するヴァルトルーデ。

			　非を認めただけでなく、本当にそんなことをされたら恥ずかしくてユウトと顔を合わせられなくなるという、やや利己的な動機も含まれているようだった。

			　ただ、それに気付いたのはアルシアだけ。

			「まあ、どうでもいっか。それよりも、早く買い物行こう、買い物！　留守番のエグの分までね！」

			「明日にはおっさんも連れてくるから、ずっと留守番みたいな言い方するなよ」

			　ラーシアの言う通り、パーティにはもう一人メンバーがいた。

			　しかし、岩巨人(ジヤールート)の蛮族戦士(バーバリアン)エグザイルは、残念ながら、《瞬間移動(テレポート)》の同行者数の制限があって王都で留守番となっている。ユウトの力量がさらに上がれば解決できる問題だが、現時点ではまだ、全員を一緒に運ぶことはできない。

			　ヨナが《瞬間移動(テレポート)》とほぼ同じ効果を持つ超能力(サイオニツク・パワー)《テレポーテーション》を憶えるのは、少しだけ先の話。

			「買い物。美(お)味(い)しいもの食べる？」

			「違うよ、ヨナ。魔道具(マジツク・アイテム)を買い込みに来たんでしょ」

			「じゃあ、ラーシアは飲み食いしない？　海水だけ？」

			「ごめん！　するから。っていうか、いくらフォリオ＝ファリナが島にあるからって、真水ぐらい飲ませてよ！」

			　場所が変わろうと、いつも通り。

			　こうして、ユウトたちは宿を出てフォリオ＝ファリナ市街へと移動した。宿の主人から驚きの視線を向けられたが、気にする者は、誰一人としていなかった。

			　

			「こいつは、百層迷宮で見つかった《理力の弾丸(フオース・ミサイル)》の魔法の短杖(マジツクワンド)だぜ。使用回数もたっぷり残ってる。その分、値は張るがな」

			　フォリオ＝ファリナが他の都市を圧倒する点はいくつもあるが、魔道具(マジツク・アイテム)を専門に扱う店舗の多さもそのひとつだろう。

			　百層迷宮に潜る冒険者が数多く集まるこの街だからこそ成り立つ商売。否、彼らが持ち込む魔道具(マジツク・アイテム)を買い取り、欲する魔道具(マジツク・アイテム)を提供する店は、なくてはならないものだ。

			　魔道具(マジツク・アイテム)製作を専門とする魔術師(ウイザード)も多数集まっており、この街で欲しい魔道具(マジツク・アイテム)が手に入らなければ諦(あきら)めろと言われるほど。

			「いくつあるの？」

			「あ？　全部で五本だが……」

			「じゃあ、それ全部もらおうか」

			「はぁ？」

			　カウンターの向こう側で、眉(まゆ)の太い中年の店主が露骨に怪しむ視線を注いでくる。

			　ラーシアはそれを平然と受け止めているが、どちらに分があるかといえば、それは店主の方だろうなと、ユウトはぼんやり考える。

			　フォリオ＝ファリナにある魔道具(マジツク・アイテム)店を巡るのも、これで三件目。そのすべてで似たような反応をされているのだから、それはもう、ラーシアが悪いに決まっているではないか。

			　きちんと充填されている《理力の弾丸(フオース・ミサイル)》の魔法の短杖(マジツクワンド)であれば、金貨一万枚は下らない。それを全部買おうというのだ、この草原の種族(マグナー)が。

			　今まで見てきた店と同じく、店内には本物の魔道具(マジツク・アイテム)は置いていなかった。壁に魔法の短杖(マジツクワンド)が掛けられ、テーブルの上には巻物(スクロール)も置かれているが、すべて見せかけ。ユウトが見た限り、例外はひとつだけのようだった。

			　盗難対策もしっかりしている店主からすると、なにかの詐欺ではないかと考えるのは当然。

			　アルシアがいればまた違ったのかも知れないが、飽きてしまった――この辺りは子供だ――ヨナを連れて市場へ行っており不在だった。

			「仕方ないなぁ」

			　警戒されていると感じたわけではないが、ラーシアは、話が進まないと無限貯蔵のバッグから貨(か)幣(へい)が詰まった袋を取り出した。それをこれ見よがしにカウンターへ投げ捨てるようにして置く。

			「おいおい、それっぽっちじゃ……って、まさか」

			　思ったよりも小さな袋――それでも、ヨナやラーシアの頭ぐらいの大きさはあるのだが――にあきれ顔となった主人だったが、その中身を見て顔色が変わった。

			　袋に詰まっていたのは、金貨ではなく白金貨。価値にして、十倍の違いがある。

			「これは、もちろん手付けだよ」

			「人が悪い。見かけない顔だから、警戒しちまったじゃねえか」

			「これからは、顔なじみになるよ」

			「ぐへへ」

			「ぐへへ」

			　一瞬で打ち解けた、ラーシアと店主。相変わらずのコミュニケーション能力だ。

			　それを横目に、ユウトは少し離れた位置でヴァルトルーデと肩を寄せ合っていた。

			　と言っても、触れるか触れないかの距離で、この魔道具(マジツク・アイテム)店の商品目録に目を通しているだけなのだが。

			　やましいことはなにもない。

			「ユウトは、なにか買わないのか？」

			「う～ん。欲しくないわけじゃないけど……」

			　目録にある魔道具(マジツク・アイテム)の名前を読み上げていた――なにしろ、ヴァルトルーデは字が読めない――ユウトは、それを中断して眉(み)間(けん)にしわを寄せる。その難しい表情が、ヴァルトルーデは嫌いではなかった。

			　そんな表情を浮かべたときは、大抵、困難に直面したとき。しかし、ユウトが思いも寄らぬ作戦を思いつき、ピンチを切り抜けることが多かった。

			　けれど、今回はその例外。

			「ほとんど、自分で作ろうと思えば作れるからなぁ」

			「だが、時間がかかるのだろう？」

			「そうだけど……。それ以上に、市販と自作で値段の開きが倍ぐらいあるのがね……。さすがに、もったいない」

			　魔道具(マジツク・アイテム)の製作には、最低で一日。長いものだと数ヶ月単位でかかるケースもある。

			　そこに、自作した場合と市販品を購入した場合の金額の違いを加味すれば、天(てん)秤(びん)は節約へと大きく傾く。

			「そういえば……」

			　地球にいる幼なじみの少女も、外食するときは自分では作らない物を注文してしまうと言っていた。それと同じ心理だろうと、ユウトは思う。

			　故郷――地球のことを思い出すユウトの横顔を、ヴァルトルーデは複雑な表情で見つめていた。

			　邪魔をしてはいけない。

			　そう思うが、突き動かされるような焦(しよう)燥(そう)感(かん)を抑えることはできなかったようだ。

			「そ、そうだ。ユウト、あの武器はいくらなのだ？」

			「ん？　ああ……」

			　ヴァルトルーデが指さしたのは、店の中央にどんと置かれている錨(いかり)だった。いや、錨と見えたのは、一〇メートルはありそうに見える鎖につながっているから。

			「ああ、このスパイク・フレイルか。値段は……応相談になってるな」

			　店内にある、ダミー商品以外の唯一の本物。

			　それが、鋭い突起が付いた鉄の棒を鎖で繋いだスパイク・フレイルと呼ばれる武器だった。しかも、ここにあるのは特別製で、長さも大きさも規格外。

			　常人では持ち上げることもできず、経験豊富な戦士でも自在に操ることなどできまい。これなら、店頭に置いても盗まれる心配もない。

			「おお、そいつか」

			　ラーシアと和(わ)気(き)藹(あい)々(あい)と話していた店主が、目ざとく会話に入ってくる。

			　ただし、ヴァルトルーデを視界に入れない。そんなことをしたら、まともな商談にならず大損することは目に見えていた。

			「百層迷宮で巨人が使ってたっていう逸品だぜ。ちょいとデメリットはあるが、破壊力は折り紙付きだ」

			「ほう」

			「その分、値も張るがな。金貨一五万枚でどうだ？」

			「それは凄(すご)いな」

			　ヴァルトルーデが、興味津々にスパイク・フレイルを見つめる。

			　魔道具(マジツク・アイテム)が高価であることには、既(すで)に慣れていたが、金貨一五万枚となると文字通り桁(けた)が違う。

			　しかし、ユウトは懐疑的だ。

			「巨人？　これ、冒険者が使ってたんじゃ？」

			「……ど、どういうことだよ」

			「見た感じ、あとから魔術師(ウイザード)が呪文で強化の余地を残してる魔化のような……」

			「さあ、どういうことかな」

			　店主がユウトから目をそらした――先にヴァルトルーデがいたので、さらに目線を外して天井を見ながら言う。

			　あからさまに怪しい。

			　だが、ごまかし方が下手すぎる。善良ではあるようだ。

			「呪文で鑑(かん)定(てい)しても？」

			　冒険者が引退――生死は別として――して不要になった武器を引き取ったが、特殊すぎて買い手がつかない。そのため、来歴をでっち上げて付加価値を持たせようとした。

			　そんなところだろうと、ユウトは、呪文を使う前から当たりをつける。

			「だ、だめだ。だめだめ」

			「そうですか。なら、仕方ない。来歴はともかく、金貨一〇万枚ぐらいなら買っても良いんだけど……いや、無理か」

			　エグザイルにちょうど良いかと思ったユウトだったが、頭を振って諦(あきら)めた。金貨一五万枚も、個別に分けた財産をかき集めれば出せない額ではない。だが、そんなことをしたら当座の活動資金もなくなってしまう。

			　けれど、その態度が思わせぶりに見えてしまったようだ。

			「一〇万枚なら買ってくれんのか？　っていうか、こいつを使えるやつがいるのかよ？」

			「どっちもイエス。でも、みんなで相談が必要だし、なんか仕事をしてからでないと無理かな……」

			「ふむ。エグザイルが強くなるのは良いことだな」

			「まずは、エグの意見を聞かないとだけどね」

			　ヘレノニア神から討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)を授かり、武器に金を費やす必要のないヴァルトルーデは全面的に賛成。

			　一方、ラーシアは消極的賛成というところだろうか。もし、このスパイク・フレイルに手を出すのなら、魔法の短杖(マジツクワンド)の購入も白紙に戻す必要があるから当然だが。

			「そうだな。とりあえず、今日はなにも買わずに、また明日来ようか」

			　ユウトが方針を定めて店内を出ようとしたところ、出入口の扉が開いた。

			「ああ、まだいたのね。行き違いにならなくて良かったわ」

			　少しだけあわてた様子で駆け込んできたアルシアが、ほっとしたように言う。一緒にいるヨナを見ても、いつもと変わらないフラットな表情からは、なにも読み取れない。

			　そして、同行者は、もう一人いた。

			「私は、このフォリオ＝ファリナで商人をしているゾルターンという」

			　慇懃無礼とまではいかないが、やや尊大な態度で自己紹介する五〇は過ぎていると思われる男。

			　額は広く――つまり、髪は後退し――頭頂部にほんの少しと後頭部にしか残っていない。茶色で髪質も細く寂寥感があった。

			　だらしないとまでは言わないが、節制をしていないことが一目で分かる体つき。顔の造形も、鼻は大きく、唇はでっぷりとして、それでいて目は細い。

			　全体的な雰囲気も陰気で、第一印象は、控えめに言っても良くなかった。

			「ふーん。その商人の人が、ボクらになんか用なの？」

			　しかし、草原の種族(マグナー)にとっては、特に関係ないようだ。いつもの調子で、用件を聞く。

			「私が管理する物件のひとつが幽霊屋敷となっているのだ。貴公らには、その浄化を依頼したい」

			「依頼？　ボクらがこっちに来て、何時間かしか経ってないのに？」

			「あれだけ派手に金を使っておきながら、なにを言う。それに、百層迷宮目当てではない実力ある冒険者の存在は貴重なのだ」

			「それはそうだ。一応、筋は通ってるね」

			　どうする？　と、ラーシアが視線で問いかけてくる。

			　それを受けたユウトは、思案げに腕を組みながら、アルシアへと視線を向けた。

			「アルシア姐さんは、先に話を聞いてるんだよね？」

			「ええ」

			「なるほど」

			　受けても良いと思ったから、連れてきたわけだ。

			　嘘に敏感なヴァルトルーデも、珍しく難しい顔をしているが、なにも言わない。

			　ちょうど現金が欲しい事情もある。都合が良いようにも思えるが、渡りに船でもあった。

			「引き受けた場合の報酬は？」

			「金貨で五〇〇枚までなら、支払える準備がある」

			「う～ん。ボクら、六人パーティなんだよね」

			「……仕方あるまい。六〇〇だ。ただし、成功報酬でだ」

			「じゃ、それで」

			　交渉は成立した。

			　一般的な年収を遥かに超える報酬額だが、魔道具(マジツク・アイテム)の値段と比べれば微々たるもの。それでも引き受けたのは、依頼の過程で手に入れた財宝はすべて冒険者のものであり、そちらのほうが額も大きくなるから。

			　魔道具(マジツク・アイテム)店のなかで、場所などの情報を聞き、交渉をまとめてしまった。他に客は来なかったとはいえ、店主にはいい迷惑だっただろう。

			　あまり表情の動かないゾルターンが、さすがにほっとした表情を浮かべて店から出ていく。その後ろ姿から幼なじみへと視線を移したヴァルトルーデが問いただす。

			「ところで、アルシア。気付いているのだろう？」

			「ヴァルも分かったのね」

			　アルシアは、一切、隠し立てしなかった。

			「彼が生きている人間ではなく、死霊(ゴースト)だということなら最初から気付いていたわ」

			「え？」

			「そうなの？」

			　ユウトとラーシアが驚きの声を上げる。依頼人と依頼内容の裏を取るつもりではあったが、それは予想外。

			　ただし、ヨナは平常通り。

			「問題ない。攻撃すれば死ぬ」

			　意思が通じ、攻撃も通じるのなら、人間とそれ以外に違いなどない。

			　一見、哲学的にも思えるが、ヨナの意識としては文字通りの意味でしかなかった。

			　

			「死霊(ゴースト)から、住処の掃除を頼まれるというのも妙な話だな」

			「ま、それが本当ならだけどね」

			　依頼を受けたその屋敷を前に、岩巨人(ジヤールート)と草原の種族(マグナー)の二人が言葉を交わす。

			　ユウトが呪文の準備を終えると同時に、王都セジュールから《瞬間移動(テレポート)》で連れてこられた岩巨人(ジヤールート)の蛮族戦士(バーバリアン)エグザイル。依頼を受けたことを聞いても、「そうか」の一言で受け入れこの場にいる。

			　ただいつもと違うのは、開店と同時に入手したスパイク・フレイルを手にしていること。まだ手付けしか払っておらず、一応、試用ということにはなっているが、随(ずい)分(ぶん)と気に入っているようだ。今か今かと、スパイク・フレイルの出番を待っている。

			「では、ユウトくん。手はず通りに」

			「めっちゃ気が進まないんだけど……」

			　情報収集と対策は万端。

			　だが、件の幽霊屋敷を前にしたユウトは、嫌いな物ばかりが並んだ食卓を目にしたような顔をする。

			　さび付いた門扉。崩れかけた塀。雑草で覆(おお)われた庭。蔦の浸食を受けている家屋。

			　典型的な幽霊屋敷だが、それで臆しているわけではない。

			「別に、私は関係ないからな」

			「じーっっ」

			　問題は、目を合わせようとしないヴァルトルーデと、非難の視線を向け続けるヨナ。

			「まあ、これからなにをするか考えれば、当然の反応だよね」

			「結婚詐欺よりは、まだましだと思うのだけど」

			「おまえらの脚本なんだからな！」

			　情報収集してきたラーシアと、神(しん)託(たく)により真相を見抜いたアルシア。

			　その二人から、実際の解決を押しつけられたユウトも、他に方法がないことは分かっている。この場合、自分が適任だとも。だが、かといって諾(だく)々(だく)と従うこともできない。

			　そんなユウトへ、新しい武器を手に入れてご満悦なエグザイルが声を掛けた。

			「諦(あきら)めた方が、楽になれるぞ？」

			「その言葉、俺が転移した直後に言われたら、心折れてたと思う」

			　もう、今さら引けない。

			　覚悟を決めたユウトは、さび付いた門扉を開いて屋敷を目指す。

			「《透明化(トランスペアレント)》」

			　後ろでは、ユウト以外の五人がユウトを見守りつつラーシアが使用した呪文で姿を消した。

			　姿を消したものの、意識すれば仲間たちの気配を感じる。

			　ラーシアが調べた情報によると、この屋敷はとある商人のものだったらしい。

			　やり手だが悪辣な商人で、フォリオ＝ファリナを運営する議会の議員を借金で雁(がん)字(じ)搦(がら)めにし、美しいと評判だった娘を後妻に迎えた。

			　もちろん、そんなやり方で上手く行くはずもない。その娘に毒を盛られてこの世を去り……亡霊となって屋敷で怨念を振りまいているのだという。

			　そして、その情報は、依頼人であるゾルターンの説明とも一致している。

			　しかし、それは誤りだ。

			「お帰りなさいませ、旦那様」

			　屋敷のなかへ一歩足を踏み入れると、待ちかまえていたかのようにブルネットの少女が駆け寄ってきた。本当に若い、一五歳ほどの少女だ。

			　若さという名のエネルギーを全身にみなぎらせ、無垢で純真な笑顔を満々に浮かべて、主人――ユウトの手を両手でぐっと握る。

			　死霊(ゴースト)の手。

			　それは、予想外に暖かだった。

			　子犬のようにじゃれつき、上目遣いでこちらを見つめ――同時に、強烈な魅了の視線(チヤーム)にさらされた。

			（危なかった、けど……）

			　第一階(かい)梯(てい)の神術呪文《聖なる防護(セイント・プロテクト)》には、精神的な影響をはねのける効果がある。こうなることを見越してアルシアが付与したのだが、ユウトは素直に喜べない。

			　相手は、人間ではない。死霊(ゴースト)だ。

			　それが分かっていてもなお、同情しそうになってしまう。

			「旦那様……。『ただいま』とは、言ってくださらないのね」

			「あー……」

			　今度は、少女がしかられた子犬のように目を伏せる。手は握ったままで。

			　想像以上の押しの強さで忘却の彼方へ飛んでいきそうになる脚本を、ユウトはなんとかたぐり寄せ、次の台詞(せりふ)を発した。

			「ただいま、ジョヴァンナ」

			「お帰りをお待ちしていましたわ、旦那様！」

			　本当に嬉しいとばかりに、手を離してその場で一回転。

			　丁寧に手入れされたブルネットが躍り、黄色いドレスが花びらのように舞った。

			「お疲れでしょう。さあ、こちらへ」

			　そのまま手を引かれ、ユウトは食堂へと連行された。

			　透明化した仲間たちも、一緒に入ってくる。

			　彼らは、このやりとりを、どう思って見ているのか。

			　気にならないはずがなかったが、真相を知っても良いことはなにひとつなさそうなので、きっぱり忘れることにした。

			　食堂は、というよりは建物の内部がそうなのだが、外観からは想像できないほど明るくきちんと手入れされている。この食堂も、南側から日が射しテーブルクロスも白く清潔感があった。

			　趣味やこだわりは様々あるだろうが、この空間だけ抜き取れば居心地は決して悪くない。

			　そう、状況を考えなければ。

			「さあ、旦那様、お座りになって。今、お茶をご用意いたしますわ。お菓子もありますのよ。旦那様、最近、食欲がないでしょう？　でも、きっとこれは気に入るわ」

			　これから用意すると言ったにもかかわらず、彼女の手には既(すで)にティーセットの乗ったトレイがあった。

			　そして、紅茶のカップをユウトの目の前に置いた。

			「うっ……」

			　いや、それは本当に紅茶だろうか。

			　色は紫がかっており、理科の実験で使った紫キャベツの煮出し汁を思い起こさせる。匂いも、酷(ひど)いの一言。

			　毒々しい……というよりは、あからさまに毒だ。

			（これ、飲むのか……）

			　飲むのだ。

			　でないと、話が進まない。

			「ああ、いただこう……」

			　一時期健康食品にはまった母に飲まされた野菜ジュース。あれよりはましだろうと自己暗示をかけて、ユウトはぐいとティーカップを傾ける。

			　その瞬間、自らの浅はかさを悔いた。

			「うっ……」

			　味は分からない。

			　だが、脳が、体が、精神が。防衛本能に従い、摂取を拒否する。実に妥当な判断だ。吐き出してしまいたい。

			　それは山々なのだが、そうもいかない理由もある。

			　本能と理性と感情を意思でねじ伏せ、ユウトは毒物を嚥(えん)下(げ)した。

			「ど、どうでしょうか？」

			　彼女は、死霊(ゴースト)だ。

			　それは分かっている。

			　分かっているのだが、トレイを胸に抱えて期待と不安に満ちた瞳(ひとみ)で見つめられると、その認識が揺らいでしまう。

			「美(お)味(い)しいよ」

			「ほ、他には、なにかないですか？」

			　ある。毒が。

			　しかし、《祝宴(セイント・フイースト)》の呪文により毒は無効化され、紅茶と想定される飲み物は、ただひたすら不(ま)味(ず)いだけの物質になり果てている。

			　それに、彼女が求めているのは別のものだ。

			　ジョヴァンナからは見えない位置に、ラーシアが初級呪文の《呪術師の手(メイジ・グリツプ)》で台本を浮かべていた。

			　ユウトはそれを見て、何度目かになる覚悟を決めた。

			「ああ、愛しい人。勇気がないばかりに傷つけてしまったね」

			　芝居がかったというよりは、芝居そのもの。台詞(せりふ)は棒読みだし、表情もぎこちない。演技自体、お世辞にも上手とは言えない。

			「このお茶には、惚(ほ)れ薬が入っていたんだね」

			「ど、どうしてそれを」

			「分かるとも。いつもは抑えつけている君のことを愛する気持ちが、溢(あふ)れてしまっているのだから」

			「あなた……」

			「うー」

			　ただ、少なくとも眼の前の少女ともう一人は魅了されているようだった。

			「こんな薬などなくとも、愛する気持ちは変わらないよ。けれど、意気地のない私の背中を押してくれたことには感謝しても良いかも知れない」

			「うー」

			　背後から聞こえてくるうなり声。確認するまでもない、ヴァルトルーデのものだ。

			　彼女が、どんな顔をしているのか。どんな気持ちでいるのか。ユウトに、それを想像する余裕はない。そんなことをしたら、演技ができなくなる。

			「愛しているよ」

			　だから、なにも考えずに言い切った。真顔で。

			　ジョヴァンナは、感極まってぽろぽろと涙を流していた。

			　きっかけは、どこにでもあるすれ違いだった。

			　この婚(こん)姻(いん)は、男が望んだものではなかった。とある名家――格としては世襲議員には劣るが――から、借金の形にと押しつけられたようなものなのだから。

			　そんな女をどう扱えばいいのか。男には、まったく分からなかった。それも、相手が美しく若い女となればなおさら。

			　男は一度結婚生活に失敗しており、女性に好かれる容姿でもない。そもそも、恨まれるしかない出会いだ。

			　一方、女は、男に感謝こそすれ、恨んでなどいなかった。

			　父は放蕩三昧で、母は既(すで)になく、兄も姉も気位だけは高い人だった。事業が不振に陥(おちい)り借金が増えると、そのしわ寄せはすべて女へ向かった。

			　だから、女にとって、男は救い主に他ならなかったのだ。窮地を救ってくれた男に、女が惚(ほ)れるのは自然の流れ。

			　しかし、形式上、妻としては扱ってくれても、他人の前でだけ。夫婦としての会話も生活もまるでない。

			　それゆえ、女は一計を案じた。

			　評判の占い師に相談し、愛の秘薬(エリクサー・オブ・ラブ)を手に入れた。

			　だが、それを口にした男はなぜか死んでしまった。それを見て狂乱した女も自ら命を絶った。

			「ああ……」

			　女――ジョヴァンナの瞳(ひとみ)に、理性の光が宿る。

			　心残りが消えたわけではない。未練はいくらでもある。だが、最大の妄執はなくなった。

			「愛していま……す。ゾルターンさま……」

			　そう言い残し、幽霊屋敷の女主人は光の粒となって消えた。

			（どうか、安らかに）

			　それを見届けたユウトは深い息を吐き、彼女の冥福を祈る。

			　だが、まだやるべきことがある。感傷に浸るのはあとだと、観客へと呼びかける。

			「もう、出てきて良いぜ」

			　観客と言っても、背後で透明化している仲間たちではない。

			　呼びかけたのは、依頼人に対して。

			「なぜ、分かったのだ」

			　死霊(ゴースト)にもかかわらずわなわなと震えるゾルターンが、ジョヴァンナが消えたのと同じ場所に現れる。同時に、混乱の極みにあった。

			　ジョヴァンナが消されないよう、雛へ餌(えさ)を運ぶ親鳥の役目を果たしていたゾルターン。死んでも気付かれないような人間――外から来た冒険者など適任だ――を誘(ゆう)導(どう)し、死のトラップへ送り込んでいたのだ。

			　しかし、それは完全に見透かされ、対策を取られていた。

			「それに、なぜ、引き受けたのだ……」

			「なぜ……か。それは、俺には答えられないな」

			「あなたが死霊(ゴースト)なのは、最初に会ったときに分かっていたわ。あとは、いくつかの神(しん)託(たく)を得れば充分に推測可能よ」

			　透明化を解いて姿を現したアルシアが、なんでもないことだと口にする。実際、彼女にとっては大したことではなかった。

			「それに、トラス＝シンク神の僕が、あなたのような人を見捨てることは絶対にないのよ」

			「そう……か。なら――」

			「ええ。すべて分かっているわ」

			　安心しなさいと、アルシアが慈母のごとき微笑(ほほえ)みを浮かべる。

			「後は任せて、安らかに眠りなさい」

			　その旅立ちを祝福するため、聖印に手を触れ、聖句を朗々と読み上げた。

			「感謝……する……。ジョヴァンナ、すまなか……」

			　それに送られ、すれ違い続けた妻を追ってゾルターンも消えた。最期の最期に、救いを手にして。

			　けれど、まだ終わりではない。

			「さて、そろそろ私の出番だな」

			「いや、オレのだろう」

			　討魔神剣(デイヴアイン・サブジユゲイター)とスパイク・フレイルを構え、臨戦態勢を取る前衛の二人。

			　それに応えたわけではないだろうが、周囲の景色が一変する。幽霊屋敷は消え去り、ユウトたちは荒涼とした大地に立っていた。

			　そんな彼らへ、妖艶な雰囲気を漂わす美女が微笑(ほほえ)みかける。

			「せっかくの餌(えさ)場が、消えてしまったわ」

			　さして残念と感じさせぬ声音で慨嘆する女。

			「妖(よう)魔(ま)か」

			「聖堂騎士(パラデイン)さまには、お見通しというわけね」

			「神(しん)託(たく)を下されたのは、私ではない。アルシアだ」

			「あら、そう？　わたくしは強欲の妖魔エルニニェス。わたくしが黒幕ということも、分かっていたのでしょうね」

			　暴食、色欲、強欲、嫉(しつ)妬(と)、憤怒、怠惰、傲慢――七つの罪源を名乗るそれは、妖魔のなかでも上位に位置する存在。

			「愚かな女をたぶらかし、罪の意識に苛まれた男を焚きつけるだけで、自動的に魂を得るシステムを構築したというのに、浄化するなんて酷(ひど)いじゃない。まあ、良いわ。あなたたちの魂を回収すれば――」

			「――話は終わりで良いな？」

			　スパイク・フレイルが宙を切り裂き、長広舌を振るっていた妖魔の口蓋に突き刺さる。

			「まあ……。ひど――」

			　顔が上下に分断されても生きているのは、さすが上位妖魔と言えたが、相手が悪すぎた。

			　強欲の妖魔エルニニェスの話を強引に終わらせたエグザイルは、それに飽きたらず、錨(いかり)のように巨大な先端を引き抜き殴打を加える。

			　これには、上位妖(よう)魔(ま)であろうと、ひとたまりもない。

			　一瞬で、血と肉の染みができあがった。

			「良い武器だ」

			　魔化された能力のひとつは、威力を上げる代わりに反動があるものだったようで、岩巨人(ジヤールート)は四肢から血を流していた。だが、まったく動じていない。

			「やはり、オレの出番だったな」

			　新しい武器の威力を確認し、満足げにうなずいている。

			「ずるい……。妖魔、殺してみたかった」

			「ヨナがなんか危ないことを口走ってるんだけど、ボクら教育失敗してない!?」

			「……私も不満だぞ。いろいろと」

			　抜いた剣をどうすればいいのか分からないと、頬を膨らますヴァルトルーデ。

			　ユウトが、その可愛(かわい)らしさに見とれた瞬間、再び景色が変わる。

			「あ、元に戻ったね。案の定、あばら屋になってるけど」

			　ラーシアの言う通り、件の幽霊屋敷へと戻ってきたが、その光景は見る影もなく一変していた。

			「とりあえず、金目のものとか探してくるね！」

			　まったく悪びれた様子もなく。むしろ、当然の権利だと草原の種族(マグナー)は食堂を飛び出す。

			「ヴァル」

			「……ユウト。なんだ？」

			「とりあえず、俺が嘘を吐いたのは作戦だ。許してくれ」

			「別に、怒ってなどいない」

			　ヴァルトルーデも、ユウトが死霊(ゴースト)へささやいた言葉が演技であることは、理解している。

			「そうだよな。依頼を解決するためにやったんだし、怒られる筋合いなんかないよな」

			　だが、頭では理解しても、感情が納得してくれない。

			「うー。そうだが、そうではないのだ」

			「やっぱ、怒ってんじゃねーか」

			　こうして、哀れな魂は救われ、悪がひとつ滅び、新たな武器も手に入れた。見事、事件は解決した。

			　ただし、その代償は重たかった。

			　ユウトとヴァルトルーデが仲直りするまで、過去最長、実に、半日もの時間を要したのだ。

			　

			（『レベル99冒険者によるはじめての領地経営』⑤へ続く）
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